

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「そなたは既すでに『最強』の座を手に入れておる」

　幻げん想そう的な青の衣服を身に纏まとった少女が、余よ裕ゆうのある顔でディオスに告げる。

　風に遊ばれて、無造作に舞まう彼女の長い黒くろ髪かみ。

　ディオスは、何を言われたのか理解できなかった。

　神しん獣じゆうたちは強い。

　それは紛まぎれもない事実だ。ディオスと共鳴術テグヴエルトをすることで、さらに彼女たちの能力が上がっていることも実感している。

　でも「自分が強くなっているか？」と問われたら、そうだと答える自信はなかった。

　だけど、目の前の少女は確信に満ちた顔をしている。

「どうじゃ。お主、妾わらわの所に来ぬか？」

「…………え？」

　その誘さそいは、ディオスにとって意外、なんてものではなかった。

　あまりにも、これまでの出来事を無視した誘いであったから。

　少女の言葉を聞いた神獣たちも、ただ呆あつ気けに取られている。

　それは当然だろう。

　なぜなら、この黒髪の少女は──。








一章　アイドルについて学んじゃいますよ？









　火の街『ニ・ホティア』。

　数日前からこの街で開かい催さいされていた事前大会モナーフエスは、いよいよ佳か境きようを迎むかえていた。

　闘とう技ぎ場の観客席は、隙すき間まがないほど満席だ。

　しかし彼らは今、誰だれ一人ひとりとして言葉を発しない。

　緊きん張ちよう感かん漂ただよう静せい寂じやくが、闘技場全体を覆おおっている。

　その闘技場の舞ぶ台たいの中央。

　ディオスと人間形態になった神獣たちが、真しん剣けんな眼まな差ざしで前を見み据すえていた。

　彼らが視線を注ぐのは、両手に剣けんを携たずさえた若い男。

　顔に大きな傷があるその男は、ディオスたちから視線を外さぬまま腰こしを落とし、構えを取る。

　ほぼ同時にマリンが男に向け、静かに腕うでをかざす。

　その細い腕から、ポタリ、と一いつ滴てきの水が落ちた瞬しゆん間かん──。

「始め！」

「行け！」

　審しん判ぱんが試合開始を告げると同時に、ディオスは力強く号令を発した。

　マリンは男に向けて水流を放ち、他の神獣たちは一いつ斉せいに地を蹴けり、男に向かう。

「はああっ！」

　気合いの声と共に、二刀流の男は時間差で剣を振ふり下ろした。

　パシュン！　と大きな音を立て、水流はただの飛沫しぶきへと変わる。

　二本の剣から放たれた風圧が、マリンの水流を相そう殺さいしたのだ。

　男の靴くつ裏うらが地を擦こすり、ザリッと音が鳴る。

　すぐさま体を捻ひねり方向転てん換かんした男の目は、ルヴィを捉とらえていた。

「ふっふーん！　爆ばく発はつしちゃえー！」

　男と目が合ったその時には、既にルヴィは火球を放っていた。

　しかし男の方もその攻こう撃げきは読んでいたのか、鮮あざやかなバックステップで難なく躱かわす。

　外れた火球は男のいた場所で弾はじけ、大きな音を立てる。

　その時だった。

「────ッ!?」

　闘技場に走る、眩まばゆい閃せん光こう。

　レイナが全身から発した光だ。

　光に目を焼かれ、男の動きが一瞬止まる。

　その隙を見み逃のがさず真っ先に動いたのは、ディオスだった。

　腕で目を覆っていた男の懐ふところに、真正面から飛び込む。

「ご主人様!?」

　ディオスの行動は、神獣たちにとっても予想外のものだった。

　神サ獣マ使ナいーが、自ら戦いの前線に立つ──。

　元拳けん闘とう士しのディオスだからこそ可能な行動なのだが、それでも神獣たちはまだ完全に慣れたわけではなかった。

　神獣たちの驚きよう愕がくは予想済みだった。それには構わず、ディオスは空いていた男の腹目がけ、渾こん身しんのパンチを繰くり出す。

「っ──!?」

　その拳こぶしをまともに受けた男は、堪たまらず体を前に折り──。

「えっ──？　ぐあッ!?」

　声を出したのはディオスの方だった。

　男は下から伸のび上がるように、剣の柄つかでディオスの顎あごを打ったのだ。

　そしてディオスが一瞬だけ仰のけ反ったその時を見逃さず、二本の剣をクロスさせて振り下ろす。

　剣から生み出された衝しよう撃げき波はが、たちまちディオスの体を闘技場の壁かべに叩たたきつけた。

「ディオス！」

「ディオっち!?」

　レイナとルヴィが悲鳴を上げ、彼の許もとへ向かおうとする。

「ぐっ──大だい丈じよう夫ぶだ」

　しかしディオスは腕を上げて二人を制し、何とかヨロヨロと立ち上がった。

　この状じよう況きようでも、エメロードは冷静だった。

　背から出した蔦つたの鞭むちで、男の手の甲こうを打つ。

「ぐっ──!?」

　キンッ。

　強きよう烈れつな鞭の一撃に、男の剣は弾き飛ばされた。

　だが、片手の剣は残っている。

　男は振り向きざま、エメロードに向けて剣を薙なぎ──。

「なっ──」

　男は驚愕に目を見開いた。

　彼の間合いの内側。男のすぐ目の前に、いきなりマリンが現れたのだ。

　水を使った透とう明めい化の能力だ。

　マリンは男の胸にそっと両手を添そえ──。

　ゼロ距きよ離りで水流を撃うち放った。

　なすすべもなく水流に押され、男の体は宙を舞う。そしてディオスとは逆側の壁に激しく衝しよう突とつした。

　背を壁に預けたまま、男はそこでガクリと頭を落とす。

　まるで意図された演出のように、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。

　砂すな埃ぼこりが闘技場の舞台を走り抜けてから、数秒したのち──。

「はっ──!?　申し訳ございません、仕事を放ほう棄きして見入っていました……！　ケンガル選手、戦闘不能！　勝者、ディオス選手！　なんとなんと、今大会で最大人数の試合でありました！　ルール上何の問題もないとはいえ、まさに数の暴力！　まさに規格外！　これが四体もの神獣を操あやつる男の神サ獣マ使ナいーだああああッ！」

　その瞬間、肚はらの底を揺ゆるがすような大だい歓かん声せいが闘技場に響ひびき渡わたった。

「やったあ！」

　神しん獣じゆうたちは歓声を上げながら、一斉にディオスの許へ駆かけ寄る。

　その中で誰よりも速くディオスに飛びついたのは、レイナだった。

　彼女の顔はこの上もないほど喜びで溢あふれており、目の端はしには光る水すい滴てきも見える。

「勝った！　私たち勝ったよディオス！」

「わわっ!?　レイナ!?」

　勢いよく抱だきつかれて倒たおれそうになるディオスを、エメロードが慌あわてて蔦で支える。

「あらあら大丈夫ですか？」

「あぁ、ありがとうエメロード」

「っていうかディオっち、いきなり動くからマジでビビったしな!?」

「いやあ、あの場面なら俺でもいけると思ったんだけどなあ……。いつもみんなに頼たよってばかりだから、たまには自分でもと動いてみたんだが……。でもあんなにキレイに決まったのに相手を倒せないなんて、やっぱり俺の一撃って重さが足りないんだな……」

　神獣たちが強いことは、とても頼たのもしいのだが──。

　やはりディオスとしては、神獣たちの力だけで勝利することにまだ少し抵てい抗こうがあったのだ。自分の力のなさを、改めて実感する結果となってしまったが。

「……お兄ちゃんは……私たちがいるから……何も……心配しなくていい……」

「うん、そうだな……。ありがとうマリン」

「それにしても、ふふっ。レイナさんの方からご主人様に抱きつく日がくるなんて、最初の頃ころを思うと信じられません。もうご主人様にメロメロ……ということですね？」

「にゃっ──!?」

　エメロードに指し摘てきされたレイナは、バッタのように後ろへ大きく飛び退のいた。

「ちっ、違ちがうの！　だって、心配だったからつい──！　そう、これは気持ちが高こう揚ようしただけであって！　テンションが上がって、何かこう……いつもの私ではない何かがそうさせただけなの！」

　顔を真っ赤に染めながら言葉を並べるレイナを、他の神獣たちは生暖かい目で見つめる。

「はっはーん……レイにゃん。なるほどなるほど。なるほどねー……」

「……そういうことに……しといてあげる……」

「なっ、何よ!?　みんなだって同じでしょ!?　それとも嬉うれしくないの!?」

「そりゃ、バリっちょ嬉しいよー？」

「……お兄ちゃんの勝利に……貢こう献けんできた……。とても嬉しい……」

「はい。ですから私もご主人様に抱きついちゃいます。えいっ」

「……あ、ズルイ……。私も……」

「そっ、それなら、ル、ルヴィもしないと何かフェアじゃないし？」

　わらわらとディオスに群がる神獣たち。

「いやお前ら、退場しないといけないから離はなれてくれ!?　次の人が待ってるから！　超ちよう迷めい惑わくだから！」

　闘技場の観客たちの視線を一身に受けながら、ディオスは体にくっつく神獣たちをズルズルと引きずりつつ退場するのだった。




　闘技場の通路は、多くの観客や挑戦者ヴアンデラーたちでごった返していた。

　人の波に揉もまれながらも、何とか闘技場の外まで出たディオスは、比ひ較かく的てき人の少ない道に逸それて安あん堵どの息を吐つく。

　そして神獣たちがちゃんと自分の体に乗っていることを確かく認にんしてから、懐から一枚の紙を取り出した。

　ニ・ホティアの市長の名前と、淡あわい光を放つ正印が押された推すい薦せん状じよう。

　神獣たちの活かつ躍やくのおかげで、驚おどろくほどすんなりと手に入れることができた。

「これで二枚目か……」

　しかし、ディオスの顔は冴さえない。先日、聖ジェフス学院でメルアが去り際ぎわに呟つぶやいた言葉が、ずっと頭から離れないせいだった。




『教えてあげる。スリアンヴォスの優勝者は、どんな願いでも叶かなえて貰もらえるのは知っているでしょ？　その願いは、どのようにして叶えられているかを』

『……神獣たちの命が使われているの。人間の願いを叶える、そのためだけに』




　これが昼間から酒の匂においを漂ただよわせている人間が言っていたのなら、質たちの悪い冗じよう談だんだと即そく座ざに笑い飛ばしていただろう。記き憶おくの端に留とどめてもいなかったに違いない。

　だが、この言葉の発言者は間違いなくメルアで、しかも「神を殺す」という名目の下もとテロ活動を行っている、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員だ。

　これまで鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバがどうして神に背そむくような行動をしているのか、ディオスにとって疑問でしかなかった。

　しかし、仮にメルアの言うことが本当であれば──。

（もしかしてあいつらは、神獣たちを救おうとしている……？）

　それでも、多くの人間を犠ぎ牲せいにするやり方は、到とう底てい許されることではない。

「あ、ディー君見つけた！　こんな所にいたんだ」

　思考の海に沈しずみかけていたディオスを引っ張り上げたのは、ファルルの元気な声。

　顔を上げると、ファルルとコーシカが並んでディオスに近付いて来るところだった。

「ディオスさん、推薦状の獲かく得とくおめでとうございます！」

「ありがとう。そういうコーシカもおめでとう。余よ裕ゆうそうだったな」

「それは私のまんぷくちゃんですからね。当然です！」

　自信満々に頷うなずく彼女の頭の上には、いつも通りアガートがのほほんとした顔で座っている。相変わらず、会話に参加する気配はない。

「二人とも本当にお疲つかれさま！　それにしても凄すごい盛り上がりだったね。ボク、本当にずっと興奮しっぱなしだったよ。事前大会モナーフエスでこれなら、スリアンヴォスになるともっと凄いんだろうなぁ……」

　ファルルが出した単語に、ディオスは密ひそかに眉まゆを寄せる。

　──スリアンヴォス──。

　十年に一度開かい催さいされる、セント・エスピリの人間が熱ねつ狂きようする武闘大会。

　その優勝者は、どんな願いでも神に叶えてもらえる──。

　ディオスがスリアンヴォスを目指す理由は、メルアの安否を知るためだった。

　しかし幸か不幸か、既すでにその目的は達成できてしまった。

　本来なら、もうスリアンヴォスに拘こだわる理由はない。

　それでもディオスはここ数日間悩なやみ、そして考えた。

　メルアが鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバから離れられない理由──。

　彼女は組織に留まり続ける理由を「自分の意思」だと言っていた。

　でも、本当にそうなのか？

　メルアのあの言葉は、本当に彼女自身が発したものだったのだろうか？

　魔ま物ものを召しよう喚かんするという、俄にわかには信じられない新たな力を生み出していた。

　そういう非常識なことをやってのけるテロ組織だ。

　メルアが自分の意思だと思わされている──という可能性は捨てきれなかった。

　だからディオスは、新たな目的を見み出いだしていた。

（メルアを、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバから取り返す）

　そして、スリアンヴォスの優勝を目指す理由はもう一つ。

（直接、ガルフネーデ様に真実を確認する──）

　聖ジェフス学院の地下に隠かくされていた『始まりの神しん殿でん』。

　そこで見たのは、神獣になれなかった『歪んだ心臓ドリーヴイー』たち。

　そしてメルアが言っていた、スリアンヴォスの優勝者の願いを叶えるために、神獣たちの命が使われているという話──。

　神サ獣マ使ナいーになった今、このまま見て見ぬ振ふりをして日々を過ごすことなど、もうできない。

　だから、ガルフネーデに直接問いただす。

　しかし現時点でガルフネーデに会うには、スリアンヴォスで優勝するしか方法はない。

　スリアンヴォス以外で神がセント・エスピリに現れたという話は、今までディオスが生きてきた中でも聞いたことがなかった。

　何より鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの行動が、ガルフネーデに会うことが容易ではないことを如によ実じつに物語っている。

「神を殺す」ことを掲かかげている連中が、真っ先に神の命を狙ねらわずに施し設せつの破は壊かいばかりしているのは、ガルフネーデに会う手段を持ち合わせていないからであろう。

「ディオスさん……」

　不安げなコーシカの声に、ディオスはハッと我に返る。

　彼女もまた、ディオス同様に複雑な顔をしていた。

　コーシカも事前大会モナーフエスの出場を続けているのは、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの調査を教会から直じかに命令されているからだ。

　聖ジェフス学院を出て以降、彼女の表情に翳かげりが射さすことが多くなっていたことにディオスは気付いていた。

　母校が破壊され、ガルフネーデに関する理解できない行動の痕こん跡せきを目まの当たりにしたことを思うと、無理もない。

「おやおやぁ？　推薦状を入手したっていうのにー、浮うかない顔をしているね？　もっとらきらき☆　で、はぴはぴ☆　な笑え顔がおがお姉さんは見たいにゃー」

　陶とう器きが鳴るような声で紡つむがれたゆるゆるなセリフを受け、ディオスたちは振り返る。

　大きな帽ぼう子しを被かぶり、一いつ瞬しゆん下着かと思ってしまうほど際どい格好をした女性が、にこにこと微笑ほほえみながら立っていた。

「あ、チェルちぇるだ」

「チェルメスクさん……」

　ルヴィとディオスに名を呼ばれた女性は、「はーい。チェルちぇるですよー」と陽気に彼らに近付いた。

　彼女が全身に着けている色とりどりのアクセサリーが、歩く度たびにジャラジャラと音を立てる。

　すれ違う人たちは彼女の奇き抜ばつで大だい胆たんな格好に視線を奪うばわれているが、チェルメスクはそんな好奇の視線を気にする様子はまったくない。

「あ、もしかしてぇ、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』のことでも考えてたのかにゃー？」

「ええ、まぁ……」

「ズバリ的中☆　結局、ここの事前大会モナーフエスには現れなかったねえー……。いつ現れてもいいように準備万ばん端たんだったのに……。かき集めた魔法使いたちも拍ひよう子し抜ぬけしてたにゃー」

　チェルメスクは腕うでを組み、小さく息を吐く。

　真ま面じ目めな顔で真しん剣けんな話をしているが、特とく徴ちよう的な語ご尾びのせいでまったく真面目に聞こえない。

「あ、でも勘かん違ちがいしないでねー？　別にがっかりしているわけじゃないにゃー。何もなかったことは素す直なおに喜ばしいことだよ。みんなはっぴっぴ☆」

「はい。それはちゃんとわかっているので大だい丈じよう夫ぶです」

「でも『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』が何も仕し掛かけてこなかったというのは、純じゆん粋すいに気になりますね。ここの闘とう技ぎ場も古くから存在する、神に関する施設であることに間違いないのですが」

　神しん妙みような面おも持もちで呟くコーシカに、皆みんなは無言のまま小さく頷く。

　聖ジェフス学院を派手に壊こわしたばかりということもあり、勢いづいてやって来るものだと思っていたのだが。
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「何かあったのかな？」

「やはり人手不足なのですかねえ？」

　ディオスの体にくっついたまま、顔を見合わせる神しん獣じゆうたち。

「ま、今は考えても仕方がないにゃー。今日のところはうちに戻もどってパーッとお祝いをしよー☆　二人とも疲れているでしょ？　お姉さんが家まで引っ張ってあげるにゃー」

　チェルメスクはそう言うと、強ごう引いんにディオスとコーシカの手を握にぎった。

「わわっ!?　チェルメスクさん!?」

「だ、大丈夫です！　一人で歩けます！」

「ふふっ。聞こえにゃーい」

　二人の抗こう議ぎを無視して、そのまま歩き出すチェルメスク。

「ええっ!?　ボクだけ仲間はずれ？」

「今日の主役は彼らだしー。ファルルはまた明日ねー」

「むー……確かにそうだね……。わかったよ」

　陽気に振り返ってウインクするチェルメスク。彼女の後に、ファルルは素直に付いていくのだった。




　数日前『ニ・ホティア』に到とう着ちやくしたディオスたちは、真っ先に市長の許もとへ訪おとずれていた。

　それには明確な理由があった。

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』のテロ対策の申し入れである。

　トルバ・マディナとバハル・シエロ。

　事前大会モナーフエスが行われた場所に、かのテロ組織は確実に現れてきた。

　もっともバハル・シエロの時の狙いはレイナだったようだが、目的が何であれ、姿を現したことに変わりはない。

　というわけで、ニ・ホティアでも何かしら仕掛けてくるはずだと、ディオスたちは考えたのだ。

　面会の予約もなく、いきなりの訪問だったにも拘かかわらず、市長はディオスたちを快く受け入れてくれた。

　どうやら『男の神サ獣マ使ナいーがテロ組織から皆を救った』というトルバ・マディナでの一件は、この遠く離はなれた地にも既に大きく伝わっていたらしい。

「先の事前大会モナーフエスのことを受けて、既に対策は取ってある。だが君たちの助言を得ることで、よりテロ対策に穴がなくなるだろう」

　ディオスたちの申し入れを聞いたニ・ホティアの市長フェオダール。

　その彼の隣となりで話を聞いていたのが、チェルメスクである。

　彼女はフェオダールの一人ひとり娘むすめであり、魔法使いでもあった。

　ディオスと神獣たちに、すっかり興味を奪われたチェルメスク。

　人ひと懐なつこく明るい性格、そして特徴的な語尾で会話をする彼女はすんなりと彼らと打ち解け（特に神獣たちと）、以降ディオスたちの試合を応おう援えんすることになったのだった。




　チェルメスクの家──市長フェオダールの屋や敷しきに戻った一行。

　部屋の中で、フェオダールは腕を組んで座っていた。

　そしてディオスたちから事前大会モナーフエスで何も起きなかったことを聞くと、フェオダールの眉み間けんには深い皺しわが刻まれた。

「この事前大会モナーフエスでも、必ず何か仕掛けてくると思っていたのだがな……」

　整った口ひげを撫なでながらフェオダールは呟つぶやく。

　ニ・ホティアは、別名『魔法使いの街』とも呼ばれている。

　魔法使い用の武具や道具が豊富に取り揃そろえられており、魔法教室の数も、他の街の比ではない。

　聖ジェフス学院は神サ獣マ使ナいーを育成する学校だったが、ニ・ホティアは街全体で魔法使いの育成をしているようなものである。

　魔法使いたちにとって、ここは聖地なのだ。

　その多くの魔法使いたちを、利用しない手はない。

　フェオダールは事前大会モナーフエスに参加しない街中の魔法使いたちを集め、闘技場や街全体に配備してテロを警けい戒かいしていた。

　その厳戒態勢も、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが現れないまま解かれることになってしまった。

「とはいえ、まだ街には多くの観光客や挑戦者ヴアンデラーたちが滞たい在ざいしている。人数は減るだろうが、引き続き警戒態勢は持続しよう」

「はい。よろしくお願いします」

　フェオダールに頭を下げてから、ディオスたちは部屋を後にした。




　チェルメスクが言っていた通り、別室では豪ごう華かな食事が用意されていた。

　フェオダールはディオスたちを案内した後、「私はまだやることがある。皆でゆっくりと食べなさい」と早々に部屋から立ち去る。

　そういうわけで、部屋にはチェルメスクとディオスたちだけになった。

「わあ……！」

　白いテーブルクロスが敷しかれた長テーブルには、既すでにたくさんの料理が用意されていた。

　神獣たちはディオスの体から下り、人間形態になってテーブルの周囲に集まる。

　コーシカの頭から飛び下りたアガートも人間形態になり、目を星のように輝かがやかせていた。

「す、すごく美お味いしそうです……。こ、これ、全部食べてもいいのですか？」

「もっちろんろん☆　厨ちゆう房ぼうの人たちもはりきって作ってたみたいだから、その方が喜ぶと思うにゃー」

　チェルメスクの返事を聞いたアガートは、垂れてきた涎よだれを慌あわてて啜すすった。

「それじゃあみんな、好きな場所に座って座って。遠えん慮りよなく食べてねー」

「はーい」

　チェルメスクが笑顔で言うと、全員すぐに着席するのだった。




　赤身肉のソースがけにビーフシチュー、白身魚のマリネにチキンドリアに青野菜のサラダ、等々──。

　テーブルの上にどっさりと用意されていた料理は、みるみるうちに姿を消していく。

　特にアガートの周辺に置かれた料理の減り方は凄すさまじく、彼女の豪快な食べっぷりを目の当たりにしたチェルメスクは、ひたすら目を点にしていた。

　ディオスや神獣たちも高級な食材が使用された料理の数々に、終始舌した鼓つづみを打っていた。

「いやあ……さすが、市長さんの所の料理は庶しよ民みんの味とは違ちがうねー」

　と、ファルルもご機き嫌げんだ。

　腹八分目で、皆がほどよく満足した頃ころ。

　チェルメスクは突とつ然ぜん「さて！」と手を鳴らした。

「突然だけどしっつもーん☆　みんなのこの後の予定はー？　いつまでこの街に滞在する予定なのかにゃー？」

「いや、予定は特に決めていないです。次の事前大会モナーフエスまでまだまだ余よ裕ゆうはありますし」

　ディオスはコーシカとファルルの顔を見るが、二人ともディオスと同じ考えだったらしく、特に何も言う気配はない。

「だったら、あと一週間はここにいるのはどうかにゃー。事前大会モナーフエスとは別に、楽しい催もよおしものがあるんだよー」

「楽しい催しもの？」

「うん、『花のフロル・祭典フエステイバル』っていうんだ。とっても刺し激げき的で可愛かわいくて華はなやかで、とにかくもう、最ッ高にはぴはぴ☆　な催しものだよー！」

　チェルメスクは拳こぶしを握り、目を爛らん々らんと輝かせる。

「はいはーい、興奮しているチェルちぇるにしつもーん。それって具体的にどういうやつなの？」

　ルヴィが興きよう味み津しん々しんに挙手をする。

　チェルメスクはルヴィをビシッと指さしてから、一呼吸置いて。

「ずばり、アイドルコンテストだにゃー！」

「……アイドル……」

「……コンテスト？」

　皆みな一様に頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、首を捻ひねった。

「あ、あれっ……？　何でそんなに薄うすい反応なのかにゃー……？」

「いや、だって……」

「どういうものか想像できないっていうか──」

「そもそも、アイドルって何？」

　コーシカとファルル、そしてディオスと、連続でつれない反応を返されたチェルメスクは「くぅっ……」と悔くやしそうに目を伏ふせた。

「うにゅにゅ……。やっぱり歴史が浅いから、ニ・ホティアの外にはまだ全然知れ渡わたっていないのかぁ……知名度が低くて悔しいんだにゃー……。これはもっと広報に力を入れないと。みんな、ニ・ホティアの魅み力りよくは事前大会モナーフエスだけじゃないんだよお？」

「はあ…………」

　とは言われたものの、知らないものは知らないので生返事にならざるをえない。

「どうやらバハル・シエロの劇場みたいな存在のようですね……」

　件くだんの俳優に関しては苦い経験があるので、コーシカは思わず難しい顔になる。

「そんなみんなに説明だ☆　まずアイドルっていうのは──うーん何て言えばいいかな？　歌って踊おどれる、可愛い女の子や格好良い男の人のこと、かにゃー」

「踊り子さんですか？」

「近いけどちょっと違うよ。踊り子は伴ばん奏そう者の演奏や別の人間の歌に合わせて踊るけど、アイドルは自分が歌ったり踊るんだにゃー」

「難易度が高そうだな……」

「まあ、踊りは激しいものは少ないけどね。で、そのアイドルたちが最高のパフォーマンスをするのが、ここの花のフロル・祭典フエステイバルってわけなんだにゃー」

「へえ。そう聞くと楽しみになってきました」

　エメロードがうふふ、と妖あやしく笑うが、あえて皆みんなは触ふれないことにした。

「その花のフロル・祭典フエステイバルに、実は私も参加しているんだにゃー」

「えっ!?　つまりチェルメスクさんもアイドルなんですか？」

「そういうことだにゃー。私の喋しやべり方も、第一回のコンテストで優勝した伝説のアイドル、マジョリカちゃんを模したものなんだよ？　本当に可愛くて素す敵てきだったんだにゃー……。私の永遠の憧あこがれなんだにゃ……」

　うっとりとするチェルメスク。心なしか頰ほおが緩ゆるんでいる。

「あ、その変──ごほんごほん、特とく徴ちよう的すぎる語ご尾びには、モデルになった人がちゃんといたんですね……」

　いつ聞こうかと密ひそかに思っていたことが、思わぬタイミングで答えが判明した。

　猫ねこの真ま似ねをしていたわけではなかったらしい。

「そうだにゃー。私が十四歳の時──第一回の優勝者、マジョリカちゃんが街中で歌っているのを見かけた時に、私は花のフロル・祭典フエステイバルを思い付いたんだにゃー……。こんなに素敵な子がいることを、もっとみんなにも知ってもらいたいなって……。で、考えた結果が花のフロル・祭典フエステイバルという大会だったんだぁ。おかげでマジョリカちゃん以外にも、素敵な子たちが集まってくれたのは幸運だったけどね。本当にハピらき☆　だったよ」

「え？　チェルメスクさんが考えた大会なのですか？」

　彼女の意外な発言に、思わずディオスは声を上げていた。

　わずか十四歳でそのような大会を立ち上げてしまうあたり、やはり市長の娘だけあるなと素直に感心する。

　格好と喋り方は奇き抜ばつだが、人は見かけによらないものだ。

「えへへ。驚おどろいた？　そ・し・て！　ここからが本題だにゃー。みんなには私のバックダンサーとして、一いつ緒しよに花のフロル・祭典フエステイバルに出場してほしいんだぁ！」

　部屋の中がしん、と静まり返る。

　全員が疑問符を頭の上に浮かべながら、チェルメスクを注視していた。

「チェルメスクさん……。今、何と？」

「ん、聞こえなかった？　私のバックダンサーとして、一緒に花のフロル・祭典フエステイバルに出場してほしいって言ったんだにゃー」

「…………」

　突然すぎる要望に、全員が言葉を失う。

「事前大会モナーフエスを見ていて思ったの。神しん獣じゆうたちの人間形態、正直かなりレベルが高いなぁって。花のフロル・祭典フエステイバルでも目立つこと間違いなし、なんだにゃー」

「レベルが高い？」

「綺き麗れいで可愛いってことだよー」

　すかさず直球で返され、レイナは「なっ──!?」と顔を赤くする。

「えっへへ。そうハッキリと言われちゃうと照れるし？」

「…………嬉うれしい……」

「あらあら。それは私も含ふくめていただいているのでしょうか」

「もちろん、エメロードもだよー。そして、君たちも」

「ええっ!?　わ、私ですか!?」

「ふえっ!?　ボクも!?」

　チェルメスクの視線を受け、コーシカとファルルは同時に狼ろう狽ばいする。

「アガートもねー」

　さらに付け加えるチェルメスクに、いつもは無反応のアガートも「にゅっ!?」と尻尾しつぽを立てて声を上げた。

「でも、私たちは歌も踊りもやったことがない素人しろうとです。いきなりそのようなコンテストに出場するなんて……」

「ん。素人なのは気にしなくて大だい丈じよう夫ぶじょぶ☆　毎年そういう飛び入り参加の子もたくさんいるし問題ないない。それに本番までは一週間あるから、その間に私がちゃんと教えてあげるよー」

「うーん……。そこまでしなくても、チェルメスクだけで出た方が良い成績を残せそうな気がするんだけど」

　レイナがそう言った直後、チェルメスクの顔が曇くもった。

「確かにそうかもしれない……。でも、去年までとは別のパフォーマンスをしないと、上位までいくのは厳しいかなぁと思ってるんだぁ……。実は今回の大会、絶対に負けられない人がいて……」

　そこでチェルメスクの言葉が途と切ぎれる。

「負けられない人ですか？」

　尋たずねるコーシカに、チェルメスクはさらに声のトーンを落とした。

「私の従妹いとこなんだけどね……」

「従妹さんもアイドルなのですか？」

「いや、彼女はアイドルじゃなくてプロデューサーなんだけど……。セルセダっていう、隣となり町まちヴルカーテルの市長の娘むすめでねー。あることを賭かけて、今回の大会で勝負することになっちゃったんだにゃー……」

「あること？」

「セルセダがプロデュースするアイドルに私が負けたら、次回から花のフロル・祭典フエステイバルの会場をヴルカーテルに移すっていう……」

「え？　でも花のフロル・祭典フエステイバルって、チェルメスクさんが発案したものなんだよね？　何でそんなことが許されちゃうの？」

　ファルルが疑問だらけの顔で言うと、チェルメスクは小さく苦く笑しようした。

「街の経済状じよう況きようとか、以前から親族間で色々とあってね……。しかもパパは私がアイドルをやっていることを快く思っていなくて、今回の会場移転を賭けた勝負の話にも、二つ返事で許可を出しちゃったみたいなんだにゃー……」

　肩かたを落とすチェルメスク。

　割と酷ひどい話だと思うのだが、田舎いなか出身のただの庶民であるディオスが、安易に口出しできる話でもない。しばらくの間、微び妙みような沈ちん黙もくが部屋に渡る。

「ええと……。それでお前らはどうするんだ？　花のフロル・祭典フエステイバルに出場する気なのか？」

　気まずい沈黙を破るかのようにディオスが神獣たちに尋ねると、彼女たちは当然とばかりに首を縦に振ふった。

「だって、チェルちぇるがバリ困ってんじゃん？」

「事前大会モナーフエスを応おう援えんしてくれたし、食事もご馳ち走そうになっちゃったしね。多くの人の前で踊るなんて正直に言うとちょっと恥はずかしいけれど、このまま放ほうってはおけないよ」

「……それに……何か……楽しそうだし……」

「うふふ。右に同じくです」

　神獣たちの後に、鼻息荒あらくコーシカも続く。

「いくら街のためとはいえ、チェルメスクさんが一から築き上げてきたものを横取りしようなんて、私はそのことが許せません！　ここは何としてでも花のフロル・祭典フエステイバルを死守するべきです！」

「わ、私も、コーシカが一緒なら、その……が、頑がん張ばります……」

「ふふっ。ディー君、もうみんなの心は決まっているみたいだよ？」

「そうみたいだな」

　頭を搔かきながら苦笑するディオス。

　確かに彼女たちの言う通り、困っているチェルメスクを目の前にして放っておくことはできない。身分は違ちがえど、既すでにこうして知り合ってしまったのだから。

「みんなありがとにゃー。ちなみに、今回の大会はスリアンヴォスの運営と手を組んだ特別編だよ。きっと例年より多くの参加者が集まるに違いないんだにゃー」

「えっ、スリアンヴォスと……？」

　意外な名めい称しようが出てきたので、皆は目を丸くする。

「そう。なんと今年は花のフロル・祭典フエステイバルで上位入賞すると、スリアンヴォスの参加に必要な推すい薦せん状じようを一枚獲かく得とくできちゃうんだにゃー！」

「何だって!?」

　ディオスは思わず身を乗り出す。

「お、食い気味だねディオス君？　いやあ、この条件を付けるまで本ッ当に大変だったんだよー。なにせ、あのスリアンヴォスだからね？　でもどうやら以前から、推薦状の獲得機会を増やしてほしいっていう要望は多数あったみたいなんだよね。特に女性からー。今回はその実験として、花のフロル・祭典フエステイバルを選んでもらったみたいなんだぁ」

「でも話を聞く限り、花のフロル・祭典フエステイバルは武ぶ闘とう大会じゃないですよね？　どういう基準で選ばれたんだろう」

「確かにアイドルの大会だけど、性別も年ねん齢れいも制限はないんだにゃー。極きよく端たんな話、観客を魅み了りようさせるパフォーマンスができればいいわけで☆　歌える子と組んじゃえば、その後ろで剣けん士しが演えん舞ぶをしてもいいし、魔ま物もの使つかいがサーカスみたいに魔物を操あやつってみせるのもありなんだにゃー」

「そう聞くと、結構何でもありなんだな……」

「とにかく、これで花のフロル・祭典フエステイバルは、ガルフネーデ様に認められた大会といっても差し支つかえないわけだにゃー。アイドルの知名度も爆ばく発はつ的に広がると思うと、とってもワクワク☆　なんだにゃ」

「……チェルメスクさん、そういうことはもっと早く言ってくださいよ。俺にできることなら何でも協力します！」

「さっきまで大して興味なさそうだったのに、ディオっちの変わり身の早さな……？」

　神獣たちには少し呆あきれられてしまったが、推薦状が一枚貰えるという話なら当然無視することなどできない。

　スリアンヴォスの出場に必要な推薦状は四枚。

　そして、期間中に事前大会モナーフエスが開かい催さいされるのは四回。

　即すなわち、一度でも獲得を逃のがしたら、次のチャンスは十年後になってしまうというわけだ。

　ディオスは神獣たちの力を疑っているわけではない。

　だが、ここで一枚獲得しておけば、後の心理的負担も大おお幅はばに減らすことができる。要は保険だ。

「スリアンヴォスと紐ひも付つかせた大会ですか……。そのような大変な下準備があったとなると、ますますこの大会を他の街に渡わたすことは憚はばかられますね。とにかく私たちは、チェルメスクさんのお手伝いをいたします」

「ううっ、コーシカもみんなもありがとうにゃー……」

　チェルメスクは瞳ひとみを潤うるませながら、一人一人に握あく手しゆをして回る。

「正統派美少女に綺麗なお姉さんに可愛かわいい妹系──。うん、改めて見ても最強の布ふ陣じん☆　このメンバーなら上位入賞どころか優勝まで狙ねらえそうだねー。いや、みんなをスカウトしたアイドルとして、絶対に優勝に導いてみせるにゃ……！」

　熱い口調で拳こぶしを握にぎるチェルメスク。もうすっかり元気を取り戻もどしたようだ。

「んで、素そ朴ぼくな疑問なんだけど、こんなに大人数で出ても問題ないの？」

　ふとファルルが尋ねる。アイドルの適正人数など知らないが、確かに大所帯な気がする。

「うん、何人でも大丈夫。過去には最高、四十八人のグループもいたくらいだし」

「それはさすがに多すぎない!?」

「まぁ、パフォーマンスの時はちょっと窮きゆう屈くつそうだったけど……。舞台の広さも無限ではにゃいし。でも人数が多いと、パフォーマンスの幅はばが広がるんだよねー。私も一度、グループでやってみたいと思っていたから、今から楽しみだにゃー」

「ちなみに、優勝すると何か貰えるのですか？」

　とはエメロード。確かに、そこも密ひそかに気になる部分である。

　推薦状は上位入賞者が貰えるらしいが、優勝者には他ほかにも特別な物が貰えるのだろうか。

「んふふ、賞金と豪ごう華か景品が貰えるよー」

「具体的には？」

「賞金は三十万。景品は毎年変わってるね。今年は大会の運営委員が、最近遺い跡せきから発はつ掘くつされた神器を入手したみたいだにゃー」

「なっ──!?」

「景品に神器ですか!?」

　これにことさら反応したのは、ディオスとコーシカだった。

　神器とは、文字通り神の力を宿した道具のことである。

　武器のように戦闘に使うものから、日用品の延長線にあたるものまで、種類は様々だ。

　ディオスがトルバ・マディナで『神サ獣マ使ナいー』の判定を受けたのも、この神器によってだった。

　神の力を宿した道具──。

　当然世に多く存在している物ではなく、物によっては億の値段が付くこともあるという。

「でも、既にその神器には力がないらしいけどねー」

「あぁ……」

「まあ、そんなところでしょうね。景品に本物の神器が貰える催もよおしものなんて、どこかの国の王族が主しゆ催さいでもしないと無理でしょう……」

　途と端たんにテンションが下がるディオスたち。

　冷静に考えて、億万長者になれる話がそうそうあるはずがない。

「でもさ、力はなくても『神器』ってだけで高く売れそうだよね？」

「どこかの国の研究機関や博物館、個人のコレクター等々、欲ほつしている人はごまんといるでしょうね」

「うわあ……。ねえディー君、大金を入手したらどうしよう？　ディー君の家の建て替かえとかやっちゃう？」

「うーん、確かにうちの道場もボロいところが目立ってきているしなあ」

「だよね。ボクの家もバハル・シエロみたいなお洒落しやれな感じにしたいな！」

「私は世界中の美お味いしい食べ物を、まんぷくちゃんと食べ歩きたいですねー……」

「にゅ……」

「ふふっ。みんな楽しそうだけど、そういうことは優勝してから考えた方がいいにゃー」

「ごもっともです……」

　取らぬ狸たぬきの何とやら。チェルメスクに言われ、三人は思わず苦笑いを洩もらす。

　ともあれ、花のフロル・祭典フエステイバルに出場する理由がまた一つ増えたということだ。

　話を聞いた限り今回ディオスにできることは何もない気がするが、それはそれ。気持ちの問題だ。

「というわけで、早さつ速そくみんなには特製ドリンクを飲んでもらうにゃー」

　パン、とチェルメスクが手を鳴らすと、大きなボトルを手にした中年男性が颯さつ爽そうと現れた。

　シェフの格好をしたその中年男性は、皆みんなのグラスにボトルの中身を注ついでいく。そして注ぎ終わると、無言のまままた颯爽と去っていった。

　この屋や敷しきに長年仕えているのだろう。慣れている。

「あの、これは……？」

　グラスに注がれたのは、限りなく白に近い色をした液体。ほんのりとピンクに色付いているが、照明の具合によってはその色付きに気付かないだろう。

「様々な種類のベリーをふんだんに使ったドリンクだにゃー。体の内側からキレイになれる、アイドル御ご用よう達たしの飲み物なんだよ。これから毎日飲もうね☆」

「俺にも用意されたんだけど、俺も飲むの？」

「一人だけ仲間はずれにするのもなんだし、ついでなんだにゃー」

「お気き遣づかいどうもです……」

「うふふ。ご主人様も一いつ緒しよにキレイになりましょう」

「いや、それはどう頑張っても無理だと思う……」

「そうですか？　女装でもして確かめてみます？　意外とイケてるかもしれませんよ？」

「絶対やらない」

　エメロードをあしらいつつ、ディオスは早速グラスに口をつける。

　意外と粘ねん度どがあって口の中に入れた瞬しゆん間かんは驚おどろいたが、味はかなりサッパリとしていて飲みやすい。

　……というのはディオスの感想だが、神獣たちは一口飲んだ瞬間、一いつ斉せいに押し黙だまってしまった。

　ディオスとコーシカはすぐに異変に気付いたが、チェルメスクの手前、何も聞くことができない。

　人間にはとても美味だが、神獣にはあまり馴な染じみのない味──身も蓋ふたもない言い方をすると『マズい』ものだったのでは──という考えが、瞬時に二人の中に浮うかんだからだ。

　せっかく用意をしてくれたチェルメスクの前でそれを堂々と言葉に出してしまうのは、さすがに失礼すぎる。

　だが、このまま放置もできないわけで。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ちょっとお腹なかが苦しくなったか？　さすがに食べ過ぎたもんな……？」

　心配する素そ振ぶりでディオスがまず話しかけたのは、隣となりに座っていたアガートだ。

　食べ物に目がない彼女なら、ディオスたちの考えていることを察して不用意なことは口にしないはず──と咄とつ嗟さに判断してのことだった。

「…………」

　しかし、アガートからの返事がない。

　彼女はディオスの顔をジッと見つめている。

「……どうした？」

　食いしん坊ぼうの化け身しんである彼女の体が受け付けないほど、よっぽど美味しくなかったのだろうか……と考えたその時。

　アガートの豊満な胸が、ふにっとディオスの腕うでに押し当てられた。アガートがいきなりディオスの腕に絡からみ付いてきたのだ。

「………………え？」

　突とつ然ぜんのことに、部屋の空気が凍こおる。

「あぁっ…………」

　あまりにもショッキングな光景だったのか、コーシカは白目を剝むいて卒そつ倒とうしてしまった。

「うわあッ!?　大丈夫コーシカちゃん!?」

　ファルルが慌あわてて介かい抱ほうに向かう。

　しかしアガートはコーシカを気にする素振りも見せず、上気した顔で熱い視線をディオスに注ぎ続けてくる。

「アガート……？」

　混乱しながらもディオスは彼女の名を呼ぶ。しかしアガートは嬉うれしそうに微笑ほほえむばかり。

　明らかに様子がおかしい。

　人間形態になると極きよく端たんに気弱になる彼女が、いきなりこんなことをしてくるなど普ふ通つうではない。しかも、強い絆きずなを結んでいるコーシカの目の前で。

「あれあれ？　神獣ちゃんたち、突然どうしたのー？」

　チェルメスクの声に振り返ると、ディオスの神獣たちも彼の周囲に集まっていた。

　──いつの間に。

　これはもしかしなくても、嫉しつ妬としているのだろうか。

　ディオスの背中に冷ひや汗あせが流れる。

「お、お前ら落ち着け？　どうもアガートの様子が変だ。だから今のは──はぐっ!?」

　言い終える前に、神獣たちが一斉にディオスの体に飛びついてきた。

「……ズルい……。……私も……お兄ちゃんに……ぎゅーする……」

「そんなの、ルヴィだってしたいし！」

「うふふ。ご主人様。うふふ」

「わ、私は別にしたくないもんっ。でも、ディオスがしたいんだったら、その、してあげなくもないわよ……？」

　神獣たちの柔やわらかい体が、次々とディオスにのしかかる。

「いや、突然どうしたんだお前ら!?　マリンやエメロードはともかく、ルヴィとレイナまで!?」

　振り払はらおうとしても、さすがに神獣四人の力には敵かなわない。

　さらに、静かだったアガートまでがそのもみくちゃに加わってしまった。

「あっ、あの、ディオスさん……。わ、私も……」

「アガート!?　俺はお前の主人じゃない！　というかお前ら、本当にいきなりどうしたんだ!?　やめろって！」

　ディオスは神獣たちの体に揉もまれながら、椅い子すごとひっくり返ってしまう。

「……お兄ちゃん……私……たくさん濡ぬれてきた……。共鳴術テグヴエルト……しよ……？」

「いや、こんなところでできるわけないだろ!?」

「ディオっち……。ルヴィ、体の奥の方がとても熱いよ……」

「うん、俺も熱い！　ていうか火傷やけどする！　離はなれて!?」

「うふふ……。ご主人様の困った顔、とても興奮いたします……」

「床ゆかに俺を縫ぬい付けるな！　蔦つたをしまえ!?」

「うう……し、仕方ないわね。ディオスがどうしてもって言うのなら、もっと私の大事なところ、さ、触さわらせてあげるんだから……！」

「俺は何も言ってないーッ！」

　神獣たちは死体に群がるゾンビの如ごとく、ディオスの体にまとわり続けている。

　先ほどから全身に、神獣たちの柔らかい部分がグイグイと押し当てられていた。

　代わる代わる、誰だれかの胸が常に視界を塞ふさいでいる。

　暗い。仮に桃とう源げん郷きようというものがあるとすれば、きっともっと明るいはずだ。

　気持ち良いやら困こん惑わくするやら、でもちょっと嬉しいやらで、そろそろディオスの感情と頭の中も、大渋じゆう滞たいで大混乱であった。

「ほほう……。ディー君、いつもみんなとこおぉんなことをやってるんだぁ？」

「そうなんだー？」
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「ファルルもチェルメスクさんも勘かん違ちがいしないで!?　断じて違うから！」

「ま、明らかに何か変だもんねー。うーん、おっかしいなー？　特に怪あやしいものは入っていない普通のドリンクなんだけど？　しかし、なかなかに刺し激げき的な光景だよねー。お姉さんドッキドキ☆　だにゃー」

「完全に他ひ人と事ごとですねチェルメスクさん!?　というかほとんどあなたのせいなんだから助けてくださいよ！」

「んー、確かに特製ドリンクのせいっぽいけど、面おも白しろいからもうちょっと見学見学ぅ☆」

「…………」

　この自由すぎる市長の娘むすめちょっと殴なぐりたい──と、ディオスは女性に対して初めてそんなことを思ったのだった。いや、実行するつもりは当然ないのだが。

「う……うーん……」

「あ、コーシカちゃんが目覚めた」

　コーシカはファルルに支えられ、頭を押さえながら起き上がる。しかし目の前で繰くり広げられている光景を目にした瞬間、今度は血相を変えて勢いよく立ち上がった。

「私のまんぷくちゃんに何てことをしているんですかああああああッ!?　即そつ刻こく離れてくださいいいいいいッ！」

「逆！　逆だから！　どう見ても俺が一方的に襲おそわれてるだけだよね!?　というか助けてくれ！」

「うわああああああん！　まんぷくちゃああああん！」

　コーシカは号ごう泣きゆうしながら、ディオスに密着していたアガートをバリバリと引きはがす。

　最初は虚うつろな目をしていたアガートだが、急にハッとした顔でコーシカへと振り返った。

「コーシカ……？　あ、あれ？　私……？」

「ううっ……まんぷくちゃん……もう私のことが嫌いやになりましたか……？　ディオスさんがいいのですか……？」

「えっ!?　ちっ、違います！　私の一番はいつだってコーシカです！」

「ひっく……ほ、本当ですか？」

「はい、本当です！　私のご主人様はコーシカしかいません……！」

「うわあああん！　まんぷくちゃああああん！」

「ごめんなさいコーシカ……！」

　ガシッと熱い抱ほう擁ようをかわす二人。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見ていたファルルとチェルメスクの横で、ディオスを押し倒たおしていた神しん獣じゆうたちも、のそのそと立ち上がっていた。

「およよ？　あっるぇー？」

「なっ、何で私、ディオスの上に──!?」

「……お兄ちゃん……大丈夫……？」

「うふふ。記き憶おくが曖あい昧まいですが、とても楽しかった気がします。体がまだ興奮しております」

　どうやら全員、正気に戻もどったらしい。

　もみくちゃにされたディオスは、しばし寝ね転ころがったまま高い天てん井じようを眺ながめていた。

　とても疲つかれた……。

　まだ体に色々と余よ韻いんが残っているが、何とか起き上がる。

「でも、まんぷくちゃん、どうしてディオスさんにあんな……あんなことを……」

　思い出して、また涙なみだ目めになるコーシカ。

　アガートの顔色は赤と青、交こう互ごに目まぐるしく変わる。

「そっ、それは！　実は私も、よく覚えていなくて……。あのドリンクを飲んだ後、急に体が熱くなって、胸がドキドキし始めて、その……」

　皆みんなの視線は一斉にテーブルの上のグラスへ。

　様々なベリーが入っているという、あの白い特製ドリンクだ。

「もしかしてそれには、神獣ちゃんたちの正気を失わせる成分が含ふくまれているとか？」

　怪け訝げんな顔で、グラスに残っているドリンクを見つめるファルル。

「さっきも言ったけど、むしろ状じよう況きよう的に、それしか考えられないというか」

「実はこれに使われているベリーは、ほとんど市場に出回らない、結構珍めずらしい食材なんだにゃー。でもアイドルたちの間では、キレイになれるって人気なんだよ？」

「なるほど……。市場にほとんど出回らないほど珍しいということは、これを口にしたことがある神獣はほとんどいない、ということですか」

「つまり、ルヴィたちが最初に食べた神獣？　実験体一号的な？」

「……たぶん……」

「見る限り毒ではないようですが、媚び薬やくに似た効果が表れてしまうようですね……。これは後でレポートをまとめて、教会に送らなければ……」

　真しん剣けんな顔で呟つぶやくコーシカ。

　神獣についての新たな情報が、いずれ追加されることだろう。これが何かの役に立つ情報なのかは知らないが。

「神獣にとっては媚薬ですか。うふふ、それは興奮いたしますね。ではもう一口──」

「わかっているのにお前に飲ませる俺じゃないからな!?　残りは全部俺が飲むッ」

「えー」

　がっかりするエメロードを無視して、ディオスは凄すごい勢いでドリンクを喉のどに流しこんでいく。

「あっ、ディー君ズルい。ボクにもちょうだい！」

　ファルルもドリンクの処理に加わるのだった。




　ようやく平へい穏おんが訪おとずれた部屋の中。

　件くだんのドリンクを飲み過ぎたせいで苦しくなった腹をさすりながら、ディオスは椅子に背を預けていた。

　皆は他愛たわいない雑談に花を咲さかせている。

　頃ころ合あいを見計らい、チェルメスクが「さて」と切り出した。

「明日からみんなにはダンスの練習してもらうわけだけど──」

　改めてかしこまったチェルメスクに、皆の注目が集まったその時。

「食事は終わったかな？」

　突とつ然ぜん部屋に現れたのは、チェルメスクの父親、フェオダールだった。

「パパ!?」

　不意打ちの登場に、チェルメスクは大きな声を上げる。

「は、はい。とても美お味いしかったです。ご馳ち走そうさまでした」

　ディオスたちが緊きん張ちよう気味に深く頭を下げると、フェオダールは「それは良かった」と満足そうに微笑ほほえんだ。

「……いきなり何の用なのー……？」

　チェルメスクが問うと、フェオダールの顔は途と端たんに曇くもった。

「お前のことだから、皆みなさんを強ごう引いんに花のフロル・祭典フエステイバルに誘さそっているのではないかと思ってな」

「うっ──」

　まさにその通りなだけに、チェルメスクは何も言い返せない。

　そしてディオスたちは、彼女が言っていたあることを思い出していた。

　チェルメスクがアイドルをやっていることを、フェオダールは快く思っていない──と。

　フェオダールは小さくため息を吐ついてから、真剣な面持ちでチェルメスクを見み据すえた。

「以前から言っていたはずだ。そろそろお前にも任せたい仕事があると」

「そ、それは……」

「私はお前の行動を制限したいわけではない。花のフロル・祭典フエステイバルもお前の好きなようにやらせてきた。だが、そろそろ良い年ねん齢れいだ。もっと市長の娘としての自覚を持ちなさい。そして二日後から開かい催さいされる今回の市長大陸会合だが、お前にも出席してもらう」

「えっ!?　ちょ、ちょっと待って！　二日後の大陸会合って、つまり明日から出発するってこと!?」

　チェルメスクは勢いよく椅い子すから立ち上がる。

「そういうことだ。私たちが留守の間は、セルセダがいてくれる」

「セルセダ──!?」

　その名前は確か、チェルメスクの従妹いとこではなかったか──と思った直後、フェオダールの後ろから、ひょっこりと一人の少女が現れた。

　チェルメスクと同じように、大きな魔ま法ほう使つかい用の帽ぼう子しを被かぶっている。

　日が沈しずんだ直後の空を彷ほう彿ふつとさせる青色の髪かみを持つ少女は、チェルメスクを見た瞬しゆん間かん、口の端はしを上げる。

「久しぶりねチェルメスク。そういうことだから、今回の勝負の話もなしってことになるわね」

「えっ──？　それってつまり──」

「花のフロル・祭典フエステイバルは、来年からは無条件で我が町ヴルカーテルで行う、ってこと。そうですよね、伯お父じ様？」

「……私に異論はない」

「そんな……！」

　思わず立ち上がるチェルメスク。ディオスたちも知らず息を吞のんでいた。

「だってこの場合、不戦敗ってことでしょ？」

　セルセダは表情を変えることなく、涼すずしい顔で言い放つ。

　チェルメスクはワナワナと両手を震ふるわせていたが、やがてセルセダをキッと睨にらみ、彼女に指を突つき出した。

「勝負は終わってないんだにゃ！　ここにいるみんなが、私の代わりにあなたと勝負するんだから！」

「何ですって？」

　目を丸くするセルセダ。フェオダールの眉まゆもピクリと動く。

　ディオスたちは無言のままセルセダを見据えた。

　勝手に代役として指名されてしまったが、断る心境にはなれなかった。さすがにこのやり方は、傍はたから見ていた彼らにとっても気持ちの良いものではなかったからだ。

　セルセダはしばらくディオスたちの顔を見回していたが、やがて小さく笑った。

「……ふん、いいでしょう。どちらにせよ私のプロデュースするアイドルが優勝するに決まっています。今日のところは失礼するわ。行きましょう伯父様」

「そういうことだ。出発は明日の昼。チェルメスク、すぐに用意をしておきなさい。……ディオス君たち、すまないね。チェルメスクの言うことは鵜う吞のみにしなくていい」

　セルセダとフェオダールは、共に踵きびすを返し部屋を後にする。

　二人が出て行った扉とびらをしばらく眺めた後、チェルメスクは両りよう腕うでを突き上げて絶ぜつ叫きようする。

「んにゃー！　ムカムカするんだにゃー！」

「チェルメスクさん……」

　ディオスたちに振ふり返ったチェルメスクは、途と端たん沈しずんだ顔になる。

「あー……。つい熱くなって勝手なことを……。ごめんにゃー……」

「いえ。推すい薦せん状じようを獲かく得とくするついでです。この際、チェルメスクさんが不在でもとことんやってみせます」

「ううっ……。感動でウルウルするにゃ……。よし、絶ッ対に花のフロル・祭典フエステイバルはセルセダに渡わたさないんもん！　みんな、作戦会議に移るにゃ！」

「おう！」

　皆は威い勢せい良よく返事をするのだった。




　早さつ速そく一行は、チェルメスクの私室へ移動していた。

　一人部屋にしてはやけに広い。さすがは市長の一人ひとり娘むすめの部屋である。

　が、端はしの方にはアクセサリーや服、形の違ちがういくつもの杖つえや大小様々な小箱など、色々な物で溢あふれていた。

　部屋が広いので、一見すると片付いているように見える。しかしよく見ると、端の方に雑に寄せているだけであった。

　部屋の中央にある白いテーブルと椅子は随ずい分ぶんと洗練された形をしているが、逆にそこだけ雰ふん囲い気きが浮ういている。

「チェルちぇるって、もしかしなくても……」

「……片付けが……苦手……なのかな……？」

　ルヴィとマリンが小声でやり取りをする。

　チェルメスクの要望で、神しん獣じゆうたちは部屋に入る前に人間形態になっていたのだ。

「さて、まずは……ええと……」

　ぶつぶつと呟き、チェルメスクは部屋の一角で何かを探している。

「市長さんの娘っていうから、ボクたちの生活とはかけ離はなれた部屋を想像していたのだけど──。何だかボク、急激に親近感を覚えちゃったよ」

「そういえば、ファルルの部屋もいつ行っても散らかっていたな……」

「他の人から見たらこんな感じに見えてるんだね……。ボク、家に帰ったらちゃんと部屋を掃そう除じする……」

　自分がそのように反面教師にされているとは露つゆ知しらず、チェルメスクはゴソゴソと荷物の山の中を漁あさり続けている。

　これでもない、あれでもない──としばらく独り言を繰くり返したのち、ようやくチェルメスクは「あったぁ☆」と声を上げた。

　彼女の手の中には、白くて薄うすい、正方形の水すい晶しようがあった。

　木製の土台が薄い水晶を支え、縦に立たせている。

　チェルメスクはその薄い水晶をテーブルに置いてから、皆みんなの顔を見回した。

「花のフロル・祭典フエステイバルでアイドルたちがどういうことをするのか、まずはみんなに直接見てもらうにゃ」

「今からチェルメスクさんがお手本を見せてくださるのですか？」

「それも考えたんだけどねー。まずは花のフロル・祭典フエステイバルを直接見てもらった方が早いかなと思って」

「直接？　でも、大会は一週間後なんだよね？」

「うん。とにかくみんな集まれー☆」

　疑問を顔に浮かべながらも、言われた通り全員がゾロゾロとテーブルの前に集まる。

「ちょっとこの結けつ晶しよう具ぐ、小さいから見えにくいだろうけど──」

　そう前置きしてから、チェルメスクは正方形の水晶に向けて軽く指を振る。

　何かの魔法を使ったのだろう。彼女の指先から小さな光が出て、水晶にぶつかった。

　刹せつ那な──。

　白い水晶の中に、こことは違う景色が現れた。

「これは？」

　ディオスが尋たずねると、チェルメスクは水晶を見つめたまま答える。

「この結晶具は記録媒ばい体たい。その瞬間を映像として保存することができるんだにゃ。もっとも、長時間は無理だけど」

「ということは──」

「そう。これは第一回の花のフロル・祭典フエステイバルの映像記録なんだにゃー。だからみんな要ちぇき☆　だよ」

　改めて皆は映像を注視する。

　見えるのは、白く大きなステージ。

　地上から少し高い位置に設けられたステージの周囲には、多くの観客たちがいる。

　さすがに事前大会モナーフエスほどではないが、それでも十分なほどの集まりだ。

「あ、誰だれか出てきた」

　着き飾かざった可か憐れんな少女がステージに登場した。その瞬間、観客たちがワッと大きく沸わく。

「彼女こそが第一回の優勝者、マジョリカちゃんだにゃー」

「この子が……」

　チェルメスクが花のフロル・祭典フエステイバルを作るきっかけとなった少女本人の登場に、皆はゴクリと喉のどを鳴らす。

「っちゅーか、この服チョー可愛かわいいじゃん！」

「まんぷくちゃんの服と少し系統が似ていますね」

　歓かん声せいの中、マジョリカはステージの中央まではにかみながら移動。

『こんにちはぁ☆　今日はたくさん集まってくれてありがとにゃー！』

　そしてチェルメスクと同じ口調で観客達に語りかけた。再び津つ波なみのような声せい援えんが湧わく。

　マジョリカは観客席に手を振った後は、しばらく目を閉じ、俯うつむいていた。

　次し第だいに小さくなっていく歓声。

　緊きん張ちよう感かんが漂ただよい始め、静せい寂じやくが三秒ほど続いた後──。

　どこからともなくアップテンポな音楽が流れ始め、マジョリカは顔を上げた。

　強い意志を宿した目は、まるで別人が乗り移ったかのように見える。

　そして、彼女は口紅の乗った唇くちびるを開いた。

　観客たちの息を吞む音が聞こえた気がした。

　そしてディオスたちも、知らず息を押し殺していた。

　片手に持った拡声機能のある結晶具が、清流のように澄すんだ彼女の声をステージの端まで届ける。

　マジョリカは空いた手を複雑に動かし、足は華か麗れいなステップを踏ふんでいた。

　彼女の動きに合わせるように、黄色や青といった様々な光が、マジョリカの体を幾いく度どとなく染めては消えていく。

　彼女の体が、まるで次々と咲さき誇ほこる花のように見えた。

　いつの間にか観客たちは、彼女の歌に合わせて体を動かし、ノリに乗っている。

　そして、曲がサビに差し掛かかる直前──。

　白い花はな吹雪ふぶきが、一いつ斉せいにステージに舞まった。

　より一層、観客たちの声が大きくなる。しかしマジョリカの声は的に向かう矢のように、真っ直すぐにステージを駆かけ抜ぬけていく。

　まさに光と音の坩堝るつぼ。

　誰もがステージの雰囲気に、そして彼女の声に、強い酒を体に入れたかのように酔よいしれている。

　それは、この会場にいる者たちだけが味わえる一体感──。

　やがてマジョリカが腕を高く掲かかげると、音楽が静かに止やむ。彼女の手は、光を手中に収めた女め神がみのように固く握にぎられている。

　その彼女を、今度は雪のような儚はかない光が包み込み、消えた。

　瞬まばたきするほどの静寂の時間を置いて──。

　会場に、割れんばかりの大声援が響ひびき渡る。

　同時に観客たちは、ステージに向けて一斉に何かを投げ入れ始めた。

　映像記録はそこで終わり、ただの水晶に戻もどる。

　しん、と部屋に渡る沈ちん黙もく。

　しばしの間、誰も言葉を発することができなかった。

　たっぷり数十秒経たった後、最初に戸と惑まどいながら口を開いたのはレイナだった。

「えっと……今のが『アイドル』？」

「何ていうか……その……」

「す、凄すごかったです……」

「まさに、星のようというか……。とにかくキラキラと輝かがやいていました」

「これを、ボクたちがやるの……？」

「うん、そうだよ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫☆」

「………………」

　全員、無言になる。

　大丈夫だと言われても、今の映像を見た後では不安しか湧いてこない。

「もう、そんなに心配しないでってばぁ。マジョリカちゃんはこの後も三年連続で優勝しているんだから、凄いのは当たり前。逆に言えば、この大会で彼女以上の子はいなかったってことだにゃー」

「……ところで、チェルメスクさんはいつから出場していたのですか？」

「私はマジョリカちゃんが引退した第四回からだよー。それまではただのマジョリカちゃんの一ファンだったんだぁ☆　本当は彼女のプロデューサーもやってみたかったんだけど、好きすぎて近付けなかったんだにゃ……」

「なるほど……」

「ちなみにプロデューサーは、アイドルのスカウトをして大会まで導く人と、ステージの演出をやる人の二種類に分かれてるにゃ。アイドルが自主的にステージに立つ場合は、プロデューサーに演出を頼たのむ子が多いにゃねえ。ちなみに演出ってのは、さっき見た中では光がキラキラ☆　してたでしょ？　あれはプロデューサーの魔ま法ほうによるものなんだにゃー」

「魔法だったのか、あれ……」

　確かに市し販はんの結晶具ではあのような光を出すことは難しいだろう。実に『魔法使いの街』らしい話だ。

「あ、あの……。最後に観客の人たちが、な、何か投げていたのは？」

　オドオドしながらアガートが聞くと、チェルメスクは「あれがとても重要☆」と言葉に力をこめる。

「観客たちが投げ入れていたのは『通貨』と呼ばれる物だよー。観客たちは気に入ったアイドルに気に入った分だけ、事前に購こう入にゆうできる通貨をステージに投げるんだぁ。その通貨の数が一番多かったアイドルが、花のフロル・祭典フエステイバルの優勝者ってわけ。つまり、どれだけ観客の心を摑つかめるかが鍵かぎってことだにゃー」

「へー……そういうシステムなんだ」

「…………なるほど……」

　彼女の説明に感心の声を洩もらす神獣たち。

「要は人気投票ってことだよね。んでもそれって、初出場の人には不利じゃん？」

「そうでもないよ☆　ニ・ホティアの観客たちは、それに関しては公平でシビアなんだにゃー。歌が上う手まくても『何か物足りない』と思ったら通貨は少なくなるし、逆に歌がちょっと下手でも、それを上回る圧あつ倒とう的なパフォーマンスがあれば大量の通貨もゲットできるにゃ。皆、貪どん欲よくに新たなアイドルを求めているんだねえ」

「そういうことなら、私たちにも上位入賞のチャンスはあるってことか……」

　真しん剣けんな顔で呟つぶやくレイナ。

「そうそう。誰にでも優勝のチャンスはあるってことだから、あまり怖こわがらないでねー？　花のフロル・祭典フエステイバルに関する説明はこれで一通り終わったかにゃ？　早さつ速そくだけど、グループ名を考えないとだけど……。何か候補とかある？」

「私たちのグループの名前ですか」

「いきなり言われてもなー……」

　うーんと一斉に悩なやみ始める一行。

　例もないので、どういう名前にすれば良いのか何も浮うかんでこない。

　しばしの間、沈黙が続き──。

「うーん、まぁ、それは練習しながら考えよっか。んでは心を一つにする最初の工程として、一回気合い入れをしよー。みんな集合☆」

　チェルメスクを中心に、円形に集まる女性陣じん。

「打倒セルセダ！　花のフロル・祭典フエステイバルは渡わたさない！　優勝目指して頑がん張ばるにゃー！」

『おー！』

　腕を突つき上げ、気合い十分に声を上げる女性陣。

　ディオスは皆みんなから一歩引いたところで、その様子を見つめていた。

　別に出場したいわけではない。が、ほんのちょっぴり疎そ外がい感を抱いだいてしまったのも事実だった。

「さて、私が出場できなくなっちゃったから、ちょっと構成を考え直さないとねえ。まずは歌唱力チェック☆　それから歌パートの人とダンスパートの人に分けていくにゃ。そっちの端はしから一人ずつ歌ってみて。歌は自分が知っているものなら何でもいいよ☆」

　チェルメスクの指示通り、皆は順番に歌い始め──。




　全員の歌を聞き終えたチェルメスクは、眉み間けんに深い皺しわを刻んでいた。

　その後ろで見守っていたディオスも、似たような表情になっている。

「正直なところ、まったくの計算外だったにゃ……」

　半ば呆ぼう然ぜんと呟くチェルメスク。

「あっはは……。チェルちぇる、何かごめんネ」

「……これが……私の……精せい一いつ杯ぱい……」

「が、がんばったのよ？」

「あ、あの。わ、私はやっぱり、食べること以外は得意ではないというか、えっと……」

　ルヴィ、マリン、レイナ、そしてアガートは、居心地悪そうに体を小さくする。

　チェルメスクは「たっはー☆」とよくわからない息を口から洩らしながら頭に手を置いた。

「まさか皆が、ここまで音おん痴ちだったとは……！　これだけ人数がいるのに……！」

　そう。

　彼女たちの歌は、とても人前で披ひ露ろうできるレベルではなかったのだ。

　聴きいた者の心を限りなく不安にさせる不協和音──という感想をディオスは抱いてしまった。

「まぁ神しん獣じゆうたちは百歩譲ゆずるとして……。あなたたちまでダメだにゃんて……」

「はうう……ごめんなさい……」

「ううっ……。どうせボクは怪かい力りきだけが取り柄えの戦士ですよぅ……」

　コーシカとファルルは、二人同時にしょんぼりと肩かたを落とした。

　性格も見た目もまったく違ちがう二人の意外な共通点が発覚したわけだが、あまり喜べる要素ではない。

「でもまあ、そんな中で唯ゆい一いつの例外が──」

　チェルメスクが顔を向けたのは、エメロード。

　彼女はいつもと同じように、ニコニコと上じよう機き嫌げんな顔で佇たたずんでいる。

「エメロードが歌が上手かったなんて、ちょっと意外よね」

　レイナの言葉に、全員がウンウンと頷うなずく。

「うふふ。そんなに注目されると照れちゃいます」

　エメロードは頰ほおに手を当てて喜ぶ。

　少し興奮しているのか、背からは蔦つたが伸のびていた。

「他のみんなも、声の質は悪くないんだにゃ。レッスンをしたら矯きよう正せいできるレベルだと思うのだけど……。あと一週間しかないし、私も明日からいないことを考えると、コンテストに間に合わせるのは現実的ではないにゃー……。ということで、必然的にエメロードのソロボーカルに決定☆　他のみんなはダンスパート。この構成でいくにゃー」

「わかりました。よろしくお願いいたします、プロデューサー！」

「お？　コーシカちゃん乗り気だね？」

「チェルメスクさんをお助けするからには当然です。こうなった以上、全力で取り組みます！　人々を笑え顔がおにすることも、神サ獣マ使ナいーの使命です！」

　神サ獣マ使ナいーとしてのコーシカの真ま面じ目めさがちょっと違う方向に出てしまっているようにディオスは感じたが、まあ本人がそれで良いのなら口を挟はさむことではない。

「そうだね。推すい薦せん状じようもだけど、優勝賞品の神器もボクは気になるし」

「それに私のまんぷくちゃんの魅み力りよくを、より多くの方に知っていただける、またとないチャンスです！　事前大会モナーフエスで戦った時は違う、愛らしいまんぷくちゃんの姿を人々の目に焼き付けてさしあげます！」

　腰こしに手を当て、明後日あさつての方向を指さして力いっぱい宣言するコーシカ。

「う？　コーシカ……。そ、それはちょっと、恥はずかしい、です……」

　主人の謎なぞの意気込みに、アガートは耳と尻尾しつぽを下げて縮こまる。

　そんな二人を見て、皆は小さく笑うのだった。

「今さらだけど、レイにゃんは特に抵てい抗こうしないんだね。こういうのって凄く苦手そうだと思ってたんだケド？」

「うっ──そ、それは……。確かに苦手だけど……」

「もしかしてレイナさん。チェルメスクさんに『可愛かわいい』と言われたことが嬉うれしかったのでは？」

　エメロードが言うと、レイナは顔を赤くしてバッと振ふり返った。

「んにゃっ!?　そ、そういうわけじゃないわよ！　ただ、チェルメスクが困ってるから無視なんてできないっていうか！　それに上手くいけば推薦状も入手できるわけだし！」

「ハイハイ。そういうことにしておくね」

　皆に笑顔であしらわれ、レイナは顔を赤くしてぐぬぬと言葉を詰つまらせる。

　あながち、エメロードの言うことも間違ってはいないのかもしれない。

「それじゃあ、今日のところはこれで解散ー。明日の朝、屋や敷しきの外に集合だにゃ。それまでに私は歌の用意と、ダンスの振り付けを考えておくね☆」

「……でも……一晩で……できるものなの……？」

「確かに、チェルメスクの負担がかなり大きいよね……」

　眉まゆを寄せて呟くマリンとレイナ。皆も少し不安そうだ。

「明日から私はいないんだよー？　ここで無理だなんて言えないにゃ。必ず用意しておくから大丈夫だよ☆　だからみんな、今日はしっかりと寝ねて明日に備えてねー」

　力強く言い切るチェルメスクに、皆の顔から不安が消えていく。

　少しだらしない部分はあるけれど、この頼もしさはやはり市長の娘むすめだな──とディオスは密ひそかに感心するのだった。




　宿に帰ったディオスたちは、すぐに眠ねむりについた。

　神獣たちも共鳴術テグヴエルトを迫せまることなく、この日はおとなしくベッドに体を沈しずめるのだった。







　次の日の早朝。

　既すでに痛いほどの熱い日差しが、街全体に降り注いでいた。

　ニ・ホティアが火の街と呼ばれているのは、近くに火山があることと、気温の高さにあった。

　魔法使いたちは魔力量を上げるため、皆もれなく帽ぼう子しを被かぶっている。その帽子は、直射日光から頭を守ることにも一役買っていた。

　ここが魔法使いの街として発展したのは、ある意味必然だったのかもしれない。

　気温は高いが空気は乾かん燥そうしているので、日ひ陰かげに入って風が吹ふけば、それなりに気持ちは良い。

　一行はまだ人がまばらな街の中を歩き、チェルメスクの屋敷に到とう着ちやくした。

　そして彼女に言われた通り、屋敷の外で待つ。

　しかし約束の時間になっても、チェルメスクが出てくる気配がない。

「どうしたんだろう。振り付けを考えるのが間に合わなかったのかな……」

「とりあえず、直接呼びに行こうか──」

　とディオスが一歩踏ふみ出したその時、ようやく屋敷の扉とびらが開き、件くだんの彼女が姿を現した。

　チェルメスクは、昨日とは別人のようにげっそりとした顔をしていた。

　人間、一晩でこんなにも瘦やせこけてしまえるらしい。しかし、彼女の表情はどこか晴れやかだった。

　彼女の腕うでには書物を始め、様々な荷物が抱かかえられている。あれが昨晩の成果なのだろう。

「うー……どうにか完成したんだにゃー……」

「お疲つかれさまです、チェルメスクさん……」

「私の全すべてを注いだ色々だよー。受け取って☆」

　チェルメスクは腕に抱えていた色々な物を、ごっそりとディオスに手て渡わたす。

　そして彼女は、ディオスの顔を真っ直すぐに見つめた。

「そういえば昨日の内に伝えるのを忘れていたんだけど──。ディオス。君がプロデューサーとして、私の代わりにみんなを花のフロル・祭典フエステイバルで優勝に導くにゃー！」

「…………え？」

　突とつ然ぜんの名指しに、ディオスはしばらく目を点にして──。

「ええええええええええええええ!?」

　困こん惑わくと疑問の混ざったディオスの絶ぜつ叫きようが、ニ・ホティアの朝の空に響ひびくのだった。








二章　いざ、アイドル修しゆ業ぎよう開始ですよ？









「俺？　俺がやるんですか？　え？　本当に俺ですか？」

　チェルメスクの言葉は青天の霹へき靂れきだった。

　自分は皆みんなを陰かげながら応おう援えんするものだとばかり思っていたディオスは、激しくうろたえながらチェルメスクに詰め寄る。

「そ、そんなに大きい声を出さなくても……。私がプロデューサーとして動けないから、後はディオスに頼たのむしかないじゃんー？」

「いや、確かにそうかもしれないですが……！」

　ディオスは昨日見た映像を思い出す。とてもではないが、あのように自分がサポートできるとは思えない。というか、そもそもディオスは魔ま法ほうが使えない。あの演出の数々は、プロデューサーの魔法によるものだったはずだ。

　そんな不安を抱いだくディオスをよそに、チェルメスクは嬉き々きとして続ける。

「それに、ディオスはプロデューサーの素質の塊かたまりだよ。昨日の様子を見て確信したもん☆」

「え？　俺にそんな素質なんてあるんですか？」

「あるあるー。ありまくり☆　だってディオスを襲おそう時の神獣ちゃんたち、とってもキラキラで艶つやもあって素す敵てきだったもん。ディオスは神獣たちの美を引き出す天才なんだにゃー」

「ええええ……」

　理由を説明されても今ひとつ納なつ得とくできない。

　こちらとしては単なるハプニングだったのだが、チェルメスクの目にはそれだけで終わらぬ何かがあったらしい。

「というわけでえ、特製ドリンクをディオスたちの宿に運ぶように手配しておいたから。ちゃんと飲んでねー☆」

　まさか、これから毎日あのようにもみくちゃにされるというのか。

　素直に喜べない。むしろ心労の種が増える。

「その、ドリンクの件については今は置いといて……。本当に俺がプロデューサーで務まるんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶじょぶ☆　歌と踊おどりについてはちゃんと私もサポートするからー。そのために一晩頑がん張ばったんだよー」

「歌と踊りについてはって、その他の部分は？」

「んー……。たぶん何とかなるなる☆」

「適当すぎませんか……」

　昨日は彼女のことを「意外としっかりしている」と思ったのだが、撤てつ回かいする。

　あの散らかった部屋が象しよう徴ちようするように、かなり雑で大ざっぱだ。

「もう、ウダウダ言わないー。というわけで、はい。私の一晩の結けつ晶しようがつまった物☆」

　そう言うとチェルメスクは、豊満な胸の間からスッと紙の束を取り出した。

「どこにしまっているんですか!?」

　破は廉れん恥ち行動に敏びん感かんなコーシカが思わず反応するが、チェルメスクは悪びれもせず「私の服、ポケットがないし？　意外と便利だよー？」とサラリと流す。そして強ごう引いんにディオスの手の中に、その紙の束を滑すべり込ませてきた。

　困惑しながら、ほのかにチェルメスクの体温が残った紙を受け取る。

「これは……？」

「格好良く言うと、秘伝の書ってところかにゃー？　プロデューサーがこなすメニューを一通り書いているにゃ。あ、そうそう。ついでといっては何だけど、コンテストが終わるまでのニ・ホティアでの滞たい在ざい費用、全部私が持つにゃー」

「何ッ!?　それは本当ですか!?」

　急激にディオスの目の色が変わる。

　村を出てからトルバ・マディナ、そしてバハル・シエロを経て、この街ニ・ホティアに来たわけだが。

　事前大会モナーフエスに出る餞せん別べつとして、父親から結構な額のお金を貰もらっていたものの、そろそろ旅の資金が心こころ許もとなくなってきていたところだった。

　途と中ちゆう何度か、探し人や魔物退治の依い頼らいを受けたりして路銀を足していたのだが、それでも大金が一気に入るわけでもなく──。

　そんな状じよう況きようでこの提案は、ディオスにとって朗報でしかなかった。

「あら、予想外の食いつき方☆　あと忘れてるかもしれないけれど、優勝すると賞金と神器も貰えるにゃ？　それに加えて上位入賞者には推すい薦せん状じようだにゃー。もうやるっきゃないでしょ？」

「はい、そうですよね。確かに不安な部分はありますが、チェルメスクさんのためにも頑張ります！」

　先ほどまでのディオスからは想像できないやる気に満ちた態度に、今度は神しん獣じゆうたちが戸と惑まどっていた。

「ディオス……。そこまでお金苦しかったんだ……？」

「餌えさをちらつかせられた犬だろうが、鼻先に人ニン参ジンをぶら下げられた馬だろうが、何とでも言ってくれ。こちとら霞かすみを食って生きているわけじゃないんだよ」

「うわー……。お金は人を変えるって、本当だったんだネ……」

「うふふ。こんなご主人様も新しん鮮せんで良いですね。ゾクゾクします」

「いや、そんなふうに言われるとさすがにちょっと……。お金に少し困ってるのは事実だけど、やっぱり参加する一番の理由は俺もみんなと一いつ緒しよだから」

「おお……そろそろディオスさんにも、神サ獣マ使ナいーとしての自覚が出てきたようですね？　合格です」

「あ、ありがとう……」

　コーシカにジェスチャーで○印をもらった。ここは素直に喜んでおこう。

「やる気になってくれて嬉うれしいにゃー。あと、これの使い方なんだけど」

　チェルメスクはそう言うと、ディオスに押し付けてきた色々な物の中から、水すい晶しよう型の結晶具と杖つえを指さした。

「結晶具には、ダンスの振ふり付けを記録したよー。杖については使い方を紙に書いているから、それを読んでにゃ」

「わかりました。ありがとうございます」

「チェルメスクお嬢じよう様さまー！　どこにいらっしゃるのですかー!?　着付けのお時間でございますよー！」

　そのタイミングで、屋や敷しきの方から女性の声が聞こえてきた。

「いけない、もう行かなきゃ……。本番の日には私も戻もどってくる予定だよ。ステージに立つみんなを楽しみにしているからねー。それじゃあ頑張ってね☆」

　早口で言い終えると、チェルメスクは走って屋敷へと戻っていくのだった。

　彼女の姿を見届けた後、皆の視線がディオスに集まる。

　チェルメスクから受け取った『秘伝の書』にサッと目を通したディオスは、顔を上げると街の外を指さした。

「早さつ速そく、チェルメスクさんが考えたダンスの振り付けを練習しに行こう。他の参加者たちに見られないよう、ダンスの練習は街の外とか人がいない所を適当に見つけてやってね☆──だそうだ」

「なるなる。やっぱりこういうのは、本番でどーんと披ひ露ろうしてみんなを驚おどろかせたいもんだしね」

「……見えないようにするなら……私の水の結界……使う……？」

「それだと、マリンが練習に集中できないでしょ？」

「……確かに……」

「うふふ。ここはみんなで一緒に頑張りましょう」

「いよいよアイドル修業が始動ってわけだね。ボクも精せい一いつ杯ぱい頑張るよ！」

「あ、あの……。その前にちょっと、いいですか？」

　控ひかえめに挙手をするアガート。

「ん、どうしたアガート？」

「朝ご飯、ま、まだです……。食べたい、です……」

　アガートが言ったその瞬しゆん間かん、ぐきゅるるる、と動物の鳴き声のような音が響ひびいた。

　皆は恥はずかしそうにお腹なかを押さえる彼女を見て、「あー……」と納得の声を洩もらす。

「確かに忘れていたな……」

「動くにはまずエネルギーが必要だよディー君。ボクもお腹減った」

「あうう、まんぷくちゃん！　そんなに我が慢まんさせちゃってすみません……！　すぐに美お味いしいご飯をたくさん食べさせてあげますからね！」

「後で動くし、できればほどほどの量にしておいてくれよな……？」

　無む駄だかもしれないが、一応忠告だけはしておく。

「んじゃあ、先にご飯を食べに行こー！」

　こうしてディオスたちは、チェルメスクの屋敷から離はなれたのだった。







　近くにあった食堂で朝食を済ませた一行。

　食べ終えた後は、街の外へと移動していた。

　ニ・ホティアの街の外は、ある程度の距きよ離りまでは、魔法使いたちによる結界が張られているらしい。

　そのおかげか、魔物が街の近くまでやって来ることはほぼないという。

　とはいえ、いくら安全でも、太陽の照りつける何もない外に好んで出る人間はほとんどいない。

　そういうわけで、彼らの前には非常に寂さびしい光景が広がっていた。

「来た時も思ったけど、結構な荒こう野やだよな」

　ニ・ホティアの周囲は乾かわいた大地が広がっており、植物もほとんど生えていない。

　すぐ近くに活火山がある影えい響きようか、地からも熱が漂ただよっている。

　ところどころに自生している木はあるが、数は決して多くはなかった。

　少しでも涼すずむため、皆はその数少ない木の下に移動した。

　早速ディオスは、先ほどチェルメスクから預かった結晶具を取り出す。

「ええと、これの使い方は──」

『秘伝の書』に目を通した後、ディオスはこの上もなく顔をしかめる。

『びゅんってやればきらきらーん☆　って杖から魔ま力りよくが出てくるよ☆　結晶具にぶつけたら勝手に再生されるんじゃないかな？』

「いや、『ないかな？』って、そこは断定してほしい。適当すぎる……」

　不安が残る説明を読んだ後、ひとまず預かっていた小さな杖を持つ。

　軽く振ると、杖の先から丸い光が放たれた。

　そして光が結晶具に当たった瞬間。

　昨日と同じように、白く薄うすい水晶は、過去を映す映像機器へと姿を変えた。

「良かった……。ちゃんとできた……」

「あら、これはチェルメスクさんですね」

　小さな画面の中には、帽ぼう子しを取ったチェルメスクが立っている。

　大きな帽子を被かぶっていない彼女の姿は、かなり新鮮だ。

　背後には、あの散らかった部屋が広がっている。

　どうやら本当に昨晩の内に記録したばかりの映像らしい。

　静かに佇たたずんでいたチェルメスクだが、突とつ然ぜん『こちら』に向けて手を振った。

『はいはーい。みんな見てるかにゃー？　ダンスの振り付けを考えたから、今から私が実際に踊おどってみせるよ☆　一回目は通しで、二回目からは解説しながらいくからねぇ。ちなみにこの映像は正面から見た状態だから、実際には左右逆だよー。最後に後ろから見たバージョンも用意しておくのでそこは大だい丈じよう夫ぶ☆　個別のフォーメーションについても後で解説するにゃー』

　一方的に喋しやべり続ける、映像の中のチェルメスク。

　皆みんなは彼女の言葉を聞き漏もらすまいと、真しん剣けんな顔で見入っていた。

「いやー……昨日も思ったけど、マジヤバだよねこの結晶具。実際にチェルちぇるがここで喋っているみたいじゃん」

「たぶんかなり高価なんだろうけど、手が届く金額ならボクも欲ほしいな。お土産みやげに持って帰りたいくらいだよ」

　ルヴィとファルルがそう話している内に、チェルメスクは既すでに踊る体勢になっていた。

　腰こしに片手を当て、顔は横に向けて深く俯うつむく。

　音楽は、低音から始まった。

　特別速いわけではないがスローテンポでもない曲は、数秒聴きいただけで心にスッと馴な染じんだ。

　イントロが終わると、チェルメスクは静かに顔を上げ、踊り始める。

　そして散らかった部屋の中を、一瞬にして彼女のステージへと変えてしまうのだった。




「………………」

　曲が終わると同時に、辺りは静せい寂じやくに包まれた。

　結けつ晶しよう具ぐの中のチェルメスクも、今は荒あらい吐と息いきを繰くり返しているだけだ。全力で踊ったのだろう。

「こうして見ると凄すごいですね、チェルメスクさん……」

　半ば呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやいたコーシカに、皆も静かに首を縦に振る。

「うん。ほんまそれな……。激ヤバすぎるっしょ……」

「……それにしても……あの人が……ここまで踊れるなんて……思ってなかった……」

　さすが、アイドルとして花のフロル・祭典フエステイバルに出場していただけのことはある。

　誰だれもがチェルメスクに対し、尊敬の眼まな差ざしを向けていた。

「これをボクたちがやるのかあ……」

　とファルルが思わずぼやいた直後。

『あ、今「こんなのできるの？」って思ったでしょー？　一つ一つの動きは単純だから、心配しなくても大丈夫☆　安心安全☆　あとはそれぞれを繫つなげるだけだにゃー』

　タイミング良く、結晶具の中のチェルメスクが話しかけてきた。

「こっちが思ったことを予測されてますし……」

　まるでこの場にいるかのような問いかけに、皆は思わず苦く笑しようしてしまうのだった。

「練習をすれば、私たちも、マジョリカさんや、チェルメスクさんのようになれる……？」

「俺はきっとなれると思うよ。みんな運動神経は良い方だし」

「うふふ。お二人のように私たちも輝かがやいてみたいですね」

「そうね……。とにかくやってみるしかないか」

　苦笑しながらレイナが言った直後、結晶具のチェルメスクが手を挙げた。

『そういうわけで、早速レッスン開始☆　みんな横に広がって。あ、エメロードは別ね。詳くわしくはディオス、よろしくー』

　指名されたディオスは、すぐさまエメロードに一枚の紙を渡わたす。

「はい。これをエメロードに渡しておくよ」

　彼女に渡したのは、チェルメスクの字で書かれた歌詞だ。

「人間の字だけど読めるか？」

「ええ。これくらいなら問題ないです」

「メロディーはさっきの曲だ」

「つまり、皆がダンスの練習をしている横で、私は歌の練習をするということですね？」

「そういうことだ。……たまにエメロードって、凄く物わかりが良い時があるよな」

　咄とつ嗟さに、バハル・シエロの海を渡った時のことを思い出す。あの時も何も言わないのに、ディオスの意図を瞬時にくみ取ってルヴィを回収してくれた。

「あらあら。たまにではなくて『いつも』ですよ？」

「その割には、俺の言うことを聞いてくれないことの方が多い気がするんだけど……」

　主に共鳴術テグヴエルト方面で。

　エメロードは「うふふ」と笑って誤ご魔ま化かしている。いつもの通り、これ以上言ってもカエルの面つらに水だろう。

「まあ、今はそれに関してはいい……。まずは歌詞と音程を、完かん璧ぺきに覚えることから始めてくれ」

「わかりました。うふふ。いよいよ心が熱くなってきました」

　エメロードが上じよう機き嫌げんに微笑ほほえんだ後、また結晶具からチェルメスクの声が聞こえてきた。

『というわけで、ここからはしばらくは私のダンスレッスン映像が続くよー。完璧に覚えたら、曲だけをループできる機能があるからそれを利用してね。うん、めっちゃ便利☆　ではみんな、まずは腕うでを腰に当てて──』

　こうしてチェルメスクの時間を越こえたダンスレッスンが、本格的に始まるのだった。




　荒野の向こうに、夕日が赤い玉になって落ちていく。

　皆は荒い呼吸を繰り返しながら、茜あかね色いろに染まった空を仰あおいでいた。

　ダンスのレッスンを一通り終えたところなのだが、動けなくなってしまったのだ。

「ヤバい……これはマジでヤバいって……」

「……戦う時よりも……苦しいかも……しれない……」

「でも、振ふり付つけはほとんど覚えたわよ……」

「お、お腹……空すきました……」

　息も絶え絶えに呟く神しん獣じゆうたち。

　コーシカとファルルは喋る気力もないのか、虚うつろな目で空を見ているだけだった。

「あらあら。皆みなさん、かなりお疲つかれのようですね」

「そうだな。もう日が暮れるし、今日のところは終わりにしよう。みんな、疲れているだろうが聞いてくれ。花のフロル・祭典フエステイバルに向けて必要なのは、歌とダンスだけじゃない。優勝を目指すには、他ほかにもやるべきことはたくさんあるんだ」

「え、そうなの？」

「──と書いてあるんだけど」

「もう、頼たよりにならないなあ。そこはもっとプロデューサーとしてビシッと言ってよ」

「と言ってもだな……。俺だって初めてなんだから」

「秘伝の書を読んでるんだから、もっとそういうフリをしてってことだよ。今のディー君は、みんなを導く『カリスマプロデューサー』なんだよ？」

「勝手に設定を盛らないでくれ……」

　その肝かん心じんの『秘伝の書』に、ディオスは密ひそかに頭を悩なやませていた。

　端たん的てきに言うと、かなり大ざっぱなのだ。

　だが、ここでいたずらに皆の不安を煽あおることはしたくないので、それについては黙だまっておくことにする。どうしてもわからない時だけ相談しよう。

「で、話の続きだ。まずやるべきことだが、営業活動。新人にも公平なコンテストだけど、当日までに固定ファンを作っておいて不利になることはない」

「営業活動？」

「……何をやれば……いいの？」

「え、ええと、人目に付きやすく、好印象を残せる活動──なんだこれ？」

「ディオス？　大丈夫？」

「あ、うん……」

　チェルメスクの秘伝の書には「そういう活動を適当に考えてね☆」と書かれていた。

　そういうのを提示してくれてこその『秘伝の書』ではないのだろうか？

　やるせない気持ちを抱かかえつつ、ディオスは頭をフル回転させる。

　懸けん命めいに考えるディオスに、天てん啓けいが下りてきた。

「街角清せい掃そうのボランティア……！。人目に付きやすく、好印象も残せるし、街もキレイになるし、さらにはファンの心を摑つかめるという、まさに一石三鳥だ！」

「なるほどね……」

「街の清掃活動は、神サ獣マ使ナいーの私としても賛成です。皆さんに喜んで頂くことが、神サ獣マ使ナいーとしての使命ですから！」

　拳こぶしを握にぎり、やや興奮気味に賛成するコーシカ。彼女が率そつ先せんして動いてくれるだろうから、この件については何の問題もないだろう。

「次に撮さつ影えい会かい？　というのをやるらしい」

「ファンを獲かく得とくするためのものだってことは何となくボクもわかるけど、撮影会って何？」

「いや、俺もハッキリとはわからないんだけど……。どうやら今この瞬しゆん間かんの風景を、絵みたいにして残すことができる結晶具があるみたいなんだ」

　チェルメスクの過去の映像を見る結晶具と同じく、その瞬間の風景を切り取って保存する結晶具も、まだその存在は広く知られていない。

　しかしニ・ホティアでは別だった。この街に限れば、その結晶具──撮影機器を持っている家庭は八割を超こえているのだ。

「要するに、私たちの姿を記録として残す、という意味ですね？」

「たぶんそうだと思う。そしてそれらの営業活動の時とステージ上で着る、衣い装しようの調達。それについては、昨晩の内にチェルメスクさんが動いてくれていたみたいだ。が、仕上げ用の特別な材料が必要らしい。それを取りに行かないといけない」

「材料？　何がいるの？」

「この辺りに生息している、魔物が吐はき出す糸だ」

「まさかここにきて、魔物と関わることになるなんて……」

　思わずレイナがぼやく。

　アイドルというあの華はなやかな存在からは、まるで想像できない要素だ。

「まあ、綺き麗れいな花を咲さかせるには、大量の肥料が必要ですしね」

「エメ姉ねえが言うと説得力あるよねー」

「たまに忘れそうになるけど、草の神獣だもんな」

「エロの神獣じゃないもんね……」

「あらあら。それではご要望にお応こたえして、興奮必ひつ須すな蔦つたの使い方をしてさしあげましょう。私、ルヴィさんが雌めすとして乱れるお姿が見たいです」

　背から蔦を出したエメロードは、嬉き々きとしてルヴィに接近。

　完全に「ヤル気」スイッチが入ってしまっていた。

「うええええッ!?　エメ姉目が怖こわいって！　ぅひゃあッ!?」

　彼女の蔦はウネウネと動きながら、ルヴィの胸を覆おおう薄うすい布をシュルンと下にずらした。

　たちまち夕日の光に照らされる、ぷるんと弾だん力りよくのあるルヴィの白い胸。

「うみゃああああああああああッ!?」

　羞しゆう恥ちに駆かられ、ルヴィの体から火柱が上がった。

「にゃーーーーッ!?」

　そして見てはならぬと、レイナが慌あわててディオスの目を隠かくす。

　が、ほとんどタックルに近かったので、勢い余ってレイナはディオスごと倒たおれてしまった。

「きゃっ!?」

「うぶっ!?」

　乾かわいた大地に重なって転がる二人。

　ディオスを下した敷じきにしたレイナのスカートの裾すそは捲めくれ上がっており、形の良いお尻しりが丸見えになっていた。

　マリンは興きよう味み津しん々しんに、ルヴィの胸とレイナのお尻を交こう互ごに見ている。

　突とつ然ぜん繰くり広げられた元気いっぱいなお色気騒そう動どうに、コーシカとアガートとファルルは開いた口がふさがらない。

「あらあら、あちらでもレイナさんのお尻という素す敵てきな光景が……。でも今はやはりルヴィさんですね。何度か見ておりますが、素晴らしい形をしておりますよね……。それだけでなく、色も実に女の子らしいピンクで可愛かわいくて……。あぁ、その恥はじらう姿、やはりたまりません……！」

　エメロードの目はすっかりハートマーク。周囲がドン引きするほどの興奮ぶりだ。

「やめてってばエメ姉！　悪かった！　悪かったってばあッ！」

　涙なみだ目めで胸を隠しながら、ルヴィはエメロードに直接「エロ」と言ったことを猛もう省せいしていた。

　一通り堪たん能のうして満足したのか、エメロードは「ふう」と良い顔で汗あせを拭ぬぐう。

「うー……今のはカンペキにルヴィの失言だった。でもエメ姉の興奮スイッチがどこにあるか、マジでわからんちん……」

　しくしくと泣きながら、ルヴィは剝むかれた服を元に戻もどす。

「先に言っておくけど、舞ぶ台たいの上でそういうことをするのは絶対にやめてくれよなエメロード……？」

　ようやくレイナから解放されたディオスが起き上がりつつ言うと、エメロードはにこやかに笑った。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。私たちの裸ら体たいを見て良い男性は、この世界広しといえどもご主人様だけです」

「へー……」

「ほほー……」

　コーシカとファルルが何か言いたそうな目でディオスを見てくる。

　なぜエメロードは、いちいち危険なパスをこっちに渡わたしてくるのだろう。

　文句を言いたいところだが、言ったところでおそらく、いや、絶対に意味がない。

　このまま時間を無む駄だにするのも忍しのびないので、ディオスは強ごう引いんに「さて！」と話題を切り替かえた。

「もう日が沈しずむし、今日の練習はこれで終しゆう了りようだ。明日からは、朝から昼まではダンス以外のこと。昼から夜まではダンスの練習、というスケジュールでいこうと思う。まず明日は衣装の材料の調達だ」

「わかったわ」

「了解です」

「それにしても疲れたあ……。ボクもうヘロヘロだよ」

「さあさあ皆みなさん、神しん獣じゆう形態に戻ってください」

　歌の練習だけだったエメロードが皆を神獣形態に戻し、次々と抱だき上げていく。

「うふふ。今日は私が皆さんをお連れしますね。一度ご主人様のようにやってみたかったのですよ」

「へ、変なところ、触さわらないでよ？」

「あらあら。そう言われてしまうと触ってみたくなっちゃいます」

　言いながら、エメロードはレイナの尻尾しつぽの付け根をひと撫なで。

　ちなみに一いつ般ぱん的には、猫ねこの尻尾の付け根は神経が集まっているので、とても敏びん感かんな部分と言われている。

「にゃあッ!?」

「レイにゃん、今のは余計な一言だった！　たぶん言わなければ何も起こってなかったし!?」

「うふふ。こうして神獣形態の皆さんの体に触ふれるのも、また興奮いたしますね……。あ、マリンさんのツルツルが気持ちいい……。アガートさんはお腹なかもふかふかですね」

「……何か……変な気分……」

「にゅ……」

　神獣形態の皆みんなの体を次々と触っていくエメロード。

　神獣が神獣の体に触れるのを見ていると、何とも不思議な気分になる。

「ところでエメロードちゃん……ボクたちは……？」

「そうですね。私の蔦で良ければお運びいたしますよ。かなり目立ちそうですけど」

「うう……。恥ずかしいから歩きます……」

　涙を滂ぼう沱だと流しながら、ファルルはコーシカを引っ張り上げつつ立ち上がった。

　疲つかれてはいるが、わいわいと楽しそうに街に戻っていく女性陣じんたち。

　彼女たちの後ろ姿を眺ながめながら、ディオスは肩かたの力が抜ぬけたように大きく息を吐いた。

「何とか初日の練習は終わったけど……。俺は本当にちゃんとやれるのだろうか」

　チェルメスクから預かった色々な物を見つめる。

　目標は優勝だが、そこに届く可能性は高くないかもしれない。

　それでも、チェルメスクのためにも、花のフロル・祭典フエステイバルでセルセダに負けるわけにはいかない。

「しかし、皆で一つの目標に向かって何かをするっていうのも、意外と悪くないな……」

　スリアンヴォスは個人戦。

　これまで拳けん闘とう士しとして修しゆ行ぎようしてきた日々も、自分のためであった。

　だからこそこの胸に生まれた高こう揚よう感かんが、たまらなく特別なものに思えるのだった。







「で、どうすんだ、これ……」

　ベッドの端はしに腰こし掛かけながら、ディオスは疲れ切った顔で呟つぶやく。

　彼の体には、酩めい酊てい状態の神獣たちがベタベタとまとわりついていた。

　宿に戻ってしばらくしてから、チェルメスクが言っていた通り『例のドリンク』が届いてしまったのだが──。

[image: ]

　こうなることはわかっていた。わかってはいたが、チェルメスクの指示なので「飲むな」とも言えない。

　で、結局昨日と同じ状態になってしまったというわけだ。

　コーシカとアガートとファルルは別の部屋なのだが、今いま頃ごろアガートも同じように、コーシカにベタベタとしているに違ちがいない。

「……お兄ちゃん……私もう、濡ぬれ濡れ……。共鳴術テグヴエルト……しよ？」

「もう、熱くてたまらないよ……。うぅ、助けてディオっち？」

「だっ、だから私は別に、ディオスのことなんて何とも思ってないしっ──。すっ、好きにすればいいんじゃない!?」

「ご主人様……。今日は私を縛しばってください。ご主人様のお好みのままに……うふふ……」

　しかも、言っていることも昨日と似ている。

　もう少しバリエーションが欲ほしいな？　と咄とつ嗟さに思ってしまうほどには諦てい観かんしていた。

　救いを求めるかのように、ドリンクと共に届けられたチェルメスクからのメモに目を通す。

『神獣ちゃんたちは、ディオスにベタベタしている時が一番輝かがやいて見えた気がするにゃー。きっと恋こいの時に出るフェロモンが、みんなの肌はだに張りと潤うるおいを与あたえるんだにゃ。というわけで、これから毎晩ベタベタしてもっと神獣ちゃんたちを輝かせてね、ディオスプロデューサー☆』

「…………」

　普ふ通つうに考えて、この指示はおかしい。かなりおかしいはずだ。

　……それとも、おかしいと思う自分がおかしいのだろうか。もうわからなくなってきた。

　だが共鳴術テグヴエルト自体は神獣たちを強くするものなので、やっても損をすることはない。

　ただ、未いまだにこの共鳴術テグヴエルトの仕方は慣れないというか、やはり恥ずかしいわけで──。

　とディオスが悩なやんでいる間に、視界に天てん井じようが映っていた。

　神獣たちがディオスの体を押し倒していたのだ。

　ディオスは腹を括くくった。

「わかった。わかったから、ちゃんとやるから、ちょっと離はなれてくれ！」

「────！」

　ディオスの言葉に、神獣たちは頰ほおを紅潮させる。そして皆、嬉うれしそうにはにかみながらディオスの言う通りに離れる。

　これまでもそうだが、自分は決していかがわしい気持ちで共鳴術テグヴエルトをやってきたわけではない。

　……わけではないのだが、それでも今の神獣たちの笑え顔がおが可愛くて、ディオスは初めて、彼女たちと共鳴術テグヴエルトができることを少し嬉しいと思ってしまったのだった。

「ひとまず順番にやっていくけど、誰だれから──？」

　上体を起こしつつ、皆の顔を見る。

　一回で済ませられたらいいのだが、ディオスの体は一つで手も二本。こればかりは仕方がない。

「うぅ……ルヴィ、もう体が熱くて我が慢まんできない……。すぐにやってほしいし……？」

「わっ、私だって、ディオスの一番がいい……」

　そう言いつつディオスの腕うでに絡からみ付いてきたのは、ルヴィとレイナ。

　いつもとは違い、正常な思考ではない神獣たち。

　マリンとエメロードはそれほど変わらない気もするが、ルヴィとレイナが積極的なので、妙みように心がくすぐったい。

「ええと、困ったな……」

　二人は離れてくれそうにない。

　それどころか「ルヴィが先……！」「私よ……！」とディオスの体を挟はさんで睨にらみ合いを始める始末。

　心を通わせる共鳴術テグヴエルトで神獣たちの関係まで悪くなってしまうのでは、元も子もない。

　少しやりにくいが、仕方なくこのまま同時に進めることにする。

「んっ……！」

「あんっ……!?」

　まずお腹に触れると、二人は同時に声を上げた。

　通常の精神状態でないせいか、いつもより敏感な気がする。この状態なら、早めに終わらせることができるかもしれない。

　そのまま肘ひじを上に曲げると、二人の柔やわらかい双そう丘きゆうに手が当たった。

　一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよするが、できる限り心を無にしてその柔らかい膨ふくらみを摑つかんだ。

「んにゃっ!?」

「ひゃぁんっ!?」

　早く終わらせるため、早く終わらせるため──。

　心の中で何度も唱えながら、二人の胸を同時に揉もみしだく。

　それにしてもこの女性特有の柔らかさは、何度経験しても一向に慣れない。

　温かい力と熱い力、二人の力がディオスの中に流れ込んでくる。

　今はこの力に意識を向けていないと、何か色々とヤバい。

　二人の吐と息いき混じりの短い嬌きよう声せいも、できる限り聞こえない振ふりをしていた。

　やがて二人の力は同時に爆ばく発はつし、収束。

　くったりと倒たおれる二人を静かに床ゆかに下ろす。

　全身が汗あせばんだ彼女たち。しばらくはこのまま起き上がることはないだろう。

　予想通り早く終わらせることはできたが、ディオスの鼓こ動どうはいつも以上に速く脈打っていた。

　いつもと違う二人の態度に、こんなにも動どう揺ようしてしまうとは思っていなかったのだ。

「……次……私……」

「あぁ、ご主人様。私もお願いいたします……！」

　今度はマリンとエメロードが、両りよう脇わきからディオスを挟んでくる。

　この二人はいつも通りのようだが、かといって二人との共鳴術テグヴエルトに慣れたわけではない。やはり少し緊きん張ちようする。

　先ほどと同じように、片手にマリンの薄うすい胸、もう片手にエメロードの豊満な胸を収め、ゆっくりと弧こを描えがくように動かす。

「…………ふっ……んっ……！」

「あぁ、凄すごいですご主人様……！」

　そこで二人はさらに密着してくる。

　腕の角度が少しツライ──と思った時、まるでその考えを読んだかのように、二人は同時にディオスの手を太ふと腿ももの内側に持っていった。

「いや、さすがにそこはマズいだろ!?」

　というディオスの主張も、正気を失った二人には通じない。

　太さも硬かたさも違う、でも柔らかい二人の太腿。

　さわさわと撫なで続けていると、次し第だいに二人は腰こしをモゾモゾと動かし始めてしまった。

「……んっ……お兄ちゃん……」

「ご主人様……。もっと奥まで手を入れても構いませんよ……？」

　──ここまでとは。

　積極性を増した二人の神しん獣じゆうに戦せん慄りつすら覚える。

　と、突とつ然ぜん背中にズシッと何かが乗ってきた。

「ディオっち、ズルいよ……」

「わ、私たちも、もっと……」

　復活したルヴィとレイナが、左右からグイグイとディオスの顔に柔らかいものを押し当てていた。

　正直なところ、何が何だかわからなかった。

　というかもう、何も見えない。

　確実に言えるのは、この状態ではナニカがあと五分と持たないだろうということ。

　危機感を覚えたディオスは、マリンとエメロードを撫でている手の速度を上げた。

　効果は抜ばつ群ぐんだった。

　ディオスの中に流れてくる二人の力が、急速に高まる。そして間を置かず、爆発の時を迎むかえた。

　続けて、まだ不満そうなルヴィとレイナにも同じことをして──。

「お、終わった……」

　数分後、虚こ空くうに向けてディオスは息を吐はいていた。

　彼の周りには、息も絶え絶えに倒れている神獣たち。肌に滲にじむ汗が、淫いん靡びな光を放っている。

　いつもの共鳴術テグヴエルトより、体内を巡めぐる神獣たちの力を濃のう厚こうに感じたのは、果たして気のせいだったのかそうでないのか。

　ともあれ、何とか終わらせることはできたが──。

「でもこれ……毎日やるのか？」

　空になったグラスを眺ながめながら、ディオスは疲つかれ切った顔で呟くのだった。







　次の日の朝。

　生暖かく乾かわいた風が吹ふき抜ぬける、ニ・ホティアの街の外で。

「ぎょええええええええええええッ!?」

　全速力で荒こう野やを駆かけ抜けながら、ディオスは絶ぜつ叫きようしていた。

　二階建ての家の高さはあろうかという、超ちよう巨きよ大だいな蜘く蛛もがディオスを追いかけてきていたからだ。

　衣い装しようの完成に必要だという、魔ま物ものが吐き出す特とく殊しゆな糸を採集に来た一行。

　その糸を魔物が吐くように、ディオスが囮おとりとなって逃にげ回っている最中だったのだ。

　既すでに何回か採取しているが、衣装は七人分必要だ。なかなかに難なん儀ぎなミッションであった。

「……お兄ちゃん……頑がん張ばって……」

「糸がダメになっちゃうから、ルヴィとマリぴっぴは手伝えないもんねー。ディオっち、がんばれ☆　がんばれ☆」

「お前らちょっと楽しんでるだろ!?　ってうおッ!?」

「あんっ!?」

　よそ見をした瞬間、ディオスは糸を刈かり取るために待機していたエメロードと衝しよう突とつしてしまった。

　その隙すきを見み逃のがさず、巨大蜘蛛が二人に向けて糸を吐く。

　二人はまとめて、蜘蛛の糸でがんじがらめにされてしまうのだった。

「こっ、これは……。いつもは自分で縛っておりますが、他の方に体を縛られる感覚というのも、なかなかたまらないものですね……。はぁはぁ……」

「俺と密着した状態で危ない感じになるの禁止ーッ!?　というか後ろ！　後ろ！」

　捕とらえた獲え物ものを捕ほ食しよくするべく、巨大蜘蛛がギチチ……と口を鳴らして二人に接近していた。

「あらあら。このままだとご主人様と一いつ緒しよに食べられちゃいますね。うふふ」

「笑っている場合かああああッ!?」

「はああああっ！」

　勇ましい声と共に、アガートが巨大蜘蛛に向けて黒い煙けむりを放つ。

　あっという間に黒い煙は、巨大蜘蛛の全身を包み込んだ。

　そのまま巨大蜘蛛は、まさに糸が切れたかのように動かなくなる。

「私の闇やみの力で眠ねむらせました。今のうちに……！」

「ありがとう、助かったよアガート！」

　ディオスが礼を言っている間に、ファルルが既に動いていた。

　自前の斧おので、ディオスとエメロードを捕らえていた糸を豪ごう快かいに断たち切って回収する。

「お、結構な量が取れたよ。これで人数分は揃そろったんじゃないかな」

「それじゃあ、こいつが起きる前にさっさと街に帰りましょ」

　レイナの言葉を皮切りに、神獣たちは次々と神獣形態に戻もどってディオスの体に乗る。

「ご主人様。私、新しい興奮を覚えてしまいました。次の共鳴術テグヴエルトは、ご主人様の手で私を縛しばり上げてくださいね……うふふ……」

「ヤだ」

　無の表情で言い放ち、ディオスは街に向けて走り出すのだった。




　次に向かったのは、チェルメスク指定のデザイナーの所だ。

　店てん舗ぽ兼けん住宅として使用しているオフィスは、街の端はしの方にあった。

　ディオスたちが到とう着ちやくしたタイミングで、数人の女の子たちがオフィスから出てきて、そのまま街の中へと消えていく。

　どうやら他のアイドルたちも利用しているらしい。

　緊張気味に扉とびらを開けると、片かた頰ほおにハートマークが描かれた女性が現れた。

　原色がふんだんに使われた服を着ており、何とも派手派手しい。

「いらっしゃいませー……って、その人数はチェルメスクのところの子ね？　既に話は聞いているわよ。というか凄い、本当に男の神サ獣マ使ナいーだわ！」

　前言撤てつ回かい。声が完全に男性だった。よく見ると顔も濃こい気がする。

「私は裁さい縫ほう師しのパルパルっていうの。よろしくね」

　パルパルはディオスに熱い視線を送りながら自己紹しよう介かいをする。

　根こん拠きよはないが、何となく本名ではない気がした。

「よ、よろしくお願いします。ディオス・ソマです。早さつ速そくですが、材料を持ってきました」

「１、２、３…………確かに人数分ね。優ゆう秀しゆう優秀。よし、皆みんながステージで輝かがやく衣装をすぐに作ってあげるわ。楽しみに待っててね！」

『皆が』と言いつつ、パルパルはそこでディオスに対してバチンとウインク。

　反応に困ったディオスは、ただ目を泳がせる。

　この手の魔物──もとい、人間にはどう対処するのが適切なのだろう。わからない。

「え、ええと。衣装はいつ頃ごろ完成しますか？」

　ディオスに代わってコーシカが尋たずねると、パルパルは口元に指を当て「うーん、そうね」としばし空を見つめてから。

「土台はある程度できているし、明日の朝には渡わたせると思うわ」

「明日の朝!?　早すぎでビビるし？　本当にダイジョブ？」

「当ー然。心配しないで可愛かわいい神獣ちゃん。私の手にかかればこれくらいどうってことないわ。もちろん、手を抜くわけではないから安心して？」

　自信たっぷりに頷うなずくパルパル。

「わかりました。それではよろしくお願いします」

「まっかせて。最高の衣装に仕上げてみせるから」

　見た目は怪あやしいが、仕事に対する真しん摯しさはこの短い会話の中だけでも感じることができた。チェルメスクが指定した人物だ。それに関しては間ま違ちがいないだろう。

「それじゃあ早速作業に取りかかるから、一いつ旦たんバイバイね」

　にこやかに手を振ふるパルパルとほとんど目を合わせることなく、ディオスは店を後にするのだった。




　糸を渡した後、皆は昨日と同じようにダンスの練習、エメロードは歌の練習に励はげんでいた。

　だがエメロードは「ふぅ」と一息吐つくと、一度歌を中断する。

「どうした？」

　ディオスが声をかけると、エメロードは何やら悩なやましげな態度で頰に手を当てた。

「どうも気になってしまいまして」

　エメロードの視線の先には、練習に励む皆の姿。

「気になる？　もしかして皆の動きが間違っているとか？」

「いえ、そうではないのです。可愛らしく、時にセクシーな動きをする皆みなさんを見ていると、胸の奥の方がウズウズとしてきて……。それに飛び散る汗あせがとても扇せん情じよう的で……うふふ、興奮いたします」

　エメロードの背から、いつものように蔦つたが生えてくる。そして皆の体を次々と縛りあげていった。

「ぅわわっ!?」

「なっ、何ですか!?　敵てき襲しゆうですか!?」

　突然体を縛られて皆は慌あわてふためく。

「エメロード！　邪じや魔ましないでよ！」

「んもう……。ルヴィたち、これでも真ま面じ目めにやってるんだから。エメ姉も真面目にやってほしかったり」

「……本番まで……時間少ない……」

「すみません。つい」

　皆に口々に言われ、エメロードはおとなしく蔦を巻き戻す。

　解放された皆は、また仕切り直してダンスの練習を再開する。

「ほら、エメロード」

　ディオスが声をかけるが、彼女からの反応がない。

　エメロードはしばし顎あごに手を置き、何やら思案している。

「真面目に、ですか……」

　そして感情の窺うかがえない顔で、ポツリと呟つぶやいた。

「どうした？」

「いえ。ご主人様、私の歌い方で少しでも気になる点があったら、遠えん慮りよなく指し摘てきしていただきたいのですが」

「あ？　あぁ……。わかった」

　そしてエメロードは再び歌い出す。

　彼女の澄すんだ歌声は、風に乗って荒野に響ひびいていく。

　その後のエメロードは、人が変わったのかと思うほど真面目に練習をこなすのだった。




　日が沈しずむ頃ころには、昨日と同じように全員がクタクタになっていた。

「いやあ、今日も疲れた疲れた」

　皆は座ったまま天を仰あおいでいるが、その表情は昨日とは違い明るい。

　今日の練習で、だいぶ手て応ごたえを感じていたのだ。

「明日ですが、エメロードさんの歌と一度合わせてみませんか？」

　座ったまま、コーシカが皆に提案する。

「……うん……そろそろ……やってみたい……」

「もう動き自体は大体覚えたもんね。あとはエメロードちゃんを入れた時の距きよ離り感かんとか、フォーメーションの確かく認にんとかもしていかないと、だし」

　コーシカの提案に、皆も諸もろ手てを挙げて賛成する。

「と皆は言っているけど、エメロードは大だい丈じよう夫ぶか？」

　ディオスが聞くと、エメロードは頷きながら答える。

「はい、問題ありませんよ」

「じゃあ決まりね」

「えへへ。いよいよソレっぽくなってきたじゃんね。楽しくなってきた」

「あ、あの……お話し中すみません……。お、お腹なか、空すきました……」

　アガートの切実な訴うつたえに、皆は一いつ斉せいに笑ってから帰り支じ度たくを始めるのだった。




　昨日と同じく、宿に例のドリンクが届き、何やかんやあった夜を経て──。




　そして、次の日。

　すぐに一行は、パルパルの店に衣い装しようを受け取りに行った。

　彼は昨日と同じようにディオスたちを迎むかえ、「もうできてるわよ」と自信たっぷりに件くだんの衣装を広げてみせた。

「わあ……」

　思わず神しん獣じゆうたちが声を洩もらす。

　丈たけが短めな、とても可愛らしい衣装が人数分用意されていた。

　しかもよく見ると、全員同じようで微び妙みようにデザインが違う。

　まさにそれぞれの『特別な一着』に、皆は目を輝かせるのだった。

「昨日持ってきてくれた糸を各所に織り込んでいるわ。これは角度によって光を反射する性質なの。だからステージではより輝くはずよ」

　パルパルは衣装を様々な角度に傾かたむける。確かにキラキラと輝いている。しかし決して下品ではなく、目立ちすぎるということもない。

「よし、今日はこれを着て営業活動だ」

　ディオスは皆に告げる。

「あら、早速着るの？　じゃあ奥の部屋を貸してあげるわ」

「すみません、お借りいたします」

　ギリギリで出場を決めた自分たちには、あまり時間がない。それは全員がわかっていた。

　もしかしたら、営業活動は他のアイドルたちより出で遅おくれているかもしれないのだ。

　そういうわけで、すぐに女性陣じんは衣装を手に奥の部屋へ移動するのだった。

　皆が着き替がえるのを待っている間、不意にディオスは背後に気配を察知した。

「────っ!?」

　慌てて振り返ると、そこにはパルパルが立っていた。

　改めて思うが、やはり大きい。

「あら、そんなに驚おどろかなくてもいいじゃない。ちょっとあなたの肩かた幅はばを確認していただけよ」

「肩幅？」

「……うん、問題なくイケそうね」

　パルパルはディオスの疑問の声には答えず、空中に向けて独り言を発してから店の奥の方へ。

　ほどなくして、一着の服を片手に戻もどってきた。上下で白と黒に分かれている、少しカッチリとした服だ。

「はい、これはあなたの衣装ね」

「えっ!?　俺も着るんですか!?」

「当たり前じゃない。あなた、あの子たちのプロデューサーなんでしょ？　たとえパフォーマンスで人前に出なくても、常にあの子たちの側そばでウロウロしている立場なんだから。ダサい格好のままなんてダメよ？」

　まったく意識していなかったことだけに、ディオスは咄とつ嗟さに何も言えなかった。

　チェルメスクの『秘伝の書』にも、プロデューサーについては何も書かれていなかった。

　とはいえ、ここはパルパルの言うことに従った方が良い気がする。

　拳けん闘とう士しの格好をダサいと評されたことはちょっぴり傷つくが、これが花のフロル・祭典フエステイバルというコンテストに適した格好かと問われたら、それはたぶん違うだろう。

「わかりました。ありがたく受け取ります」

　と服を受け取った直後。

　ディオスの体にゾワゾワッとした感かん触しよくが走り抜ぬける。

　パルパルがディオスの尻しりを触さわってきたのだ。

　完全に油断していたので、手の動きを察知することができなかった。

「あらぁ、ふふっ。やっぱり見た目によらずいい体をしているわねぇ、お兄さん。私が着替えを手伝ってあげましょうか？」

「いいいいいえ！　お気き遣づかいなく！」

　ディオスはズザザッと高速後あと退ずさりでパルパルから離はなれる。

　このままでは、体の隅すみ々ずみまで観察＆触しよく診しんをされそうだ。

　危険を察知したディオスは、慌てて試着室の中に入るのだった。




　それからほどなくして。

　先に着替えを終えて、店内でパルパルと無言の防衛戦を繰くり広げていたディオスの前に、ようやく女性陣たちがワイワイとはしゃぎながら現れた。

「じゃじゃーん！」

「……お兄ちゃん……お待たせ……」

「おお……！」

　着替えた皆みんなを見たディオスは、思わず感かん嘆たんの声を洩らしていた。

　どこか非日常を感じさせる衣装は、皆に良く似合っている。

　見た目の印象だけなら、きっと花のフロル・祭典フエステイバルに参加する多くのアイドルたちにも負けていないはずだと、謎なぞの自信も湧わき上がってきた。

「あれ、ディオスも着替えたの？」

「あぁ。パルパルさんが用意してくれたんだ」

「ふーん……」

「どうしたレイナ？　やっぱり変かな……」

「そ、そんなことはないんじゃない？」

　レイナはふいっと顔を横に向ける。

「……お兄ちゃんも……良く似合ってるよ……」

「そうか。ありがとうマリン」

　お世辞かもしれないが、ひとまず変ではないらしい。ディオスはホッと胸をなで下ろす。

「えへへ。この前の制服も可愛かわいかったケド、この衣装もチョー可愛いよね！　着替えてる時からバイブスアガりまくりだし」

「ねえねえ、ディー君どう？　ボクもちょっとは女の子らしく見えるでしょ？」

　クルリと一回転するファルル。

　短いスカートの中が見えそうで、思わずドキリとしてしまう。

「そうかもしれないけど、自分で言うのはナシだな」

「えー？」

　頰ほおをプクッと膨ふくらませるファルル。

　正直に言うと、いつもと違って見えてちょっと可愛い。

「あ、あうう……。こ、これで人前に出るのですか……。は、恥はずかしいです……」

　アガートは耳を垂れさせてスカートの裾すそを押さえている。彼女のふわふわの尻尾しつぽも、今は恥ずかしそうに下を向いていた。

「うう、私もまんぷくちゃんと同じです……。でもチェルメスクさんをお助けするためだし、ここで弱音を吐はくわけには……」
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「コーシカ、大だい丈じよう夫ぶ？　顔真っ赤よ？」

「うふふ。そういうレイナさんのお顔も赤いですよ？」

「ほ、ほっといてよ!?」

「あらあら、賑にぎやかね。でもみんな、本当に似合っているわ。私が作った衣装だから似合うのは当然だけれど、こうして生で見ると感動もひとしおね。頑がん張ばった甲か斐いがあるってもんだわ」

　パルパルもウンウンと頷うなずいて満足そうだ。

　にこやかに笑いながら、パルパルはレイナに近付いた。

「でも、あなたの場合はもう少しこの尻尾を見せた方がいいわね」

「んにゃぁっ!?」

　レイナのスカートの中に手を突つっ込み、尻尾の根本を握にぎりながら何やらモゾモゾとするパルパル。

　その間、レイナは洩れ出そうになる声を必死で抑おさえていた。

「よし、これでオッケー。ちょっとパニエの位置を調整したわ。……ん、どうしたの？」

「な、何でもない、です……」

　敏びん感かんな尻尾に触ふれられ、腰こしがくだけそうになったとは当然言えるわけもなく。レイナは無理やり笑って誤ご魔ま化かすのだった。

　パルパルはアガートにも同じような調整をする。

　が、アガートはモジモジと恥ずかしそうにはするものの、レイナのように『感じている』気配はない。

「はいできた。あなたは体は小さいのに、お胸が大きいっていうアンバランスさがいいわねぇ」

「あ、あぅ……」

　アガートは顔を赤くして俯うつむく。

　その隣となりにいたマリンは自分の胸を押さえ、いつもより死んだ目をしていた。

「大丈夫大丈夫。あなたはこの中では唯ゆい一いつの愛らしさを持っているんだから。堂々と見せていきなさい。それに、腕うでも脚あしも白くて細くてとてもきれいよ」

「…………わかった……」

『唯一』と言われて少しだけ自信を持てたのか、マリンは素す直なおにパルパルに頷く。

　パルパルは改めて並んだ皆を見ると、頰に手を当ててほぅ……と感嘆の息を洩らす。

「それにしてもあなたたち、本当に可愛いわぁ。神獣のお客さんって今までにほとんど担当したことがなかったから、余計興奮しちゃう」

「えへへ。ありがとうございます」

　褒ほめられて神獣たちも嬉うれしそうだ。

「しかし、見れば見るほど世の男性たちに羨うらやましがられそうなメンバー構成よね。みんな、その柔やわらかそうな体で毎晩このプロデューサーさんを誘ゆう惑わくしてるのかしら？　こう、グイグイっと？」

　自分の立派な大胸筋を両りよう脇わきから挟はさみ、寄せてみせるパルパル。

「そ、そんなことないです！」

「うふふ、そうです」

　レイナとエメロードの声が重なる。

　パルパルは「あら」と一言呟つぶやいてから、ニヤニヤとディオスの方を見てきた。

「へぇ～、お兄さんったら……。へぇ～？」

　この視線と目を合わせたくない。コーシカとファルルの視線も冷たい気がする。

　背中に一筋の汗あせが垂れるのを感じながら、ディオスは「さて！」と引きつった笑えみで強ごう引いんに話題転てん換かんをはかる。

「それじゃあ、時間もないし行くぞ。パルパルさん、本当にありがとうございました」

「ふふっ、いいのよ。チェルメスクの頼たのみだしね。本番には私もステージを見に行くから、それまで頑張るのよ」

「はい、ありがとうございます！」

　そしてディオスたちは、いよいよ街へと繰り出すのだった。




　衣い装しようを着た皆はかなり目立っていた。すれ違ちがう人たちが、こぞって視線を注いでいく。

　とはいえ、そこは毎年花のフロル・祭典フエステイバルをやっているニ・ホティアの街の住人。

　一目見て彼女たちがアイドルだと見抜き、「頑張れよ」と声をかけてくれる人も一人や二人ではなかった。

　少し自信を得たところで、ディオスは歩きながら皆に説明をする。

「営業活動の一回目は、清せい掃そうボランティアだ。ニ・ホティアの街中を回りつつ、明日以降に撮さつ影えい会かいがあることを宣伝──。そこでファンを獲かく得とく、と。……うん。自分で考えた案だけど、やっぱり効率的だな」

「ディオっちプロデューサー。自分の感想が声に出てまーす」

「あ、ごめん。つい……。と、とにかく、街をキレイにしつつ、自分たちの存在もアピールしながら撮影会の宣伝だ」

「……わかった……。がんばる……」

　ローテンションで拳こぶしを握るマリン。これでもやる気に満ちている。

　彼女に続くように、皆も「がんばろー」と気合いを入れて歩き出した。




　宣伝活動は、想定よりも順調に進んでいた。

　街中に転がったゴミを拾いつつ、自分たちに向けられる視線に手を振ふって返す。そして明日撮影会があることを伝えるのも忘れない。

　街を少しずつ移動するごとに、可か憐れんな衣装に身を包んだ彼女たちの注目度は増していく。

　花のフロル・祭典フエステイバルで重要なのは、ファンから貰もらえる『通貨』の数。

　このまま、もっと多くのファンを事前に獲得しておきたいところだ。

　と、進んでいた彼らの前に、小さな人だかりができていた。

「ん、何だろアレ？」

　人だかりの中心からは、何やら不ふ穏おんな空気が漂ただよっている。

　さらに近寄ると、ようやくその原因がわかった。

「よおよお姉ちゃん、一いつ杯ぱいくらい俺と一いつ緒しよに飲んでくれてもいいだろ～？」

「や、やめてください……」

　神しん獣じゆうたちと同じく、派手な衣装に身を包んだ少女が中年の男に絡からまれている。

　格好から察するに、あの少女もアイドルなのだろう。

　周囲の男たちが中年の男を押さえつけようとしているが、かなり力が強いのか、すぐに中年男は振りほどき、またアイドルへと接近することを繰り返している。

　アイドルの脇では、知り合いらしき少女が怯おびえた表情で固まっていた。

「あらあら」

「うぁ。あのおっさん、明らかに酔よっ払ぱらってるじゃん」

「朝から飲酒なんて不健康です」

「いや、あれはどっちかっていうと、夜通し飲んでた人じゃないかな？」

　ディオスもファルルの意見と同じだ。村でも祭の後などに、たまにああいう人を見かけたものだ。

「どちらにせよ迷めい惑わくです。ここは私が──」

「あ、コーシカちゃん」

　止める暇ひまもあらばこそ。

　持ち前の正義感を胸に、コーシカは酔っ払いに臆おくすることなく近付いていく。

「ちょっとよろしいですか」

「……あ？」

　いきなり話しかけられた酔っ払いは、コーシカを怪け訝げんな目で見つめる。

　絡まれていたアイドルも周囲の野次馬たちも、コーシカに目が釘くぎ付づけだ。

　コーシカは意に介かいさぬ様子で、彼を真っ直すぐに見つめながら続けた。

「そろそろ、家に帰られた方がよろしいのではないですか？　見たところ、とてもお疲つかれのようですし」

　酔っ払いの神経を逆なでしないよう、「迷惑だ」の言葉は出さずにコーシカは窘たしなめる。

「なんだあ？　俺はまだまだ元気だっつーの」

「しかし──」

「それとも、姉ちゃんが元気な俺の相手をしてくれるってわけかあ？　目に毒な薄うすい服着てるもんなあ」

　酔っ払いは下品に笑いながら、コーシカに接近。

　コーシカはその間、絡まれていたアイドルに「逃にげてください」と口だけを動かす。

　迷っていたアイドルだが、少女が彼女の手を引いて駆かけ出した。どうやら少女は、アイドルのプロデューサーだったようだ。

　良かった──と安心したのも束つかの間ま。酔っ払いの男はあろうことか、コーシカのスカートの裾をペロリと捲めくり上げた。

「きゃあッ!?　なっ、何をするんですか!?」

　幸いパニエのおかげで下着までは見えていないが、これは立派なセクハラだ。

「コーシカ！」

　途と端たん、神獣たちが殺気立つ。

　──ヤバい。

　このままではアガートを始めとした神獣たちが、あの酔っ払いをギタギタにのしてしまう。それは可愛かわいらしさが売りのアイドルの宣伝としては、かなり良くない気がする。

　かといって、コーシカに対するセクハラ行こう為いを、このまま見過ごすわけにもいかない。

「やめてもらえますか」

　ディオスは横から酔っ払いの手首を握り、コーシカの体をそれとなく彼から遠ざける。

　騒さわぎになるかもしれないが、ここは自分が場を収めるしかない。

「あぁ？　何だおめーは？　格好つけてんのか」

「別に。ただ、ちょっとお酒を飲み過ぎですよ」

「まだ青あお臭くさいガキが俺に指図するってかあ？　生意気だなお前──！」

「────っ！」

　酔っ払いは躊ちゆう躇ちよすることなく、いきなりディオスの腹に蹴けりを入れた。

「ディオっち！」

「……お兄ちゃん……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。それより、お前たちは手を出すな」

　ディオスは神獣たちを手で制し、静かに酔っ払いの顔を見み据すえ続ける。

「すました顔をしやがって……。俺の蹴りが効いてねえってのかよお!?」

　さらにもう一発。

　それでも、ディオスの表情は微び動どうだにしない。

　彼の体の頑がん丈じようさを知らない酔っ払いは、明らかに怯ひるんだ様子を見せていた。

「な、何だこいつ……。痛覚がねえのかよ？　き、気持ち悪ぃ……」

「いや、少し痛いですけど。とにかく、もうアイドルに絡むのはやめてください」

「やるなって言われたら、余計にやりたくなるのが人間ってもんだよなあ？」

　酔っ払いはまったく反省することなく、今度は一番近くにいたレイナへと接近し──。

「ふっぎゃああああああああッ!?」

　絶ぜつ叫きようしたのち、口から泡あわを吐はいて気絶した。

　よく見ると彼の尻しりには、エメロードの蔦つたが刺ささっていた。

「……あれは……痛そう……」

　表情の変化に乏とぼしいマリンも、思わず顔をしかめる。

　硬こう軟なんを自由に変えられるエメロードの蔦は、本気を出せば岩をも簡単に貫つらぬくことができる。それを尻に射込まれたとなると──。

　──安らかに眠ねむれ。

　ディオスは心の中で男に祈いのりを捧ささげた。完全に自じ業ごう自じ得とくではあるのだが。

　エメロードはすました顔で気を失った酔っ払いを蔦で縛しばり上げると、そのまま路地裏にポイと投げ捨てた。

「酔いが覚めるまで、そこで寝ねていてください」

　既すでに聞こえていない酔っ払いに向けて、平へい坦たんに言い放つ。

　あの様子では、当分は目を覚まさないだろう。

　エメロードはクルリと向きを変えると、またいつものようににこやかな笑顔を作った。

「うふふ、スッキリしました。これも街の清掃活動と言えますよね？」

　人目に付かない所に捨てただけなので、厳密には清掃できていない気がするが。

　まあ、ある意味清掃だろう。

　騒ぎを聞きつけたのか、いつの間にやら周囲には多くの人だかりができていた。

　エメロードはその群衆に向けて、笑顔を振りまきながら続ける。

「皆みなさん、明日私たちは撮影会を行います。場所は、ええと、ここで良いですよね？」

　最後のセリフはディオスに向けてだ。

　ディオスはエメロードの問いに無言のまま頷うなずいた。

　撮影会には決められた会場はない。過度に邪じや魔まにならないなら、どこでやっても良いというルールだった。

　ニ・ホティアの街の道は比ひ較かく的てきゆったりとしているので、よほど多くの人が集まらない限り、通行の邪魔になることはないだろう。

「では明日、この場所で。撮影用の結けつ晶しよう具ぐを持っている方もそうでない方も、是ぜ非ひ集まってくださいね。お待ちしております」

　エメロードの説明に「おおおおおお!?」と盛り上がる群衆たち。

　一時はどうなることかと思ったが、宣伝活動としては申し分ないほど成功だろう。エメロードの行動も引かれてはいない。ディオスはホッと胸をなで下ろす。

　その彼を、コーシカが呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「コーシカ？　どうしました？　大丈夫ですか？」

「あっ、まんぷくちゃん。はい、私は大丈夫です」

「私、さっきは思わず闇やみの刃やいばを出しそうになってしまいました……。コーシカ、その、変な男の人には気をつけてくださいね？」

「はい。心配をかけてすみません、まんぷくちゃん」

　アガートは小さく微笑ほほえんでから、宣伝のために皆みんなの許もとへと戻もどる。それでもコーシカは、しばらくディオスの顔を横から眺め続けていた。

「うぅ……。あんなふうに助けてくださるなんて、ちょっと反則です……」

　コーシカは口の中だけで呟つぶやき、頰ほおを赤く染めて身み悶もだえた。




　そして次の日の撮影会──。

　昨日の騒そう動どうのおかげか、既に多くの人が集まっていた。

　ほとんどの人がその手に撮影用の結晶具を持ったまま、今か今かと待ち続けている。

　見る限りでは、どうやら男性の方が多い。

「あらあら。宣伝効果があったみたいですね」

「昨日のエメロードちゃん、格好良かったもんね」

　路地裏から様子を窺うかがっていたエメロードとファルルの二人は、集まった人々を見て興奮している。彼らは自分たちのために集まってくれたのかと思うと、喜びもひとしおだ。

　しかし、その後ろでディオスは密ひそかに頭を抱かかえていた。

　この撮さつ影えい会かいに関するチェルメスクの指示は『みんな笑え顔がおで☆』という、適当極きわまりない一言で済まされていたからだ。

　段取りなどの説明がないので、非常に困る。

「あ、あう……」

「──ん？」

　そんな中、レイナの異変に気付くディオス。

　彼女の顔はいつも以上に白くなっており、体はガチガチに固まっていた。

　レイナだけではない。よく見るとルヴィやアガートにコーシカ、さらにはマリンまで。

　エメロードとファルル以外の皆は、緊きん張ちように身も顔も硬かたくしていたのだ。

「だ、大丈夫かみんな!?」

「お、男の人が、あんなにいっぱい……。な、何だか急に怖こわくなってきたっていうか……」

「事前大会モナーフエスと違ちがって、距きよ離りが凄すごく近いですし……」

「あ、あうう……。み、みんなの目が、怖いです……」

　ディオスは「やばいな……」と口の中だけで呟く。

　確かに事前大会モナーフエスの時の方が、今とは比べものにならないほど人はいた。

　しかし、事前大会モナーフエスの時は目の前の対戦相手だけが見るべき相手。観客も視界には入るが、彼らの方に意識を向けることはない。

　対して今は、大勢の観客たちと真正面から向かい合わないといけない。事前大会モナーフエスとは状じよう況きようが違いすぎる。

「ほらほら、みんな。今のうちに笑顔の練習しとこ？　笑って笑って」

「そ、そんなこと言っても……」

　ファルルが励はげましても、皆の緊張はそう簡単にはほぐれない。

「ディー君……どうしよ？」

　さすがにこの状態で出ていくわけにもいかない。かといって、最初の撮影会を中止にするわけにも──。

　ディオスは眉み間けんに皺しわを寄せて逡しゆん巡じゆんしたのち、「ここは仕方がない……」と荷物の中からある物を取り出す。

「ご主人様、それは──」

　エメロードが目を丸くしている間に、ディオスはそれ──チェルメスクの特製ドリンク──をみんなの口に強ごう引いんに流し込んでいく。

「えっ、ディオス──ふみゅっ!?」

「……お兄ちゃん……んぐ……」

「えっ!?　ディオスさん──あむっ!?」

　ドリンクを嚥えん下かした途端、次し第だいに頰が上気していく神しん獣じゆうたち。

　コーシカは人間なのでドリンクによる変化はないはずなのだが、ディオスに強引に飲まされた、という行為に顔を赤く染めているようだ。

「んっ……ディオっち、体が熱くなってきたよぉ……」

「……お願い……お兄ちゃん……ぎゅっとして……」

「こ、こんな所でなんて、み、皆に見られちゃう……。でも、ううっ……」

「あ、あの、ディオスさん……。わ、私も、なでなでしてもらって、いいですか……？」

　神獣たちはベタベタとディオスに密着してくる。

　顔に腕うでに体にと、体の全方向から柔やわらかいものを押し当てられるこの感覚、やはり慣れるものではない。なぜこうも、女性というものは全身が柔らかいのだろう。

　そして初めて感じるより大きな膨ふくらみ──アガートもいるので、いつもより倍恥はずかしい。

　気恥ずかしい気持ちを必死に抑おさえつつ、ひとまず彼女たちの要望に応こたえて体を撫なでさする。

「やぁんっ……！」

「……ふ……んっ……！」

「だ、だめ……っ！」

「あっ……！」

　天に昇のぼっていく神獣たちの吐と息いき。

　この路地裏に人がやって来なかった奇き跡せきに感謝しつつ、ディオスは改めて彼女たちの顔を見る。

　よく熟うれた果実のように瑞みず々みずしい表情は、先ほどまでの緊張で青白かった顔とは比べるまでもない。

　ディオスはチェルメスクが神獣たちを褒ほめていた理由が、今ようやくわかった気がした。

「みんな、このまま撮影会はできそうか？」

「もっと──このままがいい……」

　レイナの口から出てきた素す直なおな言葉に一いつ瞬しゆんだけクラッとなってしまったが、彼女は今正常ではないと心に言い聞かす。

「酷こくなお願いだとはわかっている。でも、少しだけでいいから頑がん張ばってほしいんだ。チェルメスクさんや、俺のために」

「ディオスのため……」

　その言葉に、神獣たちはコクリと頷うなずく。

「……お兄ちゃんのため……私……頑張る……」

「わっ、私も、が、頑張ります……！」

　マリンとアガートを皮切りに、皆も次々とやる気を出してくれた。

　エメロードは今の光景に興奮したらしく、はぁはぁと息いき遣づかいが荒あらい。

　いつも通りというか、彼女はまぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ファルルはしばらくはこめかみをピクピクとさせていたが、神獣たちの緊張をほぐすための行動だったということはわかってくれているらしく、腕は組んでいるが文句を言ってくる気配はない。

　後は──。

　おそるおそるコーシカを見ると、彼女は今にも天てん罰ばつを与あたえてきそうな邪じや神しんの如ごとき形相でディオスを見み据すえていた。

　それはそうだろう。何せ、彼女の大切な神獣アガートにまでちょっと手を出してしまったのだから。

「ご、ごめんなさい……」

　ひとまず謝っておく。

　理由はどうあれ、ディオスが悪いことはわかっている。

　しかしコーシカは大きなため息を一つ吐つくと「仕方がないですね」と肩かたを竦すくめた。

「えっ──？」

「全すべては撮影会を成功させるため、ですよね？　それに、その、私も緊張していたのは事実ですし……。だっ、だから、これは貸しなんですからね！」

　ディオスに向けてビシッと指を向けるコーシカの顔は、心なしか赤い。

「わかった。ありがとう」

「それじゃあこれ以上待たせたら悪いし、そろそろ行こうか。ボクたちはどうすればいいの？」

「ええと……自己紹しよう介かいをしてから、撮影用にそれぞれ好きなポーズを取ればいいんじゃないかな」

「好きなポーズですね。わかりました」

　興奮状態から復活したエメロードが力強く頷く。

「先に言っておくけど、過激すぎるのはなしな……？」

「うふふ。大丈夫ですよ。ご主人様以外の人に大事なところは見せません」

「よぉし。それじゃあ頑張っていこー！」

　ファルルの気合いの声と共に、皆みんなは一いつ斉せいに路地裏から出て行く。

　その瞬間、大だい歓かん声せいがこだました。

「────!?」

「うおおおおおお!?　待ってたぜーーーーっ！」

「凄すげえ！　全員可愛かわいい！」

「おーーーーい！　こっちを向いてくれー！」

　皆は野太くも温かい声に迎むかえられた。

「この様子なら何とかなりそうかな……」

　路地裏からコッソリと皆の様子を覗のぞきながら、ディオスは胸をなで下ろす。

　皆が順番に自己紹介を始めると、撮さつ影えい用のフラッシュが絶え間なく光り始めた。

「可愛い……。俺にもその顔を向けてくれ……！」

「こっちを向いて！」

「セクシーなエメロードちゃん、いいなあ……」

「何を言ってるんだ。マリンちゃんのまな板こそ至高」

「俺は真ま面じ目めな雰ふん囲い気きのコーシカちゃんだな。あれは二人きりになると絶対にエッチになるタイプだ」

「俺は何でも適当に許してくれそうなルヴィちゃん！」

「ツンツンしてるレイナちゃんの視線、堪たまらん……。もっとこっちを見てくれ……」

「うおおおお！　ロリ巨きよ乳にゆう！　ロリ巨乳！　アガートちゃん！」

「元気なボクっ娘こ、ファルルちゃんがどストライクっす。いやあ、実にいいっすなあ……」

　群衆の中から洩もれ聞こえる、皆を褒めたたえる声。既すでにそれぞれのファンができたようだ。

　想像していた以上の反応に、当のディオスも驚おどろいていた。

　同時に、いつもこのメンバーと一いつ緒しよに行動しているという現実が、少しだけ怖くなった。

　もしかしたら自分は、想像以上に世の男性たちから嫉しつ妬との目で見られているのかもしれない──。

　ディオスがそんなことを考えている間にも、撮影会は進んでいた。

「うふふ。皆みなさんありがとうございます。ではちょっとだけサービスしちゃいます」

　エメロードはご機き嫌げんに、胸を寄せるポーズを取る。

「うおおおおおおおおおお！」

「おっぱい！　おっぱい！」

「ありがとうございます！」

　撮影の光がより一層増した。

　特製ドリンクの効果も薄うすまってきたのか、ファンの過熱具合に、レイナがあからさまに引き始めている。

　そういえば、彼女は男が苦手だった。

　そしてコーシカとアガートも、レイナと同じような反応を示していた。

　今日のところはもう十分だろう。そろそろ撤てつ収しゆうした方が良いかもしれない。

　そう判断したディオスは、路地裏から姿を現した。

「皆さん、本日の撮影会はこれにて終しゆう了りようです！　ありがとうございました！　花のフロル・祭典フエステイバルでは是ぜ非ひとも、彼女たちの応おう援えんをよろしくお願いします！」

　どこからともなく、温かい拍はく手しゆが次々と上がる。

　手て探さぐりだった撮影会も、どうにか無事に終了──と思った時だった。

「で、このグループの名前は何て言うんだ？」

　途と端たん、固まる一行。
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　そういえば、かなり重要なことをまだ決めていなかった。

「そ、それは……」

　どうしよう。即そつ興きようで決めることなどできない。

　視線だけで神獣たちに助けを求めてみるも、当然皆もディオスと同じ心境だった。呆ぼう然ぜんとしている。

「それは……」

「それは？」

　ゴクリと喉のどを鳴らすファンたち。

「花のフロル・祭典フエステイバルまでお楽しみに……！」

「うお、マジかよ？」

「本番まで引っ張るなんて、心こころ憎にくい演出だねー。まあ、当然応援するんですけどね」

　苦し紛まぎれにディオスが放った言葉は、どうやら演出の一いつ環かんと受け取ってもらえたらしい。

　ディオスは人知れず安あん堵どの息を吐く。しかし、そろそろ何か考えていかないと。

　そんなこんなで盛せい況きようの中、撮影会は終了。

　皆は手応えを肌はだで感じつつ、その場を後にしたのだった。




　午後からは、またダンスの練習。

　最初はぎこちなかった皆の動きだが、練習を重ねてかなり様になってきていた。

　戦うことに特化しているだけあって、元の運動能力は皆高い。その潜せん在ざい能力を見事に発揮していた。

　そんな中で、エメロードだけが歌詞の書かれた紙を見ながら、浮うかない顔をしている。

「エメロード、どうした？　何か不安なところとかあるのか？」

「あ、ご主人様……」

　エメロードはディオスの顔を見ると、下げていた細い眉まゆを再び上げた。

「いえ、何でもないです。大丈夫ですよ。それより、昨日言っていた通り、一度皆で合わせてみてもよろしいでしょうか？」

「ん、そうだな」

　そしてディオスは皆を呼び寄せる。

「一回、本番さながらにやってみよう」

「了解！」

　ディオスはチェルメスクから預かった結けつ晶しよう具ぐをセット。

　そして音が鳴り始め──。




　最後の決めポーズ、天に腕うでを掲かかげた状態で皆はしばし固まっていた。

　そして音楽が終わると、一斉に笑え顔がおになる。

「これ、今の凄すごくいい感じじゃなかった!?」

「はい！　自画自賛かもしれませんが、ミスというミスもありませんでした！」

「初めて合わせたのに、エメロードの歌とこんなにカッチリはまるとは思わなかった」

「……エメロード……凄い……」

「うふふ、恐きよう縮しゆくです」

「このまま練習をやっていけば、優勝も夢じゃないんじゃ!?」

　盛り上がる皆。

　実際、皆のパフォーマンスはかなり良いものだった。

　さすが、アイドルをやっていたチェルメスク直伝なだけある。

　最初はどうなることかと思っていたが、これならイケる──。

　皆は手て応ごたえを感じていた。

　それはディオスも同じだった。

　ただ、一点だけ気になる点もあった。

　エメロードに、何か違い和わ感かんを抱いだいたのだ。

　彼女の歌声は完かん璧ぺきだ。動きも間ま違ちがってはいなかった。なのに、何かが心に引っかかったままだ。ただ、その明確な原因に行き当たらない。

「ん──あれ──」

　不意に、アガートがある方向に顔を向ける。

　皆も彼女につられてそちらを見ると、街から三人の人間が出てきたところだった。

　大きな帽ぼう子しを被かぶった女性。

　澄すんだ空のような衣服を身に纏まとった、黒くろ髪かみの小こ柄がらな少女。

　そして遠くからでもわかるほど背の高い、白い衣服の少女。

　その内の一人、帽子を被った女性は、以前一度だけ見たことがある。

「あれは、チェルメスクさんの従妹いとこの──？」

「セルセダって子だっけ」

　あの魔ま法ほう使つかいの帽子は間違いないだろう。

　こちらの視線に気付いたのか、セルセダは二人を引き連れてこちらに向かって歩いてくる。

「うわ、こっち来た」

　とはいえ、ここは遮さえぎるものがない荒こう野や。今さら隠かくれる場所を見つけても遅おそい。

　ディオスたちは、セルセダたちが近付いてくるのをただ待っていることを余よ儀ぎなくされるのだった。

　やがて互たがいの顔がわかる距きよ離りまで近付くと、セルセダは足を止めた。

「こんにちは」

「……こんにちは」

「あなたたちも練習していたみたいね？」

「そうですが……」

「練習はちゃんと進んでいるのかしら。チェルメスクに押し付けられて、大変な思いをしているのではなくて？　あの人、結構いい加減なところがあるから」

「そ、そんなことはないです」

　正直に言うと結構大変だが、わざわざ彼女に言うことではない。

「ふーん？　まあいいわ。練習の方はどう？」

「まぁ、それなりに」

「そう」

　セルセダは何が目的なのだろうか。

　警けい戒かいするディオスを前に、セルセダは小さく噴ふき出した。

「そんなに怖こわい顔をしないで。せっかくだから、私がプロデュースするアイドルの二人を紹しよう介かいしておこうと思ってね」

　セルセダは並んでいた二人に視線を送る。

「うむ、自己紹介をしろということじゃな。妾わらわの名はニエーナじゃ」

　小柄な黒髪の少女が、胸に手を当てて尊大に言う。

　あまり見たことのない幻げん想そう的なデザインの服と相まって、何とも不思議な感じを受ける少女だ。

　しかし、服装以上に印象的な部分があった。

　それは、彼女の目。

　深海を彷ほう彿ふつとさせる青い目は、少女のものとは思えないような、老成した雰囲気を湛たたえていたからだ。

　あえて言うならば、濁にごっているような──。

　何も言わず凝ぎよう視しするディオスに対し、しかし少女は嫌いやがる気配を微み塵じんも見せなかった。

「私はエクスです。ニエーナの神しん獣じゆうです」

　背の高い白い服の少女が答えると、皆みんなは思わず目を丸くした。

「神獣……」

「そう。彼女たちは神サ獣マ使ナいーと神獣のコンビなのよ。そういう意味ではあなたたちと同じね」

　ディオスは改めて彼女たちを見る。

　自信に満ち溢あふれた顔のニエーナと、おっとりとした雰ふん囲い気きで彼女に寄り添そっているエクス。身長差があるので見た目は凸でこ凹ぼこしているが、確かに二人からは、神サ獣マ使ナいーと神獣だけが醸かもし出せる絆きずなのようなものを感じる。

「そうだわ。あなたたちに二人のパフォーマンスを見せてあげるわ」

　良いことを思いついたと言わんばかりのセルセダ。

「……何？」

　ディオスは思わず顔をしかめる。

　なぜ突とつ然ぜん、そのようなことを言うのだろうか。

「あなたたち、花のフロル・祭典フエステイバルを見たことがない素人しろうとでしょ？　チェルメスクに押し付けられただけの。だからまあ、いわゆるハンデというやつね」

　セルセダは勝ち誇ほこったように言う。

　腹が立つほど彼女の顎あごは上を向いている。ディオスたちを完全に見下していた。

「かっちーん。そんなに自信満々なら見せてもらおうじゃん？」

「お、おいルヴィ……」

「……お兄ちゃん……私も……見てみたい……」

「マリンまで」

　二人だけでなく、皆の目は据すわっている。

　ここまであからさまにケンカを売られて、黙だまっているような彼女たちではなかった。

「ふむ。ここで歌って踊おどるということかの？　妾は一向に構わぬぞ」

「私も異議はありません」

　セルセダとは違い、特に悪意を滲にじませることなくニエーナとエクスが言う。

　ディオスは肩かたを竦すくめてから、改めてセルセダを見る。

「わかった。それじゃあ遠えん慮りよなく」

　ディオスが答えると、セルセダは二人に視線だけで合図を送ってから数歩下がる。

　ニエーナは自信たっぷりに、エクスは控ひかえ目に、二人は対照的な笑みを浮かべた後、静かに片腕を上げる。

　そして、曲が始まった。

　弦げん楽がつ器きのうら悲しい入りで始まった曲に合わせ、二人は左右対たい称しようにゆっくりと動き始める。

　そこで曲調が急激に変わり、アップテンポに。

　二人は一度離はなれていたが、また近付いて背中合わせに立つと、透すき通った声で歌い始める。

　その声を聴きいた瞬しゆん間かん、ディオスたちは胸を刺さされたような衝しよう撃げきを受けた。

　穏やかさとうら悲しさと、そして、希望と。

　それらをない交ぜにした不思議な声は、ディオスたちの体の内部に染しみ込んでいく。

　目が離せなかった。

　二人の声と、指先まで魂たましいが通った体の動きに、ただ引き込まれていた。

　しん、と静せい寂じやくが下りる。

　荒野を吹ふき抜ぬける風が頰ほおを撫なでる感かん触しよくに、初めてパフォーマンスが終わったことに気付いた。

　永遠とも取れるような、わずか数秒しか経たっていないような、不思議な感覚だった。

　ディオスたちは拍はく手しゆすることすらできず、しばらくその場に固まっていた。

「どう？　少しは参考になったかしら」

　青い髪をかき上げるセルセダは、意地の悪い笑みを浮うかべている。

[image: ]

　彼女が自信たっぷりだった理由がわかった。

　単純に、凄すごい──。

　対する凸凹した二人は、非常に良い顔をしていた。

「うむ。まだ少し調整が必要じゃが、上々といったところかの」

「そうですね」

「妾たちも花のフロル・祭典フエステイバルには初めて出場するのじゃ。本番では正々堂々、勝負しようぞ」

　ニエーナはそう言うと、カラッとした笑顔でディオスに握あく手しゆを求める。

「あ、はい。よろしくお願いします」

　反射的にその手を握にぎり返すディオスだったが、心ここに非あらずといった様子だった。

「そういえば、あなたたちも練習の途と中ちゆうだったのよね。私たちは別の場所で練習するわ。それじゃあ」

　一方的に言い放ったセルセダは、ディオスたちに背を向けて歩き出す。

　それに遅おくれて、ニエーナとエクスも続く。

　彼女たちの後ろ姿がかなり小さくなったところで、ようやくレイナがポツリと一言洩もらした。

「凄かったね……」

　皆も彼女の言葉に頷うなずくが、その表情は一様に沈しずんでいた。

「正直に言って、ボクたちとは次元が違ったよね……」

「ううっ、挑ちよう発はつに乗るんじゃなかった……。あんなの見せられたんじゃ、ルヴィたちに勝ち目なんてないじゃん……」

「……同じ……神獣なのに……」

　せっかくここまで良い調子できていたのに、ここにきて皆のモチベーションは地に落ちてしまった。

　それほど、ニエーナとエクスのパフォーマンスは圧あつ倒とう的だった。しかも彼女たちの言っていたことから察するに、まだ完璧ではないらしい。さらに本番には、あれに演出も加わることだろう。

「皆が不安に思うのも当然だ。でも、始まる前から気持ちで負けていたらダメだ。俺たちにだってまだ時間はある」

　何とか励はげまそうとするディオス。しかし、皆の心を回復させる特効薬とはならなかった。

　結局この日の練習は早めに切り上げ、街に帰き還かんすることになるのだった。







　それから数日間続けた撮さつ影えい会かいは、日に日に人が増えていった。

　アイドルに目がないというニ・ホティアの人たちを、皆は惹ひき付けることに成功していたのだ。

　後は、本番のパフォーマンスが上う手まくいけば──。

　しかし事あるごとに、あの時見たニエーナたちのパフォーマンスが脳のう裏りを過よぎる。

　それは練習をしている時も、休んでいる時もだった。

　開かい催さい日びが近付くにつれ、皆の心にはさらに不安が募つのっていた。

　それでもその不安をどうにか押し殺し、皆は練習を続ける。

「ここの腕うでの角度を、もう少し──」

「全員のタイミングを完かん璧ぺきに合わせるには──」

　互いの体に触ふれ合いながら、皆は真しん剣けんにやり取りをしている。

　が、突然「きゃぁっ!?」「ひゃんッ!?」と口々に悲鳴を上げ始めた。

　エメロードの蔦つたが、皆の尻しりを撫でていたのだ。

「ちょっとエメロードさん！　突然何をするんですか！」

「前も言ったよね。真ま面じ目めにしてって！」

「あらあら」

　エメロードは皆の剣けん幕まくに困こん惑わくしている。

「皆さんがあまりにも険しい顔をしているので、少しでも緩かん和わさせようと思ったのですが」

「そ、そうだったの？　それはごめん……」

「うふふ。それと、魅み力りよく的なお尻が並んでいる光景に、どうしても我が慢まんができなくなってしまいまして、つい」

「『つい』じゃないわよ。やっぱり真面目にやってないじゃない」

　皆は呆あきれたようにため息を吐つく。

　当のエメロードはしばしキョトンとした後、眉まゆを下げるのだった。








三章　ついに『花のフロル・祭典フエステイバル』開催ですよ？









　深い水底に沈んでいるかのような闇やみが広がる、深夜。

　なぜかディオスは目覚めてしまった。

　何度か寝ね返がえりをうって再び眠ねむりにつこうと試みるも、一向に意識は沈もうとしない。完全に目が冴さえてしまった。

　練習の疲つかれからか、神しん獣じゆうたちはベッドの上で深い寝息を立てている。

　だが、ディオスはそこである違い和わ感かんに気付く。

「あれ……？　エメロード？」

　ベッドの上にいるのは、神獣形態のレイナ、ルヴィ、マリンだけ。

　どこを見てもエメロードの姿がない。

　毛布の中に隠かくれているのだろうか、と捲めくってみるが、中にもいない。

　暗闇に目を凝こらして部屋の中を見み渡わたしてみるが、やはりそれらしき姿はなかった。

　もしかして、彼女の身に何かあったのだろうか。

　ディオスは急激に不安に襲おそわれた。

　他の神獣たちを起こさないようベッドから這はい出た後、ディオスは静かに部屋を出る。

　ここ数日のエメロードの姿を思い出す。

　ニエーナたちのパフォーマンスを見た次の日から、エメロードはより歌の練習に励んでいた。やはり彼女も不安になったのだろう。

　気分転てん換かんに夜風に当たっているだけなら良いのだが──。

　そんなことを考えながらランプに照らされた宿の廊ろう下かを歩いていると、曲がり角で誰だれかとぶつかってしまった。

「ふぁっ!?」

「うわっ、ビックリした!?　す、すみません。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　反射的にディオスは謝るが、そこにいたのは思いもよらぬ人物だった。

「えっ、アガート？」

　黒のゴスロリ衣い装しようにふさふさした耳と尻尾しつぽ。アガートで間ま違ちがいなかった。

「こんな夜中にどうしたんだ？」

「あっ!?　ディオスさん……。あの、私は、そ、その──」

　よく見ると、彼女の手には果物が抱かかえられていた。

　ディオスは瞬しゆん時じに察する。おそらく食堂で余り物でも貰もらってきたのだろう。

「そうか。小腹が空すいたのか」

　実に彼女らしい。

　と思ったが、アガートは首を横に振ふった。

「あ、ああああ、あの、信じてもらえないかもしれないけど、これは、その、ち、違うんです……。わ、私のではなくて……」

　なぜか、いつも以上に動どう揺ようしている。

　不ふ審しんに思ったディオスが眉を寄せると、アガートは「あわわわ……」とさらに挙動不審になってしまった。

「いや、本当にどうした？」

「あ、あの……。も、もう誤ご魔ま化かせないですよね……。さ、差し入れを、しようと思って……」

「差し入れ？」

「は、はい……。あ、あの、エメロードさんに……」

　彼女の口から出た意外な名前に、ディオスは思わず目を丸くした。

「エメロードに？」

「は、はい。ここ数日、深夜になると外に出て、歌の練習をしているみたいなのです……」

「そうなのか!?」

　まったく気付かなかった。

　いや。エメロードが気付かれないように行動していたということだろう。

「私、その、たぶん皆みなさんよりも、遠くの音が聞こえる方で……」

「へー……。だからエメロードが深夜に練習していることに気付いたのか」

　と感心した後、ディオスの顔が強こわ張ばる。

　皆みんなが聞こえないような、遠くの音が聞こえる──。

「……その、ちょっと聞きたいんだけど。音の聞こえる範はん囲いは？」

「えとえと、結構、遠くの方まで……」

「つまり、近くは──」

「よ、余よ裕ゆうで、き、聞こえます……」

「あ、あのさ……。もしかして、だけどさ……」

　冷ひや汗あせが止まらない。だが、もうここまできたら聞くしかなかった。

「は、はい……。その、トルバ・マディナの宿でご一いつ緒しよした時から、ディオスさんの特とく殊しゆな共鳴術テグヴエルトの、その、何というか、音というか……実は、聞こえていて……」

　顔を真っ赤にするアガート。次し第だいに語ご尾びが小さくなっていく。

「マジかああああああ!?」

　ディオスは思わず両手で顔を覆おおい隠してしまった。

　恥はずかしい。もの凄すごく恥ずかしい。

　まさか、今までアレをアガートに聞かれていたなんて──。

「あの、ディオスさんって、時々ちょっとだけ強気になるというか……。えっと、その、ベッドの中では豹ひよう変へんする時がありません……？」

「それ以上は言わないで!?」

　アガートにディオスたちの共鳴術テグヴエルトが聞かれていたとコーシカに知られたら、「私のまんぷくちゃんに何てものを聞かせてるんですかああああ!?　まんぷくちゃんの情操教育に悪い影えい響きようを与あたえる存在はこの場でジェノサイドですッ！」と半殺しにされるかもしれない。いや、間違いなくされる。

「あの、アガート……。くれぐれもこの事はコーシカには──」

「だっ、大丈夫ですっ。というか、その、い、言えません……」

　ですよね……。とディオスは心の中で相あい槌づちを打つ。

「えっと、今からエメロードのところに行くんだよな？　俺も行っていいかな？」

　これ以上この話題を続けたくなかったので、強ごう引いんに転換をはかる。アガートも同じことを思っていたのか、必要以上に首を縦に振った。

「あ、は、はい。もちろんです」

「じゃあそれ、半分持つよ」

　アガートの手から果物を受け取ると、二人は並んで歩き出すのだった。




　ニ・ホティアは、深夜になっても気温がそれほど下がらない。

　生暖かい風を受けながら、ディオスとアガートは静まり返った夜の街を歩いていた。

　アガートと二人、肩かたを並べて歩く日がくるなんて想像すらしたことがなかったので、ディオスは終始不思議な気分になっていた。

「エメロードはやっぱり、街の外にいるのか？」

「はい、間違いないです。エメロードさんの声が聞こえます。距きよ離りからして、これはいつも練習している場所ですね」

　耳を澄すますが、ディオスには何も聞こえない。彼女が捕ほ捉そくできる音は、神獣としての特殊な力でもあるのだろう。そうでないと、普ふ通つうの聴ちよう覚かくなら耳が壊こわれかねない。

　街の外に出ようとした瞬間、アガートが突とつ然ぜん立ち止まる。そして持っていた果物を、全部ディオスに渡わたしてきた。

「あ、あの。私、先に帰ってますね」

「え、ここまで来て？」

「えっと、やっぱり、ディオスさんが行った方がいいと思うのです。あ、あの、私も神獣ですから、その、エメロードさんの気持ちはわかるというか……。だから、彼女が喜ぶ選せん択たくをした方がいいかなって、その……」

　顔を赤くして俯うつむくアガート。

　つまり、神獣とその主人以外の存在は邪じや魔まになるだろうと、彼女は暗に言っているのだ。

　彼女の心こころ遣づかいに、ディオスの心は温かくなる。

「ありがとうな、アガート……。エメロードのことを気にかけてくれて」

　アガートの小さな頭に手を置いて、なでなでと撫なでさする。途と端たんに彼女は「ぴゃっ!?」と悲鳴を上げて肩を竦すくめてしまった。

（いかん……また癖くせが出てしまった）

　やはり自分は、妹的な存在には気軽に触ふれてしまえるらしい。改めて考えてみても、結構ヤバい男だ。

「ごめん……」

　ディオスは慌あわててアガートの頭から手を離はなす。

　とにかく、今日から意識改革を始めよう。まだ間に合うはず。

　特にコーシカの前では、絶対にしないように気をつけなければ。

　アガートはなぜか、頰ほおをほんのりと赤く染めながらボーッと突つっ立ったままだ。もしかしなくても、相当驚おどろかせてしまったらしい。

「アガート、大丈夫か？　突然触さわっちゃって本当にごめんな……」

「い、いえ……だ、大丈夫です。あ、あの、ディオスさんも、夜風に当たりすぎないようにしてください」

「うん、本当にありがとう。おやすみ」

「お、おやすみなさい」

　控ひかえめに笑ってから、アガートは街に引き返していく。

　そしてディオスは、エメロードがいるはずの練習場所に向かった。

「……わ、私、何か変です……。ディオスさんに触れられると、コーシカに感じるドキドキとは、全然違う感じがして……。あ、あうう……ど、どうしよう……？」

　街に帰る間アガートがそのように悶もん絶ぜつしていたなどとは、ディオスは知る由よしもなかったのだった。




　月が照らす荒こう野やをしばらく歩いていると、風に乗って鈴すずを転がすような声が聞こえてきた。

　何度も聴きいているからわかる。これはエメロードの歌声だ。

　今にも消えてしまいそうな儚はかない歌声は、いつものエメロードの姿からは想像できない声だった。

　やがて練習場所が視界に入る。やはり、彼女はそこにいた。

　空に向けて歌うエメロードは、このまま闇やみに溶とけてしまいそうに見えた。

　一瞬だけ怯ひるんだディオスだったが、意を決して彼女に近付いていく。

「……あら、ご主人様？」

　気付いたエメロードが、ディオスに振り返る。

　歌を中断した彼女の顔は、いつもと変わらない。

「細心の注意を払はらって抜ぬけ出していたのですが、バレてしまいましたか」

「いや、今日はたまたま目覚めただけだよ。教えてくれたのはアガートだ」

「そうでしたか。あの子が……。ところで、その果物は？」
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「これはアガートからの差し入れだよ。頑がん張ばって練習しているエメロードに、夜食だって」

「あらあら、それは嬉うれしいですね。でも、こんなに食べられないです」

「確かに、よく見たら一人分の量じゃないな……」

　受け取った時に気付くべきだった。アガートは超ちよう大食いなのだ。

「まあ、二人で食べるか」

「そうしてもらえると助かります」

　ディオスはエメロードの横に並ぶと、二人揃そろって腰こしを下ろす。そして早さつ速そく果物に手を伸のばすのだった。

　夜の空気を感じながら食べる果物は、今までに感じたことのない味がした。まるで禁断の果実を囓かじっているような気分だった。

　食べ終えた後も、二人はしばらく座ったままだった。

「うふふ。ご主人様、二人きりですね」

「そうだな……」

「これから、歌の練習につき合っていただいても？」

「それはもちろん構わないけど、俺にできることなんてあるか？」

「はい。ちょうどご主人様にお手伝いしていただきたいと思っていたところですから」

「そうなのか？　俺は何をすればいい？」

　エメロードに関しては、何もしてあげられないことにディオスも悩なやんでいた。

　その彼女が自ら助けを求めているからには、何でも聞いてあげたい。

「それでは遠えん慮りよなく──」

　エメロードはディオスに密着すると、まるで恋こい人びとのように腕うでに抱だきついた。

　大きな胸を、これでもかというほど押し付けてくる。

「……なあ、エメロード」

「はい」

「これ、歌と関係あるか？」

「うふふ。関係ありますよ。だってこの歌、恋の歌ですもの。ご主人様とここでイチャイチャぬるぬる……いえ、しっとりとした雰ふん囲い気きの共鳴術テグヴエルトをすることによって、私の歌声にもさらに艶つやが出るはずです」

「すっごく強引な理由な気がするんだけど!?　ていうか共鳴術テグヴエルト!?」

「はい。皆みなさんがいない内にコッソリと……しちゃいましょう？」

　イタズラっぽい笑えみを浮うかべてから、エメロードは真正面からディオスの体に抱きついた。

　いつも通りの、エメロードの大だい胆たんな行動。

　だが、ディオスは違い和わ感かんを覚える。

　彼女の顔が、あまり楽しそうではないのだ。

「エメロード？」

　ディオスが聞くと、エメロードは静かに離れた。

　どうしたのだろう。こんなこと、今までになかった。そもそも彼女の性格からして、考えられない行動だった。

「ご主人様、一つお聞きいたします。私は真ま面じ目めにできているでしょうか？」

「へ？」

　唐とう突とつすぎる質問だった。

　熱でもあるのだろうか、と一瞬思ってしまったが、エメロードの真しん剣けんな顔を見るにそうでもなさそうだ。

「いや、とても真面目に練習していると思うけど。こうして深夜に一人で練習しているくらいだし……」

「そうですか。それなら良いのですが……」

「何か気になることでもあるのか？」

「気になる……そうですね……。どのようにしたらニエーナさんたちに勝てるか、ですね」

「それは──」

「ふふっ。ご主人様を困らせるために言ったわけではありません。そういうことですので、私はもう少し練習してから宿に戻もどりますね」

「……わかった」

　ディオスは静かに立ち上がる。

　そういうことなら、エメロードの気持ちを優先させるべきだろう。

「でも、あまり遅おそくなるなよ。心配だ」

「大だい丈じよう夫ぶです。だって今日まで気付いていなかったでしょう？　明け方にはちゃんとご主人様のベッドに戻っていますから」

　控えめに笑うエメロードの顔を見てから、ディオスは彼女に背を向けて歩き出すのだった。




　宿に戻ると、レイナがベッドの上でちょこんと座っていた。

「……お帰り」

「レイナ。起きてたのか」

「ちょっと前にね。エメロードは？」

「一人で練習したいって」

「そう……」

　マリンとルヴィを起こさないように気を払いながら、ディオスはレイナの横に腰こし掛かけた。

「ねえ、私ずっと引っかかっていたことがあるんだけど──」

　極限まで落とした声でレイナが切り出す。

「疑問？　もしかしてエメロードのことか？」

「うん、そうなんだけど……。ここ数日、何かエメロードに違和感を感じるというか……」

「違和感？　例えば？」

「それが、具体的には……。でも、何かこう、落ち着かないというか、心がざわざわするというか……。あ、いつもよりちょっと表情が硬かたい……のかな？」

　思い返してみれば、歌っている時のエメロードの顔は真剣そのものだ。

　真面目にやっているのだから至し極ごく当然なのだが、レイナの言うこともわかる。

「それにしても、エメロードって結構努力家だったのね。こんな夜中に一人で自主練なんて」

「確かに……」

　先ほどのエメロードの姿を思い出す。普ふ段だんは不真面目だが、ちゃんと真面目にやる時もあるのだと少し見直した。

「ディオス、私も頑張るから。チェルメスクのために。そして推すい薦せん状じようのために」

「……ああ。ありがとう」

　レイナの言葉が嬉しくて、ディオスは思わず彼女の頭を撫なでてしまった。

「んにゃっ!?　だ、だから私は猫ねこじゃないって!?」

　ぷいとそっぽを向いて、レイナはベッドの端はしで丸まってしまった。

　いつもと変わらない彼女の反応。しかし今は、それに安心感を抱いだいてしまう。いつもと違ちがうものを立て続けに見てきたせいかもしれない。

　ディオスはベッドの端に腰掛けたまま、チェルメスクから受け取った、演出用の杖つえを懐ふところから取り出す。

　軽く杖を振ふると、先せん端たんからシャランと星のような光が尾おを引き、消えた。

　これは魔ま法ほう使つかいではないディオスでも使える、演出用の特別な杖だ。チェルメスクから預かった道具の中にあったものだ。

　何度かディオスも皆みんなの動きに合わせ、演出の練習もしていた。タイミングは覚えたし、その点に関してはほぼ問題ないだろう。

　ディオスはその杖を眺ながめながら思う。

　懸けん命めいに練習をする皆の姿は、ニエーナたちと会うまで、ディオスにはキラキラと輝かがやいて見えていた。

「星のような光、か」

　またあの輝きを引き出すことができれば、あるいは──。

　どうにか勝つための突とつ破ぱ口こうを考えるディオスだが、解決の糸口は見つからないのだった。







　ニ・ホティアの街外れにある広場では、『花のフロル・祭典フエステイバル』用の特設ステージが着々とできあがっているところだった。

　多くの人々が設営に汗あせを流しているその様子を、建物の陰かげから見つめる人物たちがいた。

「今回は闘とう技ぎ場の破は壊かいの任務が出なかったの、どうしてだと思う？」

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』として漆しつ黒こくの衣服に身を包んだメルアが、隣となりに佇たたずむ金色の狼おおかみの姿をした神しん獣じゆう、レアンロアに尋たずねる。

「私にはわからん。頭領の考えが読めないのは、今に始まったことではないだろう」

「それはそうだけど……。あの方、ガルフネーデの事に関しては、妙みように真っ直すぐなところがあるじゃない？　闘技場を破壊しなかったのがどうにも引っかかるのよね」

「確かにそうだが。バハル・シエロの闘技場もまだ手にかけていないだろう」

「あの時は、光の神獣が狙ねらいだったから……。あそこは事前大会モナーフエスが延期したし、その時に派手にやるつもりだと思うのよ」

「ふむ。まぁ今は考えても仕方があるまい」

「それを言われたら元も子もないわ」

　メルアは肩かたを竦すくめる。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバを率いる『頭領』。

　かの人物の性格に関しては、メルアも未いまだに理解しきれていない。

　バハル・シエロでレイナを狙った本当の理由も、実のところまだわからないままだ。

　光の神獣を思い浮かべたことで、必然的にディオスのことも思い出す。

（事前大会モナーフエスは終わったし、兄さんはもうこの街を出たかな……。今回ばかりは会いたくないな……。ううん、頭領に見つかって欲しくない。そうでないと──）

　メルアの顔が、そこでより険しくなる。

（私はきっと、これ以上誤ご魔ま化かしきれない）

「顔色が悪いなメルア。大丈夫か」

　横から声を掛かけられ、メルアはハッと我に返る。

「大丈夫よレアンロア。ちょっと暑いだけ。この日差しの強さに、この黒い格好だし」

「……そうか」

　レアンロアはそれ以上追つい及きゆうすることなく、メルアから目を逸そらした。







　本番まであと一日──。

　街の外に出た一行の顔は、いつもより緊きん張ちよう気味であった。

「いよいよ明日が本番だ。今日はリハーサルとして最初から最後まで通しでやる。間違えても止まらずに続けるぞ。俺も演出をする」

　チェルメスクから預かった杖を取り出す。

「本番と同じ気持ちでやれってことだね」

「そうだ。エメロード、いけそうか？」

「はい。大丈夫です」

「よし、みんな頼たのむぞ」

「うん。まっかせて！」

　皆は力強く頷うなずいた後、それぞれの位置に着くのだった。




　天に掲かかげる皆の腕うでを、乾かわいた風が撫でていく。

　──上う手まくいった。

　エメロードの歌も完かん璧ぺきだったし、皆のダンスにもミスはなかった。そして、自分の演出のタイミングも。

　成功に手て応ごたえを感じ高こう揚ようした直後。

　突とつ然ぜん、ディオスはガクリと膝ひざをついた。

「えっ!?　大丈夫ディー君？」

　皆が慌あわててディオスに駆かけ寄る。

「いや、問題ない……。ちょっと立ちくらみしただけだよ」

　ファルルに支えられながら立ち上がったディオスだが、その顔色はあまり良くない。

「本番は明日だよ。本当に大丈夫？」

「ああ。今日はよく寝ねて備えるよ」

　と返事をしたものの、不安はあった。

　実はディオスはこの杖を振るう度たびに、激しい疲ひ労ろうを覚えていたのだ。

　本来は魔法使いが操あやつる杖。自分には魔力がないから、おそらくその分体に負担がかかっているのだろう。

　とはいえ、明日の本番一回を乗り切れればそれで良い。それだけの体力は十分に残っているし、今日も大事を取って早めに休めば問題ないだろう。

「それより、今の皆のパフォーマンスは本当に良かったと思う。俺にはマジョリカさんやチェルメスクさんに匹ひつ敵てきするほどに見えたぞ」

「え、本当!?」

「ルヴィたち、あの伝説のアイドルやチェルちぇるみたいだったってこと？」

「ああ。ほんの一いつ瞬しゆんだけど──俺にはみんなが、あの人たちみたいに輝いて見えた」

　ディオスの言葉に笑え顔がおを見せる皆。

「きた！　閃ひらめきました！」

　何の脈みやく絡らくもなく、突然大きな声を出したコーシカ。皆はビクリと肩を震ふるわせる。

「な、何だ!?　どうした!?」

「名前ですよ！　私たちグループの名前です！」

「あ…………」

「そういえば、まだ考えていなかったな……」

　練習に夢中ですっかり忘れていた。さすがに、もう決めておかないとまずい段階だろう。

「んでんで、コーちゃんはどういうのを考えたワケ？」

「確かく認にんですがディオスさん、私たちが輝いて見えたのですよね？」

「あ、あぁ。そうだけど……」

　コーシカにずずいっと詰つめ寄られ、思わず後ずさるディオス。

「実は先ほどのエメロードさんの歌声を聴きいて、私は心だけでなく魂たましいが震えました……。そう、震えたのです。きっと彼女の歌は、もっと多くの人の魂を震わせるに違いありません。人々の魂に届き、そして星のように輝く可か憐れんなダンスを披ひ露ろうするグループ──という意味を込こめた『スピリットスターズ』というのを提案いたします！」

「あ、何か割とまともだった」

「それはどういう意味ですかルヴィさん!?」

「いや、光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアみたいなのかナー？　とか思ってたカラ」

「えっ、何で今その名前が出てくるのですか？　あれは格好良いじゃないですか！　ですが可憐さとは無む縁えんですよ！」

「あぁ、うん。そういう意味で言ったんじゃないんだケド……ま、いいや」

「まさか、気に入ってないのですか!?　もっと別の、パッションが滲にじみ出るものに変えた方が良いですか？」

「そ、そんなことはないから落ち着けコーシカ……。でも確かに、多くの人の魂を震わせることができそうという点では同意する」

　人から言われたならともかく、自分たちのことを『可憐な』とか言っちゃってるのはどうかと思うが、この名前からそんな裏事情まではわからないのでセーフだ。

　あとは本番でも今のように、皆が光り輝くパフォーマンスをしてくれれば──。

「……うん……コーシカの案……私も……結構……好きかも……」

「うふふ。私も異論はありません。私の歌で皆みなさんの魂だけでなく、体の方もゾクゾクと震わせてみたいですね……うふふ……」

「何だか、危ない意味が含ふくまれているようなのは気のせい？」

「たぶん、気のせいじゃないと思うよレイにゃん……」

「うん、ボクもコーシカちゃんの案でいいと思うよ。まぁぶっちゃけ、考えるのが面めん倒どうってのもあるんだけど」

「それはぶっちゃけすぎだろファルル……」

　確かに、ディオスも少し面倒だと思っていたことは否定しないが。

「と、とにかく。通し稽げい古こもしたしグループ名も決まった。今日は早めに宿に戻もどって、明日のために体力を回復させよう」

　ディオスの提案に皆みんなは異論を唱えることもなく、帰り支じ度たくを始めるのだった。







　ニ・ホティアの街の上空に大きな花火が咲さく、花のフロル・祭典フエステイバル当日。

　この日のために特設された会場には、既すでに多くの人々が詰めかけていた。

　その人の多さは、事前大会モナーフエスにも負けない盛せい況きようぶりだ。

　一足早く会場入りをしていたアイドルたちは、複数に分けられた控ひかえ室で待機している。

　ステージ衣い装しように身を包んだ神獣たちも、その控え室の一室で待機していた。

　そして各プロデューサーたちは、運営委員からある物を受け取るため、ステージの裏手に集合していた。

　アイドルたちの出演一覧が掲けい載さいされたプログラムと、出演者に向けた注意事じ項こうが事細かに書かれた書類だ。

　会場の入り口では、特とく殊しゆな装そう丁ていのプログラムが客向けに販はん売ばいされている。このプログラムも、花のフロル・祭典フエステイバルの重要な収入源だ。結構な金額を毎年売り上げており、そのお金はニ・ホティアの発展のために使われている。

　ちなみにプログラムが作られるのは開かい催さい日び当日で、魔ま法ほう使つかいたちがまさに魔法のように次々と作っていくのだとか。

　チェルメスクが築き上げた花のフロル・祭典フエステイバル。まだまだ知名度は低いが、ニ・ホティアにとっては既に大切な存在となっていた。

　ディオスは皆が待つ控え室に戻りながら、受け取ったプログラムに目を通していた。

　プログラムにズラッと並んだ名前の中には、ちゃんと『スピリットスターズ』の名前もある。こうして文字として見ると、少しむずがゆい。

　湧わき上がってくる何とも言えない照れから、口の端はしが少し上がってしまった、その時だった。

「っ!?」

　プログラムを見ながら歩いていたせいで、肩かたが人にぶつかってしまった。

「す、すみません」

　慌てて謝るが返事はない。

　怒おこらせてしまったか──。

　改めてぶつかってしまった人を見たディオスは、そこで知らず息を吞のんでいた。

　立っていたのは、小こ柄がらな少女だった。

　腰こしまである艶つやの良い黒くろ髪かみ。繊せん細さいで、それでいて凜りんとした印象の異国の服。そして、特とく徴ちよう的な目。

　ニエーナだった。

「おお、お主か」

　ディオスを見ながら、どこか嬉うれしそうに言うニエーナ。

「お、お久しぶりです。あの、すみませんでした。前をよく見ていなくて……。怪け我がはないですか？」

「ちぃと肩がぶつかっただけじゃ。そんなに心配せずともよい」

「良かった……。あの、二人のグループ名を聞いていなかったのですが、教えていただいても？」

「うむ。妾わらわたちは『胡こ蝶ちよう』という名でエントリーしておる。覚えておくが良い」

「……ん？」

　どこかで聞き覚え──いや、見覚えがあった。ディオスはもう一度パンフレットに目を落とす。

『胡蝶』の名前は『スピリットスターズ』の真上にあった。どうりで見たことがあるわけだ。つまり、ニエーナがディオスたちの前にパフォーマンスをするということだ。

（最悪かもしれない……）

　よりによって、自分たちの直前が彼女たちとは。

　プログラムを握にぎるディオスの手の内に、知らず汗あせが滲み出る。

「して、主らは？」

「ええと、俺たちは『スピリットスターズ』という名前です」

「おお!?　何と妾たちの後ではないか！　これはますます楽しみじゃのう！」

　彼女の言葉には嫌いや味みがない。本当に楽しみなのだろう。

　だからこそ、ニエーナの器うつわの大きさと余よ裕ゆうを否いやが応でも実感させられてしまう。

「ところでお主、少々顔色が悪いの？」

「え、そうですか？　おかしいな……。昨日の夜はぐっすり寝たはずなんだけど」

「ふっ、緊きん張ちようしているのは誰だれしも同じというわけか。プロデューサーも舞ぶ台たいの演出という大役があるからの。無理をするでないぞ」

「あ、ありがとうございます」

　まさか、ライバルから励はげましてもらうことになろうとは。やはり、彼女はただ者ではない。

「うむ。では正々堂々、勝負しようではないか！　ステージの上で先に待っておるぞ！」

　ニエーナは小さく笑ってから、ディオスの前から立ち去った。

　彼女の小さな後ろ姿を見送りながら、ディオスの胸の内は言いしれぬ感覚が渦うず巻まいていた。まるで、池に薄うすい氷が徐じよ々じよに張っていくかのような。

　本番前の不安ももちろんある。だが、それだけではなかった。

　愛らしい容姿に特とく徴ちよう的な喋しやべり方、そして胸のすくような真っ直すぐな性格。

　しかしなぜかディオスの頭に残り続けるのは、どこか仄ほの暗ぐらいあの目だった。




　ディオスと別れたニエーナは、控え室に繫つながる廊ろう下かを歩いていた。

「なるほど……。ディオスか……」

　ニエーナは歩きながら呟つぶやく。

　先ほどディオスに見せた笑顔は消え去り、仄暗い目はどこか遠くを見ていた。

　そこにどこからともなくエクスがやって来て、静かにニエーナの隣となりに並んだ。

「おお、エクスか」

「どうでしたか？」

「そうじゃな……」

　ニエーナはしばし顎あごに手を置いていたが、やがてほどなくして──。

「妾の勘かんが叫さけんでおる。奴やつはクロじゃ」

　エクスに向け、不敵な笑みを浮うかべるのだった。




　多くの人が詰めかけた観客席に、息を切らせながらある人物が駆かけ込んだ。

「はー……良かった……。ま、間に合ったにゃー……」

　帰き還かんしたばかりのチェルメスクだった。

　チェルメスクは近くの席に着き、まだ誰もいないステージを見つめる。

　市長の娘むすめとしてではなく、あくまで一人の観客として花のフロル・祭典フエステイバルを見るのが、彼女のこだわりでもあった。

「んふふ☆　ディオスがみんなをどのように育てたのか、とっても楽しみだにゃー」

　彼らの結果次し第だいで花のフロル・祭典フエステイバルの行方ゆくえが決まるというのに、チェルメスクの顔には、不安の類たぐいは微み塵じんも浮かんでいなかった。

　そんな中、拡声機能の結けつ晶しよう具ぐを持つ若い女性が一人、広い舞台の上に現れた。

　細身のロングドレスを着た女性は、期待の声でざわつく会場をものともせず舞台の中央まで歩いていく。

「お。いよいよ始まるにゃ」

　チェルメスクは姿勢を正し、席に座り直した。

　直後、ロングドレスの女性が大きく息を吸い──。

「皆みな様さま、暑い中大変お待たせいたしました。今年もこの季節がやって参りました。花のフロル・祭典フエステイバル、いよいよ開幕です！」

　声高らかに女性が宣言すると、会場は大だい歓かん声せいに包まれるのだった。




　会場の熱気と声せい援えんが、控え室まで伝わってくる。

　出番を待つアイドルたちの表情や仕草は、実に様々であった。

　緊張で青白い顔をしている者、余裕そうに談だん笑しようしている者、持ち込んだ食べ物を頰ほお張ばっている者、等々。

　ディオスたちは控え室の端はしの方で、彼を中心に円形に並んでいた。

「みんな。短い期間だったけど、今日までよく頑がん張ばった」

「ディオっちもね」

「ありがとう……」

　チェルメスクからの指示は割と大ざっぱだったりもしたが、自分たちにできることはやってきた。

「もちろん、チェルメスクさんのために優勝を目指したいけれど──。まずはこの舞台を楽しんでほしいんだ。そうすれば、きっと俺たちなら上位までいける」

　全員が大きく頷うなずく。

「それじゃあ、いくぞ、スピリットスターズ！」

『はい！』

　全員が手を重ね、心を一つにしたのだった。







「してメルア。この催もよおしはいつ終わるのだ？」

　観客席の一角で、人間形態のレアンロアが隣のメルアに尋たずねる。

　メルアたちは他の客と同じように、おとなしく席に着いていた。

　二人はステージで歌って踊おどるアイドルたちを見つめている。

「まぁ始まったばかりだし。当分先ね」

　嘆たん息そくするメルアに、レアンロアは眉まゆを寄せる。

「もう、今から神器を奪うばってしまってもいいのではないか？」

「退たい屈くつなのはわかるけど、もう少し我が慢まんしてレアンロア。昨日までに何度も確かく認にんしたじゃない。見張りは常に二人以上はいる。仮にそいつらを倒たおしても、魔ま法ほう使つかいの連中が張った結界もかなり強固だし」

　ステージ脇わきにある控ひかえ室を見つめながら、メルアが硬かたい声で言う。

「この間見た限りだと、神器の周囲の結界は最低でも三重にはなっていたし……」

　そう。彼女たちの狙ねらいは、他ほかでもない景品の神器であった。

　先日から神器の在処ありかは既すでに把は握あくしていたものの、彼女たちは手を出せないでいたのだ。

「お？　メルアとレアンロアはっけーん」

　スポンジよりもカルそうな声に名を呼ばれ、二人は同時に振ふり返る。

　口元を布で覆おおった男が、二人の真後ろに立っていた。

「クラートル……。今までどこをほっつき歩いていた？」

　瞬しゆん時じに『組織用』の硬い声で問うメルア。

「そりゃあ、可愛かわいいオネーチャンたちがこれだけ集まってますし？　そこは男としてちゃんと観察しなければいけないんじゃないの、的な？　いやあ、みんなヒラヒラな格好で実にけしからんですなぁ。世のお父さんたちはきっと大だい号ごう泣きゆうに違ちがいない。あ、でも接せつ触しよくはしてないから。そこはちゃんとわきまえている安心安全○印、長期保証も付いている紳しん士し的なクラートルさんですから？」

　全身をほとんど黒の衣い装しように包み、いかにも隠おん密みつ行動に長たけていそうな格好をしているのに、彼の口はまったく隠密用ではなかった。

「お前、たまには静かにできないのか……」

「それが無理だってことは、レアンロアちゃんもよーくわかってるはず。魔物使いに一番必要なのはコミュニケーション能力っすよ。つまり話術。意い思し疎そ通つう能力。だから俺はやめられない止まらない、むしろ自分でも止められないッ！」

　はっきり言ってこのようなマシンガントークでは意思疎通はあまりできない気がするのだが、魔物相手では違うのだろう。たぶん。

「しっかし、メルアちゃんも健けな気げだねえ。頼たのまれてもいないのに、以前頭領がポロッと零こぼした言葉を覚えていて、発はつ掘くつされた神器の情報を独自に得て、さらにそれを奪って献けん上じようしちゃおうとか？　最初に話を聞いた時、俺感動に震ふるえちゃったもん。『クラートルが感かん涙るいしたで賞』をメルアちゃんに渡わたしたいくらい」

「いらない……」

　メルアは脱だつ力りよくしながら答える。

「うおっ、まさかの受賞拒きよ否ひ!?　さすがにちょっぴり傷ついた！　俺泣いちゃう！」

　喋ると非常に体力を削けずられるこの黒い男は、これでも『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の中で頭領に次ぐ実力を備えている魔物使いだ。

　こんなのでも、実質組織のナンバー２なのである。

　他の鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバのメンバーとしては、ずっと伏ふせていたい事実でもあった。今後も、自分たちから進んで彼を紹しよう介かいすることはないと断言できるが。

「まあ、メルアちゃんが頭領のために動きたいって気持ちは俺もバリバリわかるけど。テロ組織を率いているくせに、変なところであの人、正々堂々としていて真っ直ぐだもんなあ……。どうにも放ほうっておけないっていうか。だからこそ付いていってるんですけどね？」

　クラートルの言葉に反応すると面めん倒どうなので、メルアは心の中だけで同意する。

「あー、しかし可愛いオネーチャンたちが歌って踊るのを見るのはまぁいいんだけど、なかなかに時間がかかりそうだな。あ、そこのお姉さん、お酒を一いつ杯ぱいください。安いやつ」

　クラートルはドリンクを持った売り子の女性に声をかける。お金と引き替かえに安酒を手にしたクラートルは、メルアの隣に座ると口元を覆っていた布を下ろし、グラスに口を付けた。素す顔がおを見られるのが嫌いやなのか、空いた手で顔を隠かくしている。

　彼が静かになるのは、何かを口にしている時と寝ねている時くらいだ。

　メルアは再びステージに視線を送る。

　こうして興味もないアイドルたちのステージを見ているのは、ある時を待っているからだ。

　表ひよう彰しよう式しき──。

　強固な結界と見張りを力ちから尽ずくで突とつ破ぱするのは骨が折れる。

　だが、全すべてが終わった表彰式の時、優勝者に神器を渡す時に、必ず結界は解除されるはず。彼女たちは、その時を狙っていた。

「既に神器には力はないというが──」

「そうね。でも頭領の手にかかれば問題ないはず」

　メルアがレアンロアに答えた直後、会場が歓声に沸わく。

　次のアイドルがステージに登場したのだ。

　その登場したアイドルを見るや否いなや、二人は目を点にする。

　クラートルは「ぶぼっ！」と口に含ふくんだ酒を盛せい大だいに噴ふき出してしまった。

「な、な、な、な、な、な、な──!?」

「いやいやいやいやいやいやいやいや!?　聞いてない！　俺たちなんっっっっも聞いてないですから!?　サプライズにしても程ほどがあるっていうか!?」

　メルアもクラートルも激しく動どう揺ようしている。レアンロアに至っては、完全に石化していた。

　ステージに現れたのは、雰ふん囲い気きのまったく違う凸でこ凹ぼこした二人組。

　小こ柄がらで凜りんとした雰囲気を纏まとう、異国情じよう緒ちよに溢あふれた黒くろ髪かみの少女と、全身から癒いやしの波動を発しているかのような柔やわらかい雰囲気を纏った、えらく背の高い白い衣装の少女。

　その凸凹した二人は、互たがいに背を向けてポーズを取り、曲が始まるのを待っている。

　喉のどに付けられた見えない枷かせをかろうじて最初に外せたのは、メルアだった。

「な、何で自分の神しん獣じゆうと一いつ緒しよにそんな所にいるんですか頭領ーーーーーーッッッッ!?」

　メルアは思わず頭を抱かかえて叫んでいたのだった。




　観客たちの大声援が飛び交かう舞ぶ台たいの下。セルセダは笑えみを浮かべていた。

「チェルメスク、もうこの会場にいるのでしょう？　その目に焼き付けるがいいわ。私が見つけたとんでもない逸いつ材ざいたちを」

　そしてセルセダは舞台の上に立つ二人に声をかける。

「ニエーナ。エクス。この会場をあなたたちの色に染めてあげて！」

「ふん。造作もないことよ。のう、エクス？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶですニエーナ様。皆さんの声援、この胸にしっかりと受け止めております」

　曲が始まった。

　以前と同じように、代わる代わる交こう互ごに歌う二人。

　声質がまったく違う二人は、鐘かねの音を鳴らすかのごとく、掛かけ合いながら歌い続ける。

　そしてたおやかに、優ゆう雅がに舞まう。

　不思議なことに、ステージ上を駆かける光は、二人を照らすためのものではなかった。

　逆に、二人から発せられた光だった。

　まるで観みる者を異空間に引きずり込むような、そんな不思議な感覚を抱いだく二人のパフォーマンス。

　気付けば曲は終わり、二人は正面で向き合い、手を取り合っていた。

　静せい寂じやくが数秒、会場を支配した後。

　今度は割れんばかりの拍はく手しゆに包まれた。

　そして一いつ斉せいに投げ入れられる通貨。

　その量は、これまでのアイドルたちの数倍はあった。

「ふん。妾わらわにかかればこんなものよ」

　無数の通貨が舞台に落ちる音を聞きながら、ニエーナとエクスは舞台袖そでに消える。

　主役が消えた後でも、通貨はどんどん投げ入れられていた。




「おわあ……。これは確かに凄すごい子たちを見つけたねー、セルセダ……。やけに自信たっぷりだったのも納なつ得とくだにゃー……」

　拍手の鳴り止やまない観客席で、チェルメスクは「してやられた」と複雑な笑顔になっていた。

「でも、まだわからないにゃー。ディオスたちはきっとこれ以上のパフォーマンスをやってくれると信じているにゃ……！」

　控え室のある方に視線を送るチェルメスク。

　いよいよ、次が彼女たちの出番だ。




「………………」

　言葉が出なかった。

　メルアたちは、しばらくの間彫ちよう像ぞうのように固まっていた。

　まさかテロ組織の頭領が、よりによってこのようなステージで歌と踊りを披ひ露ろうするなんて、想像すらしたことがなかったからだ。

　そもそも、想像できる人間がいるのだろうか？

　しかも、かなり上う手まいときた。

　ウェスベルは元々役者だったからこそ、舞台を使っての奇き襲しゆうという手段をとったが、ニエーナは違う。わざわざ自分から、大勢の人間の前に出ていったのだ。

「いやあ……頭領たちのグゥゥゥゥレイトッッなパフォーマンスを見て、思わず固まっちゃったよ俺……。人間、どういう才能を隠し持っているかわからんもんだねえ。そういう俺もヒヨコの雄おすと雌めすを鑑かん定ていする能力は八割程度の成功率でありますけど？　もしかして俺も実はアイドルの素質があるとか？　デビューできちゃうんじゃ？」

「いや、それはやめておけ……」

　本気で止めるメルア。彼を人前に堂々と出してしまったら、悪い意味での広報になってしまうことは想像に難かたくなかった。

「っつーかホラホラ、いつまでもボーッとしてたら頑がん張ばった頭領たちに申し訳が立たねえってもんでさぁ。今は頭領たちに向けてのお捻ひねり投入タイムみたいですよ？　俺たちも協力しないと。あ、あー、テステス。ただいまマイクのテスト中────。よし、今日も喉の感度は絶好調。んんっ、皆さんどうもどうも。こちらニエーナ＆エクスのファンクラブ会員番号一番でっす！　どうよ、今のパフォーマンスめっっちゃ綺き麗れいだったっしょ？　凄かったっしょ？　そういうわけで、気に入ったら是ぜ非ひ是非通貨の投入をオナシャス！　オナシャス！」

　観客たちに向けてペコペコと頭を下げ始めるクラートル。

　クラートルの口上に釣つられたのか、彼の周囲にいた観客たちが一斉に通貨を投げ入れ始めた。

「おお!?　素晴らしい！　たくさんたくさん通貨を投げてくれてありがとうッ！　そっちもこっちもあっちの皆さんもありがとうッ！　でもでもでも～、もっと投げ入れちゃっていいのよ？　あ、ついでに俺のお財さい布ふにも入れちゃってもいいですよ？　今月ちょぉぉっとばかり厳しくてねえ。不ふ況きようの波がここまでも──という俺のお財布事情はさておいて。さあさあ、うちのニエーナちゃんたちを是非とも優勝に導いて！　みんなの推おしとして心の中に住まわせてッ！」

「お前の順応力だけは素直に凄いと思う……」

「順応力だけとか悲しいことを言わないでよメルアちゃんッ!?　頼たよりになるとかダンディーとか抱かれたい雰囲気ナンバー１とか、もっと凄いところがよりどりみどりでしょ!?」

「残念ながら、お前には今挙げた要素はどれもない」

「相変わらず手厳しいッ！　でもそこがメルアちゃんのいいところ！」

　メルアはため息を吐つく。

　クラートルとのやり取りは打てば響ひびく鐘のようだが、その音が無限に広がりすぎて頭が痛い。

　未いまだ会場に投げ入れられる通貨。

　それを必死で回収して回る大会の運営委員の人々。

　その光景をぼんやりと眺ながめながら、メルアはふと思った。

「ひょっとして頭領も、神器の情報を既すでに得ていたのでは……」

「お、ということは、つまりつまり～？」

「正々堂々と、正せい攻こう法ほうで神器を手に入れようとした──とか？」

「あー……。確かに頭領なら考えそうだわー……。こいつぁうっかりだぜ。せっかく俺たちがサプライズプレゼントしようと思っていたのに」

　組織に属して随ずい分ぶんと経たつメルアだが、未だニエーナについては謎なぞな部分が多かった。

　ニエーナは少女の姿をしているが、メルアが組織に来た時から姿は変わっていない。

　今回の突とつ拍ぴよう子しもないこの行動。あえて理由を述べるなら、気まぐれ──といったところだろうか。

「頭領の考えていることは、本当にわからない……」

　しみじみと呟つぶやいたその言葉からは、組織の人間にしかわからない苦労が滲にじみ出ていた。




　舞台袖で待機していたディオスたちは、舞台から引き上げてきたニエーナたちとすれ違ちがう。

「ふむ。お主らの演舞、楽しみにしておるぞ」

　ニエーナはディオスの肩かたをポンと叩たたき、笑顔を見せて立ち去る。

　突とつ然ぜんのことに、皆みんなはしばらくポカンとしていた。

「ディオス、何かやけにあの人と仲良くない？」

「いや、そんなことはないって。本番前に偶ぐう然ぜん会って、ちょっと話はしたけど……」

「ふーん？　ディー君って本当に女の子に縁えんがあるよね？」

「こ、こんな時に変なことを言うなよ！」

「ん、ごめんごめん。でもちょっと緊きん張ちようがほぐれたでしょ？」

　イタズラっぽく笑うファルル。確かに彼女の言う通りだった。

　意外にも、この中で一番リラックスしているのがファルルだ。大勢の人の前に立つのは初めてなはずなのだが、案外肝きもが据すわっている。

　ディオスは順番に皆の顔を見回し、最後にエメロードを見る。

　緊張は窺うかがえるが、その顔は真しん剣けんそのもので──。

　不意に、ディオスの頭に『ある考え』が下りてくる。

　まさか、彼女は──。

「では、次のアイドルです。今大会では一番の大所帯！　個性豊かな七人組！　『スピリットスターズ』！　どうぞ！」

　ついに呼ばれてしまった。

　皆は顔を見合わせてから、いよいよステージに移動する。

　残されたディオスは、舞台袖から皆の姿を見つめていた。

　ここまで来たら、後は全力でやるしかない──。

　始まりは、ディオスの演出から。

　特大の光が下りると同時にパフォーマンスが始まる。

　いよいよ、この時が来た。

　ディオスは深呼吸をしてから、覚かく悟ごを決めて魔ま法ほうの杖つえを振ふる。

　ステージ上に咲さく、光の花。

　眩まばゆい光に全員の姿が包まれて──。

　そして、唐とう突とつにディオスの意識はそこで途と切ぎれた。




　会場の一角で彼らを見守っていたチェルメスク。

　彼女の座っている位置から、ディオスの倒たおれる様子はバッチリと見えていた。

　倒れたまま動かないディオスの姿を見ながら、チェルメスクは「しまった……」と呟く。

「あっちゃー……完全に忘れてた……。そういえば、ディオスは魔法使いじゃなかったにゃー……」

　振るうだけで、誰だれでも舞ぶ台たいの演出ができるようにチェルメスクがカスタマイズした、あの杖。

　杖本体はこの街のどこにでも売っている物で、別段珍めずらしくはない。

　だが、その性能に関する『あること』を、チェルメスクはすっかり忘れ去っていたのだ。

　魔力がない時に扱あつかうと、その代だい償しようとして体力が消費される──ということを。

　魔力が枯こ渇かつしてしまうような状じよう況きようは、魔法使いにとっては滅めつ多たに起こることではない。よっぽど魔法を連発しないと起こりえないからだ。

　魔法使いの街、ニ・ホティア。当然チェルメスクの周囲にも、昔から魔法使いの人間が多く存在していた。だから彼女は咄とつ嗟さに思い至らなかったのだ。

　ディオスには元々『魔力がない』ということに。

　だからディオスは練習の時から、杖を振るう度たびに激しい疲ひ労ろうを覚えていたのだ。彼の体力を消費していたから。

　魔法を扱う時の体力の消費は、普ふ通つうに運動した時の疲労とは少し質が異なる。休息、睡すい眠みんを取れば簡単に回復する、というものではない。

　それに加え、初めての経験尽づくしにディオスはずっと気を張っていた。

　ここにきて、彼の疲労度は限界を超こえてしまったのだ。




　突然、ディオスがその場に倒れ伏ふした。

「……えっ!?」

「ディオス!?」

　突然のことに動どう揺ようする皆。

　神しん獣じゆうたちが真っ先にディオスに駆かけ寄る。

「ディオス、しっかりして！」

「……お兄ちゃん……」

　呼びかけにもディオスは応じない。

「そんな……。ど、どうしよう……」

　この間にも曲だけは流れている。

　歌が乗らないメロディーだけの音と、観客たちのざわめきの音の量が、次し第だいに逆転していく。

「ど、どうしたんだ？」

「何かトラブルか？」

　一向にパフォーマンスを始めない少女たちを見て、観客たちも不安を募つのらせる。

「ど、どうしよう？」

「ディオスさんの演出なしでやり直すか、それとも……」

「ご主人様……！」

　エメロードがディオスの体に触ふれると、僅わずかにディオスの目が開いた。

　しかし呼吸は浅く、かなり苦しそうだ。

「あぁ、ご主人様っ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　すぐに──」

「エメロード……我が慢まんしなくていい……」

「え──？」

　突然のディオスの言葉に、エメロードは目を見開く。

「……いつも通り」

　エメロードの言葉を遮さえぎりディオスは告げる。

「いつも通りでいい。真面目になんてならなくていい。きっと、お前はそれでいいんだ」

　ディオスはそこまで一気に言うと、また苦しそうな息を繰くり返す。

「ご主人様！」

　そこでようやく、運営の人たちがディオスの周囲に集まる。

「担たん架かを用意して！」

「治ち癒ゆ魔法班！　すぐに急行してくれ！」

　慌あわただしく、物々しい雰ふん囲い気きが広がる。

　運ばれていくディオスの姿を眺めていたエメロードは、何かを決意したように胸の前で手をギュッと握にぎった。




　ざわめきが収まらない会場。

　ステージでは、司会の女性が神獣たちと話をしている最中だった。

　それは、仕切り直してパフォーマンスを続けるのか、それとも棄き権けんをするのかの意思確かく認にん。

「棄権という選せん択たく肢しは私たちにはありません」

　エメロードがキッパリと告げる。

「それでは準備ができましたら、こちらに合図を送ってください。曲を流します」

　司会の女性は説明を終えると舞ぶ台たい袖そでに捌はける。

「でもディオスさんの演出なしで、どこまでできるのでしょうか……」

　不安げにコーシカが呟いた直後だった。

「頑がん張ばれー！」

　不意に、会場から声が上がったのは。

「頑張れ！　スピリットスターズ！」

「落ち着いて！　俺たちはいつまでも待ってるぞー！」

　自分たちを呼ぶ声に、自然と顔が上がる。

「あれは、もしかして……」

「ファンになってくれた人たち？」

　それを皮切りに、会場からは次々と声せい援えんが上がり始める。

　練習も営業活動も、彼女たちにとっては非常に短い期間でしか動けなかった。

　それでも、今までやってきたことは無む駄だではなかったのだ。

　ファンになってくれた人だけではない。

　その周囲の人間も巻き込んで、声援はどんどん広がっていく。

　やがて会場は、温かい声援で埋うめ尽つくされた。

　皆の目に光が戻もどっていく。

「……やろう」

　レイナが静かに呟くと、皆も頷うなずいた。

「ディオっちが今ここにいなくてもさ」

「……私たちと……一いつ緒しよ……。だって……神サ獣マ使ナいーと……神獣だから……」

「おおっと。人間のボクたちだって気持ちは一緒だよ」

「私たちの心は、ディオスさんと共に」

「みんな、一緒です」

　エメロードは笑え顔がおで皆の顔を見る。

「やりましょう、ご主人様のためにも……！」

　力強く言い切ったエメロード。皆の顔にも、もう迷いはない。

　勝負には勝てないかもしれない。でも、始める前から気持ちだけでも負けてはいられない。

　改めて手を合わせ、皆は気合いを入れる。

　そして舞台袖で待っていた司会者に向けて、準備ＯＫの合図を送った。

　随ずい分ぶんと開始が遅おくれてしまったが、その分、最高のパフォーマンスを披ひ露ろうする──。

　全員の心は一つになった。




　センターで歌うエメロードを中心に、次々とフォーメーションを変えてダンスを披露する皆みんな。

　時に激しく、時に緩ゆるやかに。

　ルヴィとファルルは、元気いっぱいにクルリと回転。

　コーシカとアガートは、はにかみながら小首を傾かしげて。

　マリンは可愛かわいらしく手を組み、レイナは尻尾しつぽを可愛く左右に振り──。

　それぞれの個性を生かした動きも取り入れ、皆は活いき活いきとした顔で、実に楽しそうに踊おどり続ける。

　演出が一いつ切さいない、シンプルなパフォーマンス。

　それでも皆の笑顔が最高の演出となって、歌と踊りに花を添そえていた。

　やがて曲は終しゆう盤ばん。

　最後のサビに向かう前の間奏に入った時、変化は起きた。

　エメロードの背から、蔦つたが生えてきたのだ。

「────!?」

　エメロードの蔦を見て、全員が驚きよう愕がくに目を見開く。

　当然、これは演出の一いつ環かんではない。

　エメロードは「うふふ」と笑いながら、皆の体に蔦を絡からませていく。

「ちょ、ちょっとエメロード!?」

「突とつ然ぜん何!?」

「うわぁ!?」

　皆はなすすべもなく体を持ち上げられる。

　エメロードは止めない。ニコニコと笑いながら、さらに伸のばした蔦で皆の体をなぞり始めた。

「あんっ──!?」

「やっ、そ、そこは……！」

「こ、こんな所で!?　は、破は廉れん恥ちですぅっ……！」

「お、おおっ……!?」

「こっ、これは──!?」

　突然始まった謎なぞのお色気ショーにどよめく会場。
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　さらに蔦で、皆の体を持ち上げるエメロード。

　しかもエメロードはその状態のまま、再び歌い始めてしまった。

　羞しゆう恥ちに身み悶もだえる皆を周囲に侍はべらせながら歌うその様子は、かなりのインパクトを会場の観客に与あたえるのだった。

「こりゃあ、エメ姉にしてやられたね」

「……もう……めちゃくちゃ……」

　宙に浮ういた状態で肩かたを竦すくめる神しん獣じゆうたち。

「で、でもエメロードさん、とても良い顔をしてます」

「言われてみれば……」

「あれは心の底から楽しんでいる顔だね……」

　確かに練習の時とはうって変わって、エメロードの顔はこの上もなく輝かがやいていた。

　それだけでなく、声も今までになかった張りが出ている。

　神獣たちが身悶える中、結局エメロードはその状態で最後まで歌い終えてしまった。

「うふふ。スッキリしました。本当に、とても楽しかったです」

　エメロードは最後まで笑顔だった。

　そして大だい歓かん声せいと共に、観客たちは一いつ斉せいに通貨を会場に投げ入れ始めるのだった。




　チェルメスクは立ち上がって、惜おしみない拍はく手しゆを送り続けていた。

「いやあ、さすがの私もあのパフォーマンスにはビックリビックリ☆　それにしてもエメロードちゃん、本当に良い顔をしてたにゃー。やっぱり私の見立てに間ま違ちがいはなかったのにゃ！」

　チェルメスクはいつまでも拍手を続けるのだった。




　控ひかえ室に戻った神獣たちを待っていたのは、申し訳なさそうに苦く笑しようするディオスの姿だった。

「ご主人様……！」

「ディオス！　体はもう大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　皆は一斉にディオスに駆かけ寄る。

「ああ。医務室で治癒魔ま法ほうをかけてもらったんだ。俺には元々魔力がないことに加えて、疲ひ労ろうも溜たまっていたらしくて……。みんな、迷めい惑わくをかけて本当にごめんな……」

「大丈夫だよディー君。ボクたちはやりきったから。ねえみんな？」

　皆は少し苦笑しながらも頷く。

「まぁ、ある意味凄すごかったです。エメロードさんの演出……」

「ホントホント、あれはルヴィたちも全然予測できなかったっていうか」

「……でも……会場の人たちの……受けは良かった……」

「やっぱりエメロードはそのままが一番ってことかな」

「ふふっ、そうですね。私もびっくりしたけど、エメロードさん、とても楽しそうでした」

　次々と語る皆に、ディオスは呆あつ気けに取られる。

「え？　エメロードの演出って……？」

「うふふ。ご主人様のアドバイス通りにしました」

「それって、つまり──」

　不安げな顔をするディオスに、皆はイタズラっぽい笑みを浮かべる。

　そして代わる代わる、事の顚てん末まつをディオスに語るのだった。








四章　全すべてが終わるまで油断は禁物ですよ？









　全アイドルたちのパフォーマンスが終しゆう了りようした。

　現在会場には、出演したアイドルたちがズラリと並び、結果発表を待っている。

　今回は上位入賞者はスリアンヴォスの推すい薦せん状じようが貰もらえるということもあり、ソワソワとしている人が多い。

　ディオスたちもその中の一員だった。

　投げ入れられた通貨は、結果が出るまで正確な数はわからない。

　全てのアイドルのパフォーマンスを見たわけでもないので、自分たち以上に好評な反応のアイドルがいた可能性もある。

　そういうわけで、皆の心臓の鼓こ動どうは二倍に高まっていたのだった。

　いよいよ、ロングドレスの司会の女性が現れる。

　会場はより一層、緊きん張ちよう感かんに包まれるのだった。

「皆みな様さま、大変長らくお待たせいたしました。いよいよ結果発表の時間がやって参りました。私の手元にあるこの紙に、今大会の全ての結果が載のっております。私もまだ中は見ておりません。では早さつ速そく、順番に発表していきましょう。えー、第三位は──」

　ゴクリと、どこからか喉のどの鳴る音が聞こえた。

「小動物のようなキュートさで会場中を魅み了りようした、ルミエール！」

　その瞬しゆん間かん、会場中が歓声に包まれる。そして一人の小こ柄がらなアイドルが口元を手で押さえ、目を潤うるませていた。彼女の周囲にいたアイドルたちは、「おめでとう」と祝福をしている。

「続いて準優勝の発表です」

　また静まり返る会場。

　司会の女性は、眉まゆを開きながらとある二人に視線を送った。

「凸でこ凹ぼこコンビが魅せてくれた独特の雰ふん囲い気きは今大会随ずい一いち！　『胡こ蝶ちよう』の二人です！」

「……優勝だと思ったのに」

　セルセダが悔くやしそうに舌打ちを洩もらす。

　その隣となりのニエーナも「むぅ。優勝は逃のがしたか」と眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「ど、どうしよう……。あの二人準優勝だって……」

「次に名前を呼ばれないと負けてしまいます……」

　レイナとコーシカは、ニエーナたちを見ながら不安そうに呟つぶやく。

　残っているのは優勝のみ。

　ファルルが祈いのるように胸で手を組むと、マリンとアガートも同じように手を組み、ぎゅっと目を閉じた。

「そして栄はえある優勝は──」

　会場中が静まり返り、ドラムロールが鳴り響ひびく。

　これも演出なのか、司会の女性はたっぷりとため込んでいる。

　──まだか。

　いよいよ緊張感がピークに達した、その時。

　司会者の女性が、とある場所に向けて力強く腕うでを伸ばした。

「会場中の度ど肝ぎもを抜ぬいた斬ざん新しんなパフォーマンスを披露してくれました！　笑え顔がおが素す敵てきだった『スピリットスターズ』！」

「えっ!?」

「────噓うそっ!?」

「やったああああああああ！」

「優勝……私たちが優勝だなんて……！」

「うわあぁぁぁぁん！　頑がん張ばって良かったですうううう！」

　歓喜に包まれるディオスたち一行。

　その彼らに向かって、観客席からチェルメスクが飛び込んできた。

「みんなああああああああっ！　優勝おめでとうううううう！　そしてありがとううううううう！」

「チェルメスクさん！」

　皆みんなをまとめて抱だきしめながら、チェルメスクは目の端はしに涙なみだを浮かべている。

「やっぱり私が見込んだ通りだったにゃ！」

「いや、ちょっとこの際言わせてください！　チェルメスクさんの指示に適当な部分が多くて、かなりこっちは苦労したんですからね！　ていうかあの杖つえ、副作用があるならちゃんと説明しておいてくださいよ!?」

「いやあ、あの杖は魔法使いは問題なく使えるんだけど……ディオスが魔法使いじゃないことをすっかり忘れていたんだにゃー。うっかりうっかり☆」

「可愛く言っても恨うらみは変わらないですからね……」

「ええ～……!?」

「さてさて皆さん、今大会はまだ終わりではないですよ！　スリアンヴォスの推薦状を獲かく得とくした、上位入賞者たちの発表です！」

　待ってましたとざわつく会場。

　そんな中、次々と上位入賞者の名前が読み上げられていく。

　優勝したディオスたちも、もちろんその中に入っていた。

「推薦状は強制授じゆ与よではありませんので、必要のない方はもちろん辞退できます。その際は後ほど声をかけてくださいね。では、このまま続けて表ひよう彰しよう式しきに移らせていただきます。さあ裏方さんたち、カモン！」

　賞金と景品の神器が載のった白い台が、スタッフによって慎しん重ちように運ばれてきた。

　神器は、くすんだ金色をした盃さかずきであった。

　小さくもないが、大きくもない。普ふ段だん使いに問題ない大きさであるが、わざわざ神器に水やエール酒を入れて使う強つわ者ものはいないだろう。

　人によっては、一生目にすることがないと言われているほど数が少ない神器。その大変珍めずらしい存在を目の前にして、会場はより興奮に包まれた。

「毎年密ひそかに頑張ってきた優勝者への景品ですが、今回も凄いですよ！　既すでにご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、なんと数ヶ月前に発はつ掘くつされた神器！　残念ながら力はもうないみたいですが、持っているだけでガルフネーデ様のご加護が得られること間違いなし！　さあ、スピリットスターズの代表者の方お二人、どうぞ前へ！」

「ここはやっぱり、ディオっちとエメ姉っしょ」

「……うん……異議なし……」

「わかった。行ってくるよ。……緊張するな」

「うふふ。では私もご主人様と共に参りますね」

　ディオスとエメロードが前に出た、その時だった。

　神器が置かれた台周辺に、突とつ如じよとして鋭えい利りな刃は物ものが降ってきたのは。

　たちまち神器は、鋭するどい刃物の檻おりで囲まれてしまった。

「なっ──!?」

「だっ、誰だれですか!?　こんな刃物を投げてきた人は！」

　いきなりのことに司会の女性は腰こしが抜けてしまったらしく、その場にペタリと座り込んでいる。

　会場中の人々が周囲を見回し、危険行こう為いをした犯人の姿を捜さがしている。

　ディオスは神器の周りに突つき立てられた、複数の黒い刃物を見て目を見開いた。

「これは、刃物じゃない……？」

　黒く細い棘とげのような物。これは刃物というよりは──。

「針……？」

　エメロードが呟く。

「それは俺の魔ま物ものの針だ！　予想通り、今は結界はないみたいだな。その神器は、俺ら鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが頂く！　まさに美お味いしいところを横取り総取りってなぁ！」

「────!?」

　聞いたことのない男の声が上から降ってきた。

　そちらに視線をやると、会場の屋根の上に口元を布で隠かくした黒い男の姿があった。

　男の隣には、五つの頭を持つ蛇へびの魔物もいる。

「鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバだって!?」

「な、何でこんな所に!?」

「とにかく逃にげろ！　テロ組織だ！　すぐに逃げるんだ！」

　男の登場で、たちまち会場中がパニックに。

　観客たちもアイドルたちも、我先にと出口へと殺さつ到とうする。

「くっ──！　みんな落ち着いて！　まだどのような罠わながあるかもわかっていません！　落ち着いてください！」

　コーシカの呼びかけも虚むなしく、人々は止まらない。

　会場内の混乱は増す一方だった。

「ニ・ホティアの事前大会モナーフエスに現れなかった鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが、なぜ今ここに──」

　彼女たちが現れたということは、直じかに何かを仕し掛かけてくるはず。

　だが既に、安全に避ひ難なん誘ゆう導どうができる状じよう況きようではない。このまま怪け我が人が出ないよう祈るしかない。

「私たちもいる」

「なっ──!?」

　さらに、後方から聞き覚えのある声。

　振ふり返ると、観客席の一角にメルアとレアンロアの姿があった。

　メルアは組織用の黒い服に身を包んでおり、表情も冷たい。

　ディオスはギリと奥歯を鳴らす。

　彼女が組織に留とどまり続ける理由、何としてでも聞き出さねば──。

「フハハハハハハ！　よ・う・や・く！　俺の出番ってわけだな！　本当に待ちくたびれた！　というわけで全世界の俺のファンの皆みなさん、お待たせ！　お待たせ！　ようやくクラートルさんの登場ですよ！　待たせた分だけ今から俺大活かつ躍やく！（予定）　そのうっすい目をよぉく見開いて目に焼き付けて帰ってくれよな！　ちなみに観戦料は何と無料！　あなたの人生的にも超ちようお得！　やったね！　あ、でも個人的な支し援えん金はいつでも受け付けております！　ラブレターやチョコでもいいよ！」

　それまでのシリアスな空気を木こっ端ぱ微み塵じんにする意味不明で陽気な声は、先ほどの魔物を従えた男のもの。

　クラートルと名乗った男は、逃げまどう観客たちに向けて手を振っている。が、当然それに反応する人間は誰一人としていなかった。

「何だあれ……」

　ディオスはそう呟くのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　最初の登場時はもっとまともそうに見えたのだが──。

　テロ組織の一員らしからぬ男の態度に、脳の処理が追いつかない。

「うにゃにゃ、なかなかに個性的な人だねぇ。来年の花のフロル・祭典フエステイバルでプロデュースしてみたいかも☆　男の人はまだプロデュースしたことがないからにゃー」

「チェルメスクさん。あの人は何となくやめておいた方がいい気がします……」

　ディオスたちが話している間に、クラートルは「とうッ！」という掛かけ声と共に、屋根の上から会場へと飛び下りる。

「華か麗れいに着地！　のち素早く奪だつ取しゆ！」

　そして呆あつ気けに取られている皆の目の前で、言葉通り素早く神器を手に取った。

「さらにドン！」

　クラートルはパチンと指を鳴らす。

　刹せつ那な、神しん獣じゆうたちの真上に大きな網あみが出現。そして神獣たちをまとめて捕ほ縛ばくし、吊つり上げる。

「うええええ!?」

「…………っ!?」

「なっ──何よこれー!?」

「あらあら、ぎゅうぎゅう詰づめで狭せまいですね。これはこれで興奮いたしますけれど、ちょっと痛いです」

　蝙こう蝠もりのような羽を持つ巨きよ大だいな鳥が、神獣たちを捕つかまえた網を持って男の所へと移動する。

「あぁっ！　みんな!?」

「ハーハッハッハッハ！　神獣たちをまとめて頂いちゃおう作戦大・成・功！　おめでとう俺！　おめでとうッ！　残念だったな男の神サ獣マ使ナいー！　お前のことはじっくりコトコトと煮に物もののように調査済みだから先手を打たせてもらった！　あ、ちなみにその網、特とく殊しゆ素材だから。能力を使って内側から脱だつ出しゆつしようとしても無む駄だだからね神獣たち？」

　高笑いするクラートル。

　彼の言葉を無視して、神獣たちは力を使おうと試みる。

　しかしルヴィの炎ほのおでも焼き切れず、マリンの水流も、エメロードの蔦つたでも網は切れない。

　神獣たちは悔くやしそうにクラートルを見み据すえる。

「くっ──！　精神攻こう撃げきで皆を油断させておいて、堂々と正面から神獣さんと神器をかっ攫さらうという作戦だったわけですか！」

「な、なるほど。なかなかに高度な演技……！」

「いや、たぶん違ちがう気がするんだけど……」

　コーシカとファルルに静かにツッコむディオス。

　あまり認めたくはないが、おそらくあの男のアレは、演技ではなく素すな気がする。

「ちょっとちょっとぉ！　そこの怪あやしい口軽男！　神獣ちゃんたちを返してよ！　あと、その神器もボクたちのだかんね!?」

「怪しい雰ふん囲い気きはテロ組織と男の香こう水すい！　でも俺は決して口軽ではない！　他人の秘密はきちんと墓場まで持っていく義ぎ理り堅がたさよ！　というかね、返してと言われて『はい返します』ってやったんじゃ、俺ただのいい人じゃん!?　そもそもオネーチャンたち、ナチュラルに俺に失礼なこと言ってない!?　こう見えて俺の心は繊せん細さいなんだからな！　ガラスのハートにヒビが入っちゃったらどうしてくれんの!?　一生をかけて償つぐなってもらうよ!?　何？　それは嫌いや？　どうしても和解したかったら、敏びん腕わん弁護士を連れてきたまえ！」

「残念ですが、こちらには和解する気など毛頭ありません！　非常にふざけた態度ではありますが、一応あなたも鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員ですよね!?」

「一応って何だ!?　どこから誰がどう見ても、クールでスマートでデリィィィィシャスな組織のメンバーだろうが！」

「いや、デリシャスは違うだろ……」

　たぶん、デンジャーだと言いたかったのだろうな、とディオスは何となく察する。

「人のちっちゃいミスを指し摘てきするのいくないッ！　わかっても流すのが大自然並みの優やさしさってもんだろぉ!?　くそぅ、さらに俺の心は傷ついたぞ！　ええいっ、こうなったら全員まとめておしおきだ！　お尻しりペンペンじゃすまないからな!?　さあ来いッ！　俺の愉ゆ快かいな仲間たぐはッ!?」

　最後まで言い終える前に、クラートルの体が吹ふっ飛び、ステージの壁かべに顔面から激げき突とつ。

　何が起こったのか、瞬しゆん時じに理解できた者はいなかった。

「勝手に話を進めるでないわ、馬ば鹿か者が」

　目の前に広がる光景は、ローキックを放ったポーズで止まっているニエーナの姿。

　クラートルが持っていた神器は、いつの間にか彼女の手に移動している。

「優勝して妾わらわが神器を手に入れようとしておったのに──。お前たちまで動いていたとか聞いておらんわ」

「いっ、いきなり背中をおもいっきり蹴けり抜ぬくなんて酷ひどいっすよ頭領……。背骨が折れたかと思いましたもん……。ていうか、お言葉ですが頭領。聞いていなかったのは俺たちも同じっすよ!?　せっかく頭領にサプライズ☆プレゼント企き画かくをご提供しようと思ってたのに、ご本人自ら会場に乗り込んでいるなんて、こっちの計画が台無しっすよ！」

　壁に激突した時に切ったのか、額から血をダラダラと流しながら、クラートルはヨロヨロと起き上がる。

　しかしディオスたちは、彼がニエーナに言ったある単語に心を乱していた。

「頭領……？」

　ニエーナはそこで嘆たん息そくすると、改めてディオスたちに向き直る。

「そうじゃ。妾はニエーナ。鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバを率いておるのは、他ほかならぬ妾である」

　静かに、それでいて堂々と告げるニエーナ。

　ディオスたちは、しばらくの間彼女を凝ぎよう視しすることしかできなかった。

「彼女が、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの……？」

　震ふるえる声でコーシカが呟つぶやく。

　トルバ・マディナで多くの人を危険に晒さらし。

　バハル・シエロではレイナを狙ねらい。

　聖ジェフス学院の崩ほう壊かいを招いた大本の存在が。

　先ほどステージの上で皆みんなを魅み了りようした、この少女だというのか──。

　呆ぼう然ぜんとするディオスたちの反応を楽しむかのように、ニエーナは小さく笑う。

「ディオスといったか？　メルアから聞いておる。彼女の双ふた子ごの兄だそうじゃな？」

　少し濁にごりを帯びたニエーナの目がディオスを捉とらえる。

　前に見た時も思ったが、あの目は普ふ通つうの少女とはかけ離はなれた存在だという印象を、否いやが応でもこちらに与あたえてくる。

　寒気が、する。

「……それが、どうした」

　かろうじてディオスの口から出てきたのは、喉のどの奥を枝で引っかいたような掠かすれた声だった。

「お主は、事前大会モナーフエスに出場を続けておるそうじゃの？　つまり、スリアンヴォスでの優勝を目指しておるのじゃな？」

「…………」

　ニエーナの言う通りで間違いない。だがそれを彼女に答えるのを、なぜか躊躇ためらってしまった。返事をすると、底のない沼ぬまに引きずり込まれてしまいそうな錯さつ覚かくを覚えたからだ。

　ニエーナはディオスの反応には構わず続ける。

「世界最強の座と名声を手に入れたいと申すか」

「……違う。そんなものはいらない。俺はただ……」

　そこで、言葉が詰つまってしまう。

　──ただ、何だろう？

　優勝して、ガルフネーデに直接会うため。

　聖ジェフス学院で知った『始まりの神しん殿でん』のこと。

　そしてスリアンヴォスで優勝した者が叶かなえてもらえる『願い』は、神獣の命を代だい償しようとしていることは本当なのか。それを直接ガルフネーデに聞いて──。

　聞いて、どうするのだろう。

　仮にそれらのことを神が肯こう定ていしたとして、自分に一体何ができるというのだろう。

　ディオスは愕がく然ぜんとした。

　その先のことを考えていなかったことに今気付いたからだ。

　深く考えるには時間が足りなかった。

　最初の目的であったメルアの安否という目標が達成されてしまってから、まだそれほど経たっていないのだ。

　ニエーナは口の端はしを上げる。

「心配せずとも、そなたは既すでに最強の座を手に入れておる」

「────！」

　ニエーナの言葉に、なりゆきを見守っていたメルアが小さく息を吞のんだ。拳こぶしを握にぎる彼女の額からは、脂あぶら汗あせが滲にじみ出ている。

　対する当のディオスは、ニエーナが何を言っているのか理解できなかった。

　神獣たちの個々の力も強いうえ、自分には四体もいる。

　今までに存在していなかった、ありえない存在。常識外の神サ獣マ使ナいー。

　それは自分でも自覚している。

　かといって、他人に「お前は最強の存在だ」と言われても、それは何か違うような気がするのだ。

　反応を示さないディオスに、ニエーナは気分を害した様子はない。それどころか珍めずらしい昆こん虫ちゆうでも発見したかのような、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべていた。

「どうじゃ。お主、妾の所に来ぬか？」

　唐とう突とつすぎる勧かん誘ゆうだった。

　ディオスにしてみればありえない誘さそいだった。

「頭領!?」

「おいおい、本気ですかい？」

　そしてメルアたちにとっても、ニエーナの言葉は想像外のものだったらしい。

　しばしの間、無言の時が続く。

　聞こえるのは、避ひ難なんを続ける人々の悲鳴と、乾かわいた大地を吹き抜ける風の音。

　ディオスはニエーナから目を逸そらさぬまま考える。

　メルアがこの組織に残り続けている理由が、本当の意味でわかるかもしれない。

　しかし、自分がテロ組織の一員になるなど──。

「断る」

　短いながらも、ハッキリとした口調でディオスは言い切った。

「ふむ、アッサリと交こう渉しよう決けつ裂れつか。お主がおれば今後の計画も楽に済むのじゃが、仕方あるまい。いつ反乱を起こすかわからぬ者を側そばに置いておく趣しゆ味みは、妾にはないからの」

　ニエーナがショックを受けた様子はない。とりあえず聞いてみた、といったところだろう。

「……鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの頭領であるあなたに問いたい。各地でテロ活動をしている理由は何なんだ？」

　それは、ずっと疑問に思っていたことだった。

　教会から鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバについて調査を依い頼らいされているコーシカは、特にニエーナを注視している。

　ニエーナは濁った目を少しだけ細め、薄うすい唇くちびるを開く。

「妾の真の目的は破は壊かいだけに非あらず。妾が目指す世界に、神が造ったという異物はいらぬ。だから排はい除じよしている。それだけじゃ」

　少し気になる単語もあったが、今は追つい及きゆうしない。

「真の目的とは？」

「おそらく主も知っておろう。神を殺すことじゃ」

　間かん髪はつ入れず返ってきた答えは、一いつ切さいの迷いも感じられないものだった。

「……神を殺すって、そんなことができると本気で思っているのか？」

「当然じゃ。神は殺せる。殺してみせる。それが妾の──いや、妾たちの悲願だからじゃ。神のいなくなった世界では、妾が新たに創造したエネルギー源が、今の憐あわれな神しん獣じゆうたちに取って代わるだろう」

　ニエーナは告げる。それがこの先、当然起こるかの如ごとく自信に溢あふれた口調で。

「神が創造した神獣──。その力は世界に大きく根付き、今やセント・エスピリで暮らす人間には、もはや無くてはならぬ存在じゃ。だがそこまでの存在になった神獣たちも、神にとっては、大切な存在であると同時にゴミでもある」

「なっ────!?」

　ニエーナの言葉は、あまりにも衝しよう撃げき的だった。

　特に、神獣たちにとっては──。

「…………ゴミ……？」

「ガルフネーデ様にとって、私たちが……？」

　そんなことがあるわけがない。

　少し前の神獣たちなら一いつ笑しように付し、彼女の言葉を欠片かけらも信じることはなかっただろう。

　だが『始まりの神殿』で『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを見てきた今、神獣たちはニエーナの言ったことに大きく心を乱されていた。

　神獣とは、ガルフネーデにとって何なのか。

　この世界の礎いしずえを作ったというガルフネーデは、一体何を考えているのか──。

「ガルフネーデ様のお考えは、ただの人間である私に理解できるとは思っていません。ですがガルフネーデ様がいたからこそ、今こうして私たちは暮らしていけて……」

　コーシカも混乱しているのだろう。少し声が震えている。

　ニエーナは「ふん」と小さく息を吐はいてからコーシカを見つめた。

「妾の組織の名は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』。これは神獣たちを神の支配から解き放とうとしている、我々のことを意味している。つまり『鳥とり篭かご』の中にいるのは、他ほかならぬ神獣のことである。可哀かわい想そうにのう？　神からは命を適当に扱あつかわれ、その上人間たちにまでこき使われておるとは」

「────っ！」

　神獣たちは篭の中の鳥と同じ存在。

　ニエーナはそう断言した。

　コーシカは何も言い返せなかった。

　今の人間たちの暮らしは、神獣の力の恩おん恵けいによって成り立っているもの。

　その事実を、神獣たちの立場になって考えたことがなかったからだ。

　神サ獣マ使ナいーとして、人々のために働く。

　今までそれが当たり前だと思っていた。その当たり前だったことが、神獣たちにとっては苦痛だったとしたら──。

　不意に、アガートがコーシカの手を強く握る。

「コーシカ……。わ、私は──ううん、私たち神獣は、人間のために力を使うことを苦痛だなんて思っていないです」

　そして迷いのない目で言い切った。

「まんぷくちゃん……」

「そうだよ！　ルヴィたちも、ディオっちのためなら何でもするし？」

「……お兄ちゃんだけじゃない……。人間のための結けつ晶しよう作りだって……私は全然……苦痛じゃない……」

「ルヴィ……マリン……」

「ふん。神は永久の時をかけて、神獣たちの心をそのように刷り込んだか」

「待ってください。あなたは私たち神獣の心さえも、ガルフネーデ様によって操あやつられているのだと言うのですか？」

　網あみの中からエメロードが問う。

「そうじゃ。人間たちに良いように扱われているというのに、彼らのために動きたいと思うその心がおかしいと、主らは思わぬのか」

　ニエーナの言葉に、しかしエメロードは微び笑しようする。

「思いません。仮にガルフネーデ様の計らいによるものだったとしても──。今この瞬しゆん間かん、ご主人様のために自分の力を使えることが、私にとっては何よりも嬉うれしいことなのですから。この心は私の噓うそ偽いつわりのないもの。そう信じております」

　エメロードの返答に、ニエーナは失望したようなため息を吐ついた。

「まあ、洗脳を解くという行こう為いは、一ひと筋すじ縄なわではいかぬしな」

　それまで沈ちん黙もくしていたディオスが、改めてニエーナを睨にらみつける。

「ガルフネーデ様のことは今はいい……。とにかくみんなを返せ。彼女たちは俺の大事な神獣だ」

「ディオス……」

　網に捕とらわれたままのレイナは、不安げにディオスを見つめている。

「そう易やす々やすと返すわけにもいかぬ。この神獣たち──特に光の神獣は、神にとって大事な意味を持つ一体であるからな。即すなわち、妾わらわたちにとって有利に使える駒こまじゃ」

「俺の神獣を駒扱いするな」

　ディオスの声が低くなり、ザワリ、と空気が震ふるえた。

　拳けん闘とう士し特有の構えを取り、今にもニエーナに跳とびかからんばかりの殺気を放つ。

「妾に挑いどむというのか。自身の身を蝕むしばまれていることに気付いておらぬ小こ僧ぞうめが」

「何……？」

「……ふん、それについては今はまだ良かろう。時じ期き尚しよう早そうじゃ。いいか？　この光の神獣は、他の神獣たちの『母』となり得うる器うつわを持つ神獣じゃ」

「────!?」

「え……どういう意味……？」

　神獣はガルフネーデによって生み出されている。

　神獣も、そしてディオスたち人間も、それを当たり前の事実として認にん識しきしている。

　だが今ニエーナが言ったことは、その事実から逸いつ脱だつする。

　仮にそれが真実であった場合──。

「あー、あー……。えーと、もしもし頭領、真しん剣けんなお話の途と中ちゆうですが割り込みすみません。そろそろいいっすかねえ？　周りもいい感じに捌はけましたし？」

　おそるおそるクラートルが切り出す。

　いつの間にか、会場にはディオスたち以外の人間はほとんど残っていない状態になっていた。

　スタッフの迅じん速そくな誘ゆう導どうもあり、今のやり取りの間にほぼ避難は完かん了りようしていたのだ。

　ニエーナは手中にある神器をしばらく見つめた後、クラートルに顔を向けた。

「まあ良かろう。今回の妾の目的はこの神器じゃ。正々堂々と勝負に敗やぶれたなら、後は奪うばえば良いだけのこと。この後はお前たちに任せる。だが遊ぶ場合は、くれぐれも殺さぬ程度にな」

「らじゃらじゃ！　男クラートル、今の言葉を胸に深く刻みました！　光の神獣たちも後ほどアジトまで迅速にお届けします！　安心安全、クラートル便にて！」

「胸に刻むならもっと別の言葉にせい。エクス、来い」

「はい、ここに」

　これまで一体どこにいたのか。

　エクスは彼女の呼びかけに応じ、いきなり姿を現した。

　ニエーナの小さな体を抱だきかかえ、エクスは地を蹴ける。

　羽が生えているかのように、彼女の大きな体は軽かろやかに空を舞まう。その白い見た目と相まって、まるで天使が飛び立ったかのようだった。

　エクスは華か麗れいにステージの屋根上に着地。

　すかさず、ニエーナが手を真上に掲かかげた。

「花のフロル・祭典フエステイバルが中止になる可能性があるから、破壊するのは今日まで待っておったが──もうその必要はないからの。新しい世界に神の物はいらぬ」

　淡たん々たんと感情の窺うかがえない声で呟つぶやいた直後。

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガ！

　雷かみなりが連続で落ちたかのような大音おん響きようが、皆みんなの鼓こ膜まくを蹂じゆう躙りんした。

　間を置かず、会場の外から人々の悲鳴が次々と響ひびき渡わたる。

「なっ──一体何を!?」

　まさか、街を直接攻こう撃げきしたのか──。

　最悪の状じよう況きようが脳のう裏りを過よぎる。

「心配しないで兄さん。頭領たちは闘とう技ぎ場を壊こわしただけだから。人に危害は加えていない」

　冷静にメルアが言うが、当然ながらそれを聞いても安心できるわけがない。

　ディオスの横では、チェルメスクが顔面を蒼そう白はくにしていた。

「そっ、そんな……。闘技場が……!?」

　堪たまらず、会場の外に飛び出していくチェルメスク。

「チェルメスクさん!?　危険です！」

　だが、チェルメスクは一切振ふり返らない。

「ディー君！　ボクが追いかけるから！」

「すまん。ファルル頼たのむ！」

　ファルルはすぐにチェルメスクの後を追う。

　各地にある闘技場は、いつの時代に建てられたのか明確にわからないという。

　つまりそれほど長い期間、人々の生活の隣となりに存在していたということだ。

　これまで、ニ・ホティアの発展と共に歩んできた闘技場が破は壊かいされてしまった──。

　チェルメスクのショックは、ディオスたちにははかりしれないものだろう。

　崩ほう壊かいした闘技場に飛び込んで行きそうな勢いのチェルメスクだったが、ここはファルルに任せるしかない。

　屋根上のニエーナをギッと睨みつけるディオス。

　しかしそれを遮さえぎるかのように、クラートルが大きな声を発した。

「さっきは頭領に邪じや魔まされたけど、今度こそちゃんと呼ぶからね！　ちなみに口上のやり直しって結構恥はずかしいんだけど俺は気にしない！　強い子だから！」

「ええ……？　さっきは繊せん細さいな心とか言ってなかった……？」

「そこのギャル神獣！　黙だまりなさい！　べ、別に忘れていたわけじゃないからな!?　細かいことをツッコんでくる奴やつには月に代わって俺がおしおきだ！　ってわけで、来い！　俺の愉ゆ快かいな仲間たちッ！」

　途と端たん、クラートルの周囲に黒い魔ま法ほう陣じんが出現した。

　あれはメルアが魔物を召しよう喚かんした時のものと、まったく同じものだ。

　魔法陣の中から魔物が飛び出し、クラートルの隣に並ぶ。

　頭が雄お牛うしの巨きよ人じん、鰐わにの頭にライオンの胴どう体たいを持つ巨大な生物、そして最初からいた五つの頭を持つ巨大な蛇へび──と、ほとんどがクラートルよりも数倍大きい。

「新しく増えたやつも、愉快そうな見た目には全然見えないんだけど!?」

「おおっとー？　人も魔物も見た目で判断したらダメですってお母さんに教わらなかったか!?　俺の魔物ちゃんたちは心も能力も殺気も世界一！　そこんとこヨロシクぅッ！」

　相変わらずふざけた言動のクラートルだが、彼の実力はまったくふざけていないものであることは瞬時に察した。

　常識では考えられない、魔物を召喚する力。

　このテロ組織の力の源は謎なぞであるが、先ほどニエーナが言っていた『新しいエネルギー源』と関かん与よしているのだろうか。

「さて、今日のところはちと戯たわむれすぎたかの。妾はこれにて姿を消そう。また相まみえようぞ」

　ニエーナはエクスに抱きかかえられたまま、フッと姿を消した。

「くっ──！　待て！」

　ディオスの声は、虚むなしく空に響くだけ。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバを率いる本人と邂かい逅こうを果たしたというのに、ディオスにとっては新たな疑問が増えただけであった。

　まだ、色々なことが不明なままだ。

　一つだけ確実に言えるのは、やはり全すべての鍵かぎを握にぎっているのは神・ガルフネーデだということ──。

「ディオスさん、彼女を追いかけたいのは山々ですが、まずは神しん獣じゆうさんたちを取り返しましょう」

　冷静なコーシカの声に、ディオスは我に返る。

　そうだ。神獣たちは何としてでも取り返さなければならない。

　彼の喚よび出した魔物たちは、その間も凄すさまじい殺気をディオスたちに送ってきていた。

　あの魔物たちの能力は未知数だが、ディオス一人で余よ裕ゆうで倒たおせるほどではないことだけは明白だ。

　しかし、こちらにはアガートがいる。コーシカは自ら戦えないので頭数では負けているが、アガートの実力を知っているディオスは頼もしさを抱いだいていた。

「いやあ、俺も個人的な恨うらみはあんたにはないですけどね？　でもあんたらを放ほうっておいたら、このまますぐに頭領を追いかけるでしょ？　それはやっぱりこっちとしてもマズいわけですよ。まあ後は、男の神サ獣マ使ナいーっていう特とく殊しゆな存在に対する興味も津しん々しんですし──ってとこかね？」

「私は引く」

　突とつ然ぜん短く発言したのはメルアだった。

「メルア……」

　ディオスが名を呼んでも、メルアは反応を返さない。

　気のせいだろうか。彼女の顔は少し苦しそうに見えた。

「えっ、どうしたメルアちゃん!?　機き嫌げん悪そうな顔しちゃってまあ……。あ、もしかして今まで自分の出番がなかったから怒おこってる？　確かにこっちが必死に神器の情報集めて回収しようとしてたのに、頭領自らやって来てだいぶ引っかき回した挙げ句に、サッサと神器回収して行っちゃったもんねー。こうして振り返ってみてもさすがの俺も口ポカンだわ。それとも…………それらと全然関係なく、月一のアレだったりする？　月の神獣の主人なだけに──ってんぎゃあああああああああああああ!?」

　レアンロアが投とう擲てきした剣けんが、クラートルの頰ほおをスパッと切り裂さいて壁かべに突つき刺ささった。

『……殺すぞ』

　メルアとレアンロアの声が綺き麗れいにハモる。

「いや、ちょっと親おや父じ的なお茶目な冗じよう談だんを言っただけじゃないか！　仲間に向けて本気で刃は物ものを投げるなんて信じらんない!?」

「今のは明確なセクハラ案件だから。次にそういうことを言ったら、頭から真っ二つにして二度とそのお喋しやべりな口を開けないようにする」

「スンマセンシタ」

　メルアの怒ど気きに気け圧おされ、クラートルは本気で土下座謝罪をする。

「ふん……。とにかく私は引く」

　メルアが言い終えると同時に、レアンロアが神獣形態に戻もどる。そのレアンロアの背にメルアは飛び乗った。

「メルア、お前は──」

「────っ！」

　ディオスが話しかけた瞬しゆん間かん、メルアは顔を逸そらす。

　レアンロアは観客席を一気に飛び越こえ、そのまま姿を消した。

　ディオスはメルアたちが消えた空を眺ながめる。

　間ま違ちがいなく、メルアは何かをディオスに隠かくしている。おそらくそれが、メルアが組織に身を置き続ける理由──。
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「というわけでついに俺一人になっちゃいましたが、大だい丈じよう夫ぶ、俺は強い子なので寂さびしくなんてないもんっ！　それよりも、ここはついうっかり見せちゃった、さっきの俺の恥ずかしい姿を早く忘れてもらいましょう。っつーことで、行け！　俺の友達たちよ！」

　クラートルの無む駄だに陽気な声が、ディオスの思考を遮る。

　そしてクラートルの号令に従い、待機していた魔物たちが一いつ斉せいに動き出した。




　雄牛の頭を持つ巨人は、その手に携たずさえていた棍こん棒ぼうをディオスに向けて大きく振りかぶった。

　と思った次の瞬間には、既すでにその棍棒は振り下ろされていた。

「…………っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。

　地を転がるようにして、ディオスは何とかその一いち撃げきを躱かわす。

　動きがのろく、一見、余裕で躱せそうな巨人の一撃。

　しかし棍棒を振り下ろす時の速度が、とんでもなく速い。

　体の大きさに比例して、巨人の持つ棍棒の大きさも相当なものだ。

　いくら頑がん丈じようなディオスでも、さすがにあれを一撃でも受けたら、冗談でなく本当にペシャンコになるだろう。

　だが、戦せん慄りつしている暇ひまはない。

　五つの頭を持つ巨大な蛇が、間髪入れずそれぞれの口から炎ほのおを吐はき出したのだ。

　ディオスはすぐに横に跳とんで躱す。

「くそっ、この服動きづらいな──！」

　いつもの拳けん闘とう士し用の服ではないことが、ここでは災いした。

　頭五つ分の距きよ離りは想定外に長く、これでは飛距離が足りない。

　炎は容よう赦しやなくディオスを襲おそい──。

「はああッ！」

　突とつ如じよ横から伸のびた黒い炎が、その炎を打うち払はらった。

　改めて確かく認にんするまでもなく、アガートの闇やみの力だ。

　アガートに礼を言う暇もなく、ディオスに接近するのは三体目の魔物。

　鰐の頭にライオンの胴体を持つ謎の魔物は、その巨体からは想像できないほどの速さで駆かける。

　口を開ける鰐の魔物。

　鋭するどい牙きばがいくつも生えた口で、ディオスを嚙かみちぎらんと近付き──。

　ガキン──ッ。

　鰐の口が閉じた瞬間、空から振ぶりした虎とら挟ばさみのような音が鳴った。

　ディオスは魔物が接せつ触しよくする寸前、上に跳んでやり過ごす。

　ひゅおんっ──！

　乾かわいた空気を切り裂き、アガートが鰐の魔物に向けて闇の刃やいばを撃うち放つ。

　そのまま闇の刃は、鰐の魔物の体を上下に切断した。

　光の粒りゆう子しとなり、消え去る魔物。

「ああっ!?　俺の魔物に何て酷ひどいことをするんだ、このロリ巨乳神獣!?」

「まんぷくちゃんをそんなえっちぃ名めい称しようで呼ばないでください!?」

　憤ふん慨がいするクラートルと、そのクラートルに憤慨するコーシカ。

　その間、ディオスは地に向け落下していた。

　重力を全身で感じる、ほんの僅わずかな滞たい空くう時間。

　そこでディオスは、雄牛の巨人と目が合った。

　既に巨人は、棍棒を振り上げている。

「ディオス……！」

　捕とらわれの神獣たちは、悲鳴を上げ思わず目を逸らす。

　──避さけられない。

　誰だれもがそう思った。

　アガートが気付き、慌あわてて闇の能力を発動させようとするが、おそらく間に合わない。

　ディオスでさえも、一瞬もう終わりだと思ってしまった。

　それでも、時間にして一秒にも満たないその間に、彼は活路を見み出いだした。

　それは、かつて拳闘士として修しゆ行ぎようしてきたからこその賜たま物もの。

　かつてない動体視力と体の動きを、そこで即そく座ざにリンクさせる。

　連続で攻こう撃げきを躱している内に接近していた、五つの頭の蛇へび。

　二撃目の炎を放たんと開きかけていた蛇の口に、ディオスは着地する。

　そしてここからは、完全に勘かんと賭かけ。

　──おそらく主あるじを同じとする魔ま物ものは、同士討うちをしない。

　巨きよ人じんの棍棒はディオスも蛇も掠かすめることなく、また激しく地を打った。

　ディオスの読みが当たったのだ。

「へえー。やるじゃん。魔物使いとしての魔物の習性、よく知ってんね」

　クラートルがスッと目を細める。

　知っていたわけではないが、それをわざわざこの男に言うことでもないだろう。

　何とかやり過ごせた。このままこの蛇の口の上にいれば──。

　という考えはやはり甘かったようだ。

　蛇はディオスの体重など感じていないかの如ごとく、そのまま大きく口を開ける。

　ほぼ九〇度に近い角度まで開けられた口に、ディオスが留とどまることなどできるはずもなく。

　ディオスは蛇の後ろ側に、強制着地をさせられるのだった。

　だがそこでアガートが、蛇たちに向けて闇の刃を放つ。

　しかしその攻撃は、振り下ろされた巨人の棍棒に叩たたき潰つぶされてしまった。

「神獣の能力を潰すなんて、力ちから業わざにも程ほどがあります……！」

　コーシカが思わずぼやく。

　何とかその隙すきにディオスは体勢を整え、蛇から離はなれようとした時。

　ぐりん、と端はしの蛇の頭がディオスの方を向いた。

「────!?」

　感情が窺うかがえない蛇と目が合ったのは、ほんの一瞬。

　すぐに蛇は大きく口を開けた。

　そして蛇の口から放たれたのは、無数の針。

　クラートルが最初に現れた時、神器の周辺に突き立った、あの針だった。

　二連続で炎の攻撃が来ていたので、次の攻撃も炎だとばかり思っていた。

　想定外の攻撃に、地を蹴けるタイミングがほんの一瞬遅おくれてしまった。

　──しまった。

　その一瞬が致ち命めい的てきなものだと、ディオスは本能的に理解していた。理解できてしまった。

　避けられない。

　絶望に頭が真っ白になった時には、ディオスの体に無数の針が突き立っていた。

「ぐっ──!?」

　咄とつ嗟さに顔はガードしていたが、無む惨ざんにも全身から血が噴ふき出す。

　錆さびた鉄の匂においの濃こさに、多量の血が自分から出てしまったことを悟さとる。

「ディオスさん！」

　アガートがすぐに彼の許もとへ向かおうとするが、彼女の前に巨人が立ちはだかる。

「どいてください！」

　必死の形相で吼ほえるアガート。闇の刃を巨人に向けて放つが、またしてもそれは巨人の棍棒に叩き潰されるのだった。




「ご主人様……！」

　主の危機に、エメロードは身を乗り出して叫さけんでいた。

　背の蔦つたで、自分たちを捕らえている網あみを何度も切り裂さこうとした。

　その度たびに、蔦は無残にも跳はね返された。

　何もできない。

　ディオスが危ないというのに。

　……嫌いやだ。

　彼がこれ以上傷つくところを見たくない。失いたくない。

　エメロードはただ願った。

　ひたすら願った。

　助けたい──。

　今すぐにディオスを助けたい。

　何か力を。

　彼を助ける力を──。

「ご主人様……！」

　その瞬しゆん間かん、エメロードの体とディオスの体から、新緑色の光の柱が力強く上がった。

　神しん獣じゆうたちは、その光が何であるか即座に理解した。

　レイナの時は爪つめ。

　ルヴィの時は羽。

　マリンの時は盾たて。

　それらの時と同じ光だったからだ。

　そして今、ディオスにもたらされた新しい力は──。




「………………え？」

　ディオスは自分がどのような状態になっているのか、理解できなかった。

　真っ先に反応したのは、嗅きゆう覚かく。

　そこに血の匂いはなかった。

　林りん檎ごを砕くだいた時のような、爽さわやかで甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　そしてディオスは目にする。

　眼前に広がる、美しい花畑を。

「………………え？」

　もう一度、同じ声を出してしまった。それほど、景色が激変していたのだ。

　ディオスは自分の体を見る。

　突つき立っていたはずの無数の針はなくなり、体から血も出ていない。

　そして自分の足の周辺から、次々と花が咲さいているのを見てしまった。

　そこまで視認してから、ディオスはようやくある事実に気付く。

　先ほどから体内に感じる、この力──。

「これ、エメロードの力じゃないか……？」

　間ま違ちがいない。これは共鳴術テグヴエルトの時に感じる彼女の力だ。

　思わず彼女に顔を向ける。

　エメロードも理解していないのか、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。




　なりゆきを見守っていたクラートルも、いきなりの環かん境きよう変化に目を点にしていた。

　しかし魔物たちは花の匂いに当てられたのか、すっかり興奮状態になっている。

　いきり立つ魔物を見たクラートルは、そこでようやくあることを思い出した。

「あ、やべ……。そういや頭領に『殺すな』って言われてたのをすっかり忘れてたぞ!?　おおーい！　俺の友達ー！　ストップストップ！　もうここらでいいですよー!?」

[image: ]

　クラートルはブンブンと両手を振りながら声を上げる。

　しかし、魔物たちがクラートルの言うことを聞く気配はない。

「おりょ、一度走り始めたら止まらないとな!?　さすが俺の友達だけあって坂道を転がる壊こわれた荷馬車並みの勢い！　でもこれは俺じゃなくて頭領命令だから！　止まって止まってー!?」

　再度クラートルは叫ぶが、魔物たちは止まらない。

　ディオスに向けて巨人は棍こん棒ぼうを振り下ろし、蛇は炎ほのおを吐はいていた。

「あーーもうーーっ!?　こんな時に命令拒きよ否ひかい!?　残念ながら興奮状態を抑おさえる薬は今持ってないんですっ！　昨日の夜、ついうっかり自分で使ってしまったのが運の尽つき！　だって俺、久々の遠出だったし！　楽しみで眠ねむれなかったんだもんッ!?」

　クラートルは頭を抱かかえながら絶ぜつ叫きようする。

　棍棒が地面を叩き付ける音と、炎の音が交差した。

「ぺっちゃんこになったのが先か、こんがりと焼かれたのが先か、確かく認にんする勇気は俺にはないッ──！」

　しかし、そこには信じられない光景が広がっていた。

「──え？」

　棍棒が砂のようにサラサラと崩れていく。ディオスは、悠ゆう々ゆうとそこに佇たたずんでいた。

　確かに魔物たちの攻撃は当たっていた。それは間違いなかった。なのに、ディオスの体は無傷だったのだ。

　……いや、よく見ると違う。

　ディオスの体には、炎を受けた際にできたと見られる火傷やけどの痕あとがあった。

　それが、みるみるうちに消えていくのだ。

「噓うそだろ……？　まさか、凄すごい速度で回復している……？」

「光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア」

　ディオスが呼ぶと、かくしてその右みぎ腕うでに白い爪が現れた。

　そして巨人と蛇の体を、続けざまに貫つらぬいていく。

　無む慈じ悲ひに体を貫かれた二体は、その体を光に変えて消しよう滅めつした。

　あっという間の出来事だった。

　誰もが信じられない目でディオスを見ていた。

　パシュンと音を立て、光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアと花畑が消滅する。

「…………へえ」

　クラートルの目が細くなる。

　そこに魔ま物ものを殺された怒いかりはなく、単純にディオスに対する興味だけがあった。

　当のディオスも何が起こったのか、まだ半分も理解していない。

　ただ、衝しよう動どうのままに体が動いていた。

「まんぷくちゃん、今のうちです！」

「はい、わかりました！　えいっ──！」

　掛かけ声と共に、アガートは闇やみの刃やいばを放つ。

　彼女が切断したのは、神獣たちを捕とらえていた網の上部だった。

「アアッ!?　何すんのロリ巨きよ乳にゆう神獣！」

　突とつ然ぜん空中に投げ出された神獣たちは、持ち前のバランス感覚で上う手まく着地。

　すかさず地を蹴り、ディオスの許へ合流を果たす。

　脚あしに掛かる負ふ荷かが唐とう突とつになくなったことに驚おどろいたのか、網を摑つかんでいた鳥型の魔物が「ギャギャギャギャギャ！」と耳みみ障ざわりな鳴き声を発し、クラートルの頭上を旋せん回かいし始めた。

「うわぉ!?　ビックリしたのはわかるけど落ち着いて！　落ち着いてったら落ち着いて！」

　慌あわてふためく魔物に翻ほん弄ろうされるクラートル。

「あなたは言いました。『内側から能力を使っても無む駄だ』だと。つまり外側からは、何の問題もないということですよね？」

　不敵な笑えみを浮うかべるコーシカ。

「ぐっ、そのカラクリに気付くとは……。さてはあんた、名の知れた探たん偵ていだな!?　出てくる場所を間違えてるぞッ！　ここは殺人事件の起きる館やかたではないッ！」

　ビシッとコーシカを指さすクラートル。

「いえ、ただの神サ獣マ使ナいーですが……。何かもういいです……」

　面めん倒どうくさくなったのか、コーシカは投げやりに言ってから肩かたを落とす。

「さて…………」

　ようやく解放された神獣たちは、腕を伸のばしたり首をコキコキと鳴らしながらもクラートルを睨にらみ付ける。

「うわ。やっぱり怒おこってる感じ？　俺、今からフルボッコでいじめられる感じ？」

「端たん的てきに言えば、まあそういうことですね」

　神獣たちの怒ど気きにビクつきながら、クラートルは少しずつ後退する。

「あー、ほら。イジメは良くないと思うんだよネー。うん、良くない。君たちの将来にも絶対に悪い方向に響ひびくと思うよ？　こう、人生の内ない申しん点てん的な？」

「…………」

　クラートルに取り合わず、神獣たちは既すでに能力を放つ体勢になっていた。

「あ、あー……。そうだ、話し合おう。まずは俺たち話し合おう！　それが知ち恵えを持つ人類というものですよ!?　ひいてはそこから友情だったり愛情だったり世界平和だったりが生まれちゃったりなんかしちゃったり──」

「……行け……！」

　クラートルの言葉を遮さえぎり、問答無用でマリンが水流を撃うち放つ。

「おわっとぉッ!?」

　曲芸師のように体をくねらせ、クラートルは何とか水流を躱かわす。

　しかし炎の塊かたまりを頭上で作ったルヴィが、彼の真上に跳ちよう躍やくしていた。

「いっけええええええええ！」

　気合いの声と共に、火球を投げつけるルヴィ。

「なんのおおおおッ!?」

　クラートルも負けじと跳躍して、その火球を躱す。

　しかし、地面で大きく弾はじける火球。

「うっそぉおお!?　飛んじゃうッ！　俺風になっちゃうッ!?」

　クラートルは爆ばく風ふうまで計算していなかったらしく、風に煽あおられ予定外の方向に飛んでいく。

　その彼に、今度はエメロードの放ったリーフダガーが向かう。

「どっせえええええいッ！」

　空中で逆さまになりながらも、クラートルは懐ふところから出した短たん剣けんで、次々と葉形の刃を打ち払はらった。

「し、死ぬかと思った──ってうおおッ!?」

　着地したクラートルに向けて、さらに攻こう撃げきを仕掛ける神獣たち。

　クラートルは狼ろう狽ばいしながら大きな声を上げた。

「ちょっ、ちょっとタンマ！　あんたら、その衣い装しようは反則じゃないですかねえ!?　さっきから爆風やら何やらでチラチラチラチラと……！　いくら神獣だとわかっていても、目の前でパンチラされたら気が気でないんですけどおッ！」

　クラートルは攻撃を避さけながらも手で目を覆おおう。とはいえ、指の隙すき間まからちゃっかり見てはいるが。

　着き替がえている時間など当然なかったため、神獣たちは『スピリットスターズ』の衣装のまま戦っていたのだ。

「な、何見てるのよ変態！」

　レイナが怒りに任せて光を放つ。

　その光の量は、地面に影かげが焼き付いてしまうほど凄すさまじいものだった。

「ここで目め眩くらましがきますかそうですかッ！　ていうか、いくら何でもこの光の量は反則じゃないですかねえッ!?　若じやつ干かん熱さすら感じるんですけど!?　俺のセクシー＆キュートな目が潰つぶれたらどうしてくれんの!?　二度と流し目してやらないぞッ!?」

「しなくていいわよ!?」

　容よう赦しやなく二回目の光。

　クラートルは「ぐおお!?」と目を押さえ地面を転げ回っている。

「さて。どうトドメを刺さしてくれましょうか。このお喋しやべりクソ野や郎ろう」

「……エメロード……怒ってる……？」

「それはもう。ご主人様をあのような危険な目に遭あわせた張本人ですから」

「いやん!?　ひょっとして俺けっこうピンチ!?　ていうかあんたら、俺だって激オコぷんぷん丸だってーの！　俺の大事な友達を三体も光に還かえしてくれちゃって！　あのクラスの魔物を捕つかまえに行くの、地味に大変なんだからねッ!?　労働手当を請せい求きゆうしちゃうぞッ！」

　クラートルの口こう撃げきに構わず、ズンズンと詰つめ寄っていくエメロード。

　目の据すわった彼女に恐おそれをなしたのか、クラートルは徐じよ々じよに後退していく。

「ええと、今日のところは撤てつ収しゆうした方がいいって、空から怪かい電波をキャッチした俺です。もしもし、こちらクラートル。今とってもヤバいの。ってことで来い！　俺の二番目くらいの友達！」

　突とつ如じよ、地面が大きく揺ゆれる。

「地じ震しん!?」

　さすがに神しん獣じゆうたちも足を止める。

「ハーハッハッハ！　これは地震などではない！　俺の二番目くらいの友達が駆かけつけてきてくれた足音だ！」

　不意に地中から、何かが飛び出してきた。

「なっ──これは──!?」

　それは、会場の屋根に届きそうなほど、巨大なミミズ型の魔物だった。

「良く来てくれたミールワーム君！　毎度穴を掘ほってきてくれるから本当助かっちゃう。こいつの開けた穴を使って、どこかの王族も亡命の際に使用したトカ何とか？　めっちゃでかいからすぐに気付かれそうって言っちゃうのはタブーね」

　ディオスたちは再度身構える。

　これほど強大な存在を従える魔物使い。

　ふざけた言動が印象的だが、やはり彼も鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの人間なのだ。

「あ、もう帰っていいよ」

「え？」

　今呼んだばかりの魔物に帰き還かん命令を下すと、魔物は青い光に包まれて姿を消した。

　ちなみに、普ふ通つうの魔物使いにはこのような力はない。

「身構えたところ悪いが、もう俺に戦う意思はございません！　それでは皆みなさんごきげんよう。次に会う時、俺はもっと清く強く格好良くなっていることだろう！　サヨナラ！　サヨナラ！　サヨナラ！」

　クラートルは「とうッ！」という掛け声と共に、会場の屋根まで一気に跳とぶ。

　そしてもう一度跳ぶと、屋根の向こう側へ姿を消すのだった。

「……え？　この穴は？」

　会場に派手に空いた大きな穴の横で、ディオスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　本人の話を聞く限り、脱だつ出しゆつするためにあの魔物を呼んだようにしか聞こえなかったのだが、使用することなく上から逃とう亡ぼうしてしまった。

「何のために、あのでかい魔物を呼んだのだろう……」

「単に、見せたかっただけなんじゃない？」

　ありえない、とは言い切れない。

　本人の性格も含ふくめ、謎なぞだらけである。

「と、とにかく、終わった……のか？」

「そうみたいね。かなりふざけた相手だったけど……」

　空を見つめながら、呆然とするディオスたち。

「皆さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そんな彼らに、コーシカとアガートが駆け寄る。

「ああ、俺は大丈夫だ。エメロードの能力のおかげだよ。みんなは大丈夫か？」

「……私たちも……怪け我がはない……」

「そうか。良かった……」

「やっぱりあの花畑、エメロードの力だったんだ？」

「でも、何で花畑？　ディオっちの周辺だけで良くない？」

「言われてみれば、確かに……」

　もしかしたら、あの範はん囲い内にいる全員に回復効果があるのかもしれない。

　まぁそれは、次に使用する時があればわかるだろう。

　ふと、ニエーナが言っていたことを思い出す。

　彼女の言葉は、ディオスたちの心の中にずっと引っかかり続けている。

　その色々な不安を、あえて今、ディオスは忘れることにした。

「ひとまず、チェルメスクさんやファルルと合流しよう」

「そうですね」

　誰だれもいなくなった花のフロル・祭典フエステイバルの会場を、ディオスたちは後にするのだった。




　ニ・ホティアの外。

　乾かわいた荒こう野やをトボトボと歩くクラートル。彼はこの上もなく沈しずんだ顔をしていた。

「やっちまったぞ俺……。せっかく地中から逃にげようとしたのに、いつもの癖くせで上から退場してしまった……。あれじゃあ単に、魔ま物ものを自じ慢まんしたかっただけの奴やつじゃん？　いや、確かに自慢したかったけど。めっちゃ自慢したかったけど──ッ！　やっべえ……。久々の遠出だからって浮かれすぎてたわ……。家に帰るまでが遠足だってのに。いや、でもやっぱなぁ、この跳躍力普通に考えて便利すぎんじゃん？」

　ブツブツと喋りながら歩く彼の前に、とある人物たちが現れる。

　メルアとレアンロアだった。

「あれ？　メルアちゃんたち、先に帰ってたんじゃないの？　もしかして俺を待っていてくれたとか？　うわ、もしかしてここから何かロマンスが始まる予感!?　いや、ちょっと待ってくれって。クールな俺にそういうイベントはあまり似合わないっていうか、まだ心の準備が──！」

「断じて違ちがう。お前を待っていたのは、海を越こえるのが面めん倒どうだからだ」

「あ、もしかして俺のエルダードラゴンちゃんをまた足にしようとしてる？　既に二回貸してあげたじゃん。おかげでこっちは機き嫌げんを取るのが大変なんだから。そもそも魔物使いにとって、あいつを従えることは超ちよう絶ぜつ難しかったりするんだよ？　ブレス一回で小さな山が消し飛んじゃうとか、それこそ伝説的な？　でもそこはカリスマ性溢あふれるこの俺だから管理できてるわけであって──」

「要するに、今は呼ぶつもりはないと。だったらもう用はない。行くぞレアンロア」

　神獣形態に戻もどっていたレアンロアを引き連れ、メルアは歩き出す。

「もうー、相変わらずの塩対応。俺泣いちゃうよ？」

「勝手に泣いとけ」

「つれないなあ。忘れてるかもしれないけど、一応俺、組織の中でも重要なポジションにいるからね？　そこんところ忘れないでいてほしいなぁとか、ちょっと思ったりラジバンダリ」

　──うるさい。という一言を吞のみ込み、メルアは大げさに肩かたを竦すくめる。

　彼女とクラートル、決して相あい性しようが良いとは言えない。むしろ悪い。というか、彼と相性の良い人間は組織にはいない。

　それでもメルアにしてみれば、本当の意味で大きく逆らうことはできない存在であった。

　ふざけた言動に冷たく返せるのも、彼に余よ裕ゆうがあるからこそ。

　そのタイミングを見計らい損そこねれば、おそらく自分は一いつ瞬しゆんで殺されてしまうだろう。

「前から疑問だったけど、お前はどうして鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバにいる？」

「あれ、言ってなかったっけ？」

「組織にいる理由を告げている者の方が少ないだろう。他のメンバーに関しても私は知らない」

「あー……。まあ、無口で無愛想な人が多いですもんねー、我が組織は」

「逆にお前は喋りすぎだ」

「そんなこと言わないで？　体の中に色々と溜ため込んでると毒にしかならないよ？　みんなも俺みたいにもっと吐はき出すべき。そんでスッキリするべき。んで、俺がこの組織にいる理由だけど。もっぱら興味があるから、ってところですかね。頭領の目指す『新しい世界』ってやつに」

　メルアの眉まゆがピクリと上がる。

「本当に、興味がある」

　呟くクラートルの目は、これまでにないほど真しん剣けんな光を湛たたえていた。







　とある大陸の、とある切り立った崖がけの下。

　ニエーナを抱だきかかえたエクスが、空から静かに下り立った。

「ご苦労であった」

　一言呟いてから、ニエーナはエクスから飛び下りる。

　そしてニエーナとエクスは、その崖の中に悠ゆう々ゆうと入っていった。

　ここは、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバのアジト。

　その入り口は外部の者の目に触ふれぬよう、巧こう妙みような幻げん影えい術が施ほどこされていた。

　崖をそのままくりぬいたようなアジトの中は、まるで蟻ありの巣のように複数の部屋がある。

　その中の一室に入った二人。

　ニエーナは部屋に入った瞬間、大きく伸のびをした。

「ふむ。久々に外に出てみるものじゃな。なかなかに楽しめたわ」

「ニエーナがあのような催もよおしに興味があったなんて、意外でした」

「そうか？　妾わらわは楽しいことには興味がある。たまにはあのような戯たわむれも良いかと思っての」

　微笑ほほえむニエーナの目が、そこでスッと昏くらくなる。

「それに気に入らなければ、妾の手で壊こわせば良いだけのこと」

　ニエーナの非情な言葉にもエクスは動じない。静かに微笑み続けている。

「目的通り神器も手に入れた。そして、男の神サ獣マ使ナいーにも会えた。やはり直接会いに行って良かったわ。自分の目で見た方が早いこともあるでの」

　彼女が闘とう技ぎ場の破は壊かいを後回しにした理由は、神器の回収ともう一つ、ディオスに直接会うためでもあった。

「あとは神の奴に会うだけじゃが──。そちらの方についてはどうなっておる？」

　エクスは申し訳なさそうに首を横に振ふる。

「相変わらず、神しん獣じゆう界かいからガルフネーデに通じる道は閉とざされておりますね」

「いつも通りというわけじゃな。やはり、スリアンヴォスの優勝が決まった時に、人間界側に出てくるのを待つしかないか──」

「その方が、私たちにとっても都合が良いと思いますよ？　先ほどの彼もこのままスリアンヴォスを目指すはずですし、必然的に彼の神獣も」

「そうじゃな……」

　ニエーナは奪うばってきた神器を見つめる。

　くすんだ色をした、見た目には何の変へん哲てつもない盃さかずき。事前に得ていた情報通り、神の力は既すでにないらしく、盃からは何も感じられない。

「メルアの兄と会って妾は確信したのじゃが──。メルアからは何も報告がないのは、奴はあえて黙だまっておるのか、それとも単に気付いていないだけなのか。どう思う？」

「さあ。私には何とも」

「……まあいい。ひとまず鍵かぎは揃そろったということだ。あとは──」

　呟いた直後。

「うっ──ぐっ──!?」

　突とつ然ぜんニエーナは苦しそうに呻うめき、頭を抱かかえながら片かた膝ひざをついた。

　その彼女の頭を、エクスが優やさしく抱きしめる。

「ニエーナ、大丈夫ですか？」

「ぐっ……。どうやらあの神サ獣マ使ナいーの男に会ったことで、妾の中に刺し激げきを与あたえてしまったようじゃ……」

「心配しないで。いつも通り私が全すべて受け止めます」

「頼……む……」

　ニエーナはぐったりとエクスにもたれかかる。

　と、突然ニエーナは目を見開き、大きな叫さけび声をあげた。

「ああああああああああああああああああああッ……！」

　エクスはニエーナの顔を、さらに自分に引き寄せた。

『恨うらめしい……恨めしい……ガルフネーデ……。私の体を返せ……私の人生を返せ……。私の体……私の体……返せ、返せ、返せ返せ返せ返せ返せ……！』

『帰りたい。帰りたい。帰りたい。帰りたい。どうして私の体なの？　帰して。帰して。帰して。帰して。帰して。あの人の所に、あの子たちの所に私を帰して！』

『許さない許さない許さない許さない許さない。私は道具じゃない入れ物じゃないふざけるな私を返せ！』

『私から全てを奪った神。死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！』

　エクスの胸の中で、ニエーナは怨えん嗟さの言葉を吐き続ける。

　高い声、低い声、澄すんだ声、ざらついた声──。

　同じ人物が発したとは思えないほど様々な声が、ニエーナの口から次から次へと出てきていた。

　それでもエクスは微び笑しようを浮うかべたまま、ニエーナの頭を優しく撫なで続ける。

「私は『聖』の神獣。あなたの全てを受け止めます。苦しみも哀かなしみも憎にくしみも、全て」

　エクスの全身が淡あわく光り輝かがやく。

　彼女の胸の中で、ニエーナは憎しみと哀しみが入り交じった言葉を吐き続けるのだった。







「みんな、今日は本当にお疲つかれさまなんだにゃー！」

　チェルメスクがご機嫌な調子で片手を上げる。

　ディオスたちはチェルメスクの屋や敷しきに再び招かれ、今から打ち上げが始まるところだった。

　以前も豪ごう勢せいな食事を出してもらえたが、今はそれ以上の量の料理が、テーブルの上にズラリと並べられていた。

「皆みなさん、今回はチェルメスクが本当に迷めい惑わくをおかけしてすまなかった……。今夜は存分に食事を楽しんでいただきたい」

「もう、パパったら堅かたいんだからぁ。終わりよければすべてよし、だにゃ☆」

「チェルメスク。今後のお前の身の振り方と花のフロル・祭典フエステイバルについてだが──」

「あーもう！　その話はちゃんと後でするから。今はとにかくご飯ご飯☆」

　チェルメスクはフェオダールの背中をグイグイと押して、強ごう引いんに部屋の外へ押しやる。

　眉み間けんに皺しわを寄せていたフェオダールだったが、ディオスたちに微笑を向けた後、そのまま部屋の扉とびらを閉めるのだった。

「……いいのですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。若者たちのハピハピ☆　な集つどいに、おじさんが一人混じっている方が緊きん張ちようするにゃ？」

　自分の父親をおじさん呼ばわりするチェルメスクに、皆みんなは思わず苦笑する。

　まあ確かに彼女の言う通り、フェオダールの前では行ぎよう儀ぎ良よくしないといけない──という意識が働いて、打ち上げという雰ふん囲い気きにはならないことが容易に想像がつく。

　チェルメスクの立場と今後の仕事については、先ほど言っていた通り、またきちんと話し合いがなされるだろう。

「それよりも、今はとにかく打ち上げだにゃー。さぁみんな、グラスを持って持って☆」

　チェルメスクに促うながされ、ディオスたちは既に中身の入ったグラスを持ち上げる。

「それじゃあ『スピリットスターズ』の優勝に～」

『かんぱーい！』

　一いつ斉せいにグラスを打ち合わせる皆。

　そして一気に中身を半分ほど飲んでから──。

「……ん？　ちょっと待て。この味は……」

　ディオスは改めてグラスの中身を見る。

　ほんのりとピンクに色付いている、限りなく白に近い色をした液体。

　それはこの数日間、嫌いやと言うほど見てきたあの──。

「チェルメスクさん……。あの、これってまさか……」

　ディオスはおそるおそるチェルメスクに振り返る。

「うん、特製ドリンクだにゃ☆　いやぁ、今回の陰かげの功労賞というか？　このドリンクのおかげで神獣ちゃんたちの魅み力りよくを引き出せたでしょ？」

　彼女は満面の笑えみをディオスへと向けた。

　その背後では、神獣たちがゆらり、とディオスに近付いてきており──。

「……お兄ちゃん……私……頑がん張ばった……。濡ぬれ濡れな……ご褒ほう美びが欲ほしい……！」

「わ、私も恥はずかしいけど頑張ったんだから……。ちょ、ちょうだい……？」

「マリぴっぴもレイにゃんもズルいよ……。ルヴィだってディオっちからご褒美が欲しいし……。その、ディオっちのとっても熱いやつ……」

「あ、あの、わ、私も、その、ご飯以外のものが、えっと……」

「うふふ……。ご主人様、ここで私を剝むくか縛しばるかしていただけると大変嬉うれしいです。お願いします……！」

　もの凄すごい既き視し感かん──。

　冷ひや汗あせがディオスの額から垂れる。

　そして神獣たちは、一斉にディオスの体に抱だきついた。

　それはまるで、兎うさぎに群がるライオンの群れの如ごとく。

「やっぱりこうなるのか！　ファルル、コーシカ！　た、助けてくれ！」

　神獣たちに埋うもれながらドリンクの影えい響きようを受けない人間二人に助けを求めるが、二人はその場から動こうとしない。

「いいよねーディー君は。神獣ちゃんたちのえっちぃ体をいーっぱい堪たん能のうできちゃってさぁ」

　ドリンクを飲みながら、冷めた目でディオスを見るファルル。

「う、ううっ……ひぐっ……。ドリンクのせいだとはわかっていても、まんぷくちゃんのこんな姿を見るのは辛つらすぎます……。こうなれば教会から密ひそかに教わった禁きん呪じゆで、ディオスさんをとことん呪のろうしか……」

　コーシカは指を水で濡らし、ナプキンの上に何やら魔ま法ほう陣じんを描えがいていく。

「待て待て待てーッ!?　何をしようとしているんだコーシカ！　いや、アガートは返すから！　というか引き剝はがして欲しいんだけど!?　この子胸が地味に重くて、その──」

「びにゃああああッ！　私からまんぷくちゃんを取った上にセクハラまでええええっ！　ううっ、早急にこの呪いを完成させないと……！」

「だから呪う前に助けてくれって!?」

「あははっ！　やっぱりこの神獣ちゃんたちの顔、最高なんだにゃー！」

　一気に混こん沌とんと化した打ち上げは、この後夜が更ふけるまで行われたのだった。








エピローグ









　ニ・ホティアの入り口で、ディオスたちとチェルメスクは向かい合っていた。

「本当に滞たい在ざい費を全部出して頂いて……。ありがとうございました。凄く助かりました」

　ディオスが頭を下げると、チェルメスクは慌あわててパタパタと両手を振ふった。

「いやいやいやいや!?　こっちこそ、今回の件は本ッ当に助かったにゃー」

　約束通り、花のフロル・祭典フエステイバルを守り切ることができた。

　チェルメスクの笑顔を見て、上う手まくいって良かったとディオスたちは改めて思った。

　ちなみに途と中ちゆうでうやむやになった表ひよう彰しよう式しきだが、あの後仕切り直しがされ、賞金と推すい薦せん状じようはきちんと受け取っていた。

　景品の神器は奪われてしまったが、その代わり映像を記録するあの結けつ晶しよう具ぐをチェルメスクから貰もらっていた。

　今後、旅の思い出を記録するのに良いかもしれない。

「鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの襲しゆう撃げきもあったし、セルセダもしばらくは何も言ってこないと思うにゃ。もし今後私の力が必要な時があれば、遠えん慮りよなく言ってきてね。サービスサービス☆　するからにゃ☆」

「わかりました。ではその時は遠慮なく」

「んー、チェルちぇるの力が必要な時って、ぶっちゃけアイドル関連しか思い浮かばないケド」

　ディオスの頭の上からルヴィが言うと、他の神しん獣じゆうたちも「確かに……」と頷うなずいた。

「こ、これでも私は市長の娘むすめにゃ。最近は色々と頑張ってるし……！　というか、みんなこの街でもっとアイドルを続けてもいいんだよ？　来年の大会までに、私がみっちりと指導して立派なアイドルにしてあげるにゃ？　エメロードだけでなく全員が歌うグループ案もあるにゃ？」

「いや、さすがにずっとアイドルとしてやっていくのはちょっと……」

「わ、私も神サ獣マ使ナいーの仕事がありますし……」

「ボクも村に帰って薪まき割わりをしないと……」

「むー。みんなつれない反応でお姉さんは悲しいにゃ。冗じよう談だんに決まってるじゃん」

　頰ほおを膨ふくらませてむくれるチェルメスク。

　ディオスには結構本気のトーンに聞こえたのだが。

　とはいえ、これ以上ツッコんだら皆が本当にアイドルにさせられそうなので、この話題はこれで終わりにする。

「そういえば闘とう技ぎ場の復旧工事、かなり早いペースで進んでいましたね」

「うん。そこはやっぱり魔法使いの街だからね。みんなの得意な魔法をフル活用☆」

　ニエーナによって完全破は壊かいされた闘技場だが、チェルメスクの言う通り、既すでに二割は復旧していた。このペースだと、次にこの街を訪おとずれた時には復旧は終えているだろう。

「その間の観光資源がなくなるのは結構な痛手だけど……。まあ、たぶん大丈夫だにゃ」

　適当に言い放つチェルメスクだが、おそらく本当に問題ないのだろう。

　それに、底そこ抜ぬけに明るい彼女がいるならきっとこの街は大丈夫。

　根こん拠きよはないが、ディオスにはそう思えた。

「それじゃあ、そろそろ行きます」

「うん。みんな、元気でにゃー！」

「はい。チェルメスクさんもお元気で……！」

　そしてディオスたちはニ・ホティアを発たつ。

　次の事前大会モナーフエス開かい催さい地ちを目指して。








あとがき






　皆みな様さまこんにちは。福山陽士です。

　まさかこの神しん獣じゆうたちで、アイドルものを書くとは思ってもいなかった福山です。どうしてこうなった。

　……と、三巻と全く同じ入りのあとがきですが、決して手て抜ぬきではありません。ええ、決して。

　いや本当、最初にぼんやりと考えていた構想では、四巻はバトルバトルに次ぐバトル展開かな──って感じだったのですよ……。

　大人の都合というやつです。




　三巻がちょっぴりシリアス成分多めだったので、今回はなるべく明るくなるように心がけました。

　新キャラも複数登場しておりますが、今までで一番濃こいかもしれません……。

　あとがきから読む派の方のために詳しよう細さいは伏ふせますが、かなり自分の趣しゆ味みを入れたキャラを登場させております、とだけ……。

　でも書いていて非常に楽しかったです。




　恒こう例れいの謝辞を。

　担当様。今回も本当にすみません＆ありがとうございました……。色々な意味で死ぬかと思いました……。

　あ、そうそう。実は四巻の打ち合わせ中の雑談で、ある単語をきっかけに、十年以上心の奥底に封ふう印いんしていたトラウマを思い出してしまってですね……。

『古いにしえの封印を解きし者』の称しよう号ごうを与あたえますので、名字と名前の間に入れて使ってください。きっとミドルネームみたいでカッコイイですよ！（棒読み）

　できればこの記き憶おくを再度封印して頂きたいのですが、封印が無理なら遠えん隔かくヒーリングでも大だい丈じよう夫ぶです。

　編集さんって何でもできそうなので、たぶんそれくらいならやれるハズ。

　ん、謝辞より雑談の方が長い？　いつもの事です。

　おりょう様。毎度毎度、素晴らしいイラストをありがとうございます。

　新キャラたちの造形の良さはもちろん、アイドル衣い装しようもキャラ毎ごとに違ちがっていて、細やかな拘こだわりとそのセンスにただ感かん嘆たんの息を吐はくばかりでした。

　ラフを見てから脳内で話がブワッと広がることも少なくないので、お話を作る上でも本当に助かっております。

　引き続き、よろしくお願いいたします。

　読者様。今巻もお手に取って頂きまして、誠にありがとうございます。

　ここまで巻数を重ねることができたのも、ひとえに皆様の応おう援えんのおかげです。

　このお話がどのような経けい緯いを経て、どこに行き着くのか──。

　今後もどうぞ、見守ってくだされば嬉うれしいです。




　それでは、また五巻でお会いしましょう。
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